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昭和41年度から農林径は熱帯等の農業：二関する試験研究を推進するため 京外済交交の派遣をはじ

してヲ海外調査号資料収集，広報活動得統究交流害事を行なってきたれ括和必fふさ？！ こitらのや絞

機関として F熱帯農業研究セン夕、 1 が発足した。

インドにおける農業技術研究協力に関して現地認をそ実施した る。

に関する試験研究協力のための指針となれば幸いである。

終りに本書需主義を行なヮだ農業技術研究所阿部氏ならびに本調査にふたってご協力を漬ν

議；きと表した川

昭和総年設月

／匂一司

出
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農業研究セ/:? --の依嘱によ i)吝昭和45年』2月16日より同46年］戸l.3日の間§ インド食崖

およひイント国］『，の七要農業試験研究機関を訪れ，， わが国とイントとの晨業技術研究協力の

の予備調査を行なっ の調査結果である。

インドどの

贋査

日印農業技術研究協刀

。協力実施場所・, ず~ 匁わ

ー協

在印日

1・/ド食糧農業省(T.P.

インド農業技術研究所

USAID (R.O. オ＇レソン

もにさ昨年6Jl

コ→一

'ci汀両の立案のふこダ）

たわか国

な基礎資素十

ン、,,— 
の

ドり',
， ✓; 

の葛i了りの戸崩的打診。

(I)候補の選定0

〔ICAR〕会長1¥R.メ タ同次長は力¥

ジェヘ―← ダ，遺伝部長ぅ栽培部長はか＼

J,S。ベイフス

ロックフェラー財団

昭和45年12月20日--46年 1月8日 インド国内各地調査

センター（コポリ。佐藤理事長はか，マンディア：

ナ農業大学（マハラシュト

カルジャット農業試験場（マハ

日

バンガロー （マイゾールがトI)'

オリソサ農業大学（オリ／サ少凡ブパネスワール），

中央食糧研究所（マイソー

ジェクト

はか），

：アンドラ プラデッシュ州？ハイデラバド's.v.s.

坂井弘博士はか），

（オリッサ州，カタック，

昭和46年 1月9日-13日 在ニュ、→ デリ

在インド日本大使館（前記）ら

ャストリ

ぐドマナバン／升長は

日印農業普及センタ

インド食糧農業省（

長はか），

イン

はか， J.C.マヅー Kプラサド農業局海外協力部次

遺伝部長のはか，稲遺伝育種研究室艮， はか）。
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ターのエ催で現在実施しているシンポジウムは

数の研究者を容しているインドであるから

を， 

イン を得て,,る。

今後同国よりの参加人員を増やすように

技術行政関係者も参加しうるような形で開くことは，相互の意

志疏通上効呆的であり，かつセンターに対する理解と協力を深めるのに役立つであろう。

2 研究協力について

農業技術研究協力に対する関心と期待。

インド側は， 中央政府関係者も、各地の研究機関における関係者も， ひとしく日本より研究援助を受

けることヤ あるいは日本と研究協力をすすめることに強い関心を示した。 とくに研究機関の関係者は，

単なる関心でなく， もっと大きな期待と，物心両面における援助についての強い要望を日本に対して持

っていることが伺われたじ

日本の稲作研究がすすんでいること，小型の農業機械の開発利用がさかんであること，試験研究機関

と粋及指導機関との密接な連繋協力関係が， 日本の農業生産の向上に貢献していること齊 日本の小規

模農業の発展にとって試験研究が大きな役嘲を果たしてぎたことについて，

'-'-"'苔'豆いJV'し しかし， わが国の農業発展の推進力となった試験研究以外の要素，

よび米価。七地改良｀構造改善事業・信用事業等，

わパる、9

農業政策上の問題についての認識は低い

の部血についてのイント間の認識と理解を深めるように努めるこ

インド測各］曾の閲心と評価

すなわち自

来tr 
＂ヽ、:J ＇ 

+
ふ

~
 

し9、-r、,,

息

術
こ

支

3
 ー

研究1協力 (;C)成果と恨界を正当に謹価するうえに重要である。

まだ↑、 ドは苓従来アメリカ舎衆国をはしめ多くの国から大幅 あ

意味てはき房励を受ける_:ど r・ ぎわめて馴れて tヽる i といってよいてあろ

を受けてき

その状況は附表

、.d、って推測することがで：る。今後日印間て

動向を卜分に把握し. {走らな競合関係を生じな v

参考名f料 1 ｝じ
二_J―ぅ

＊
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研気協力の 3つの邸

日印相互の関係からみ 研究協力の内容は 3つの型に分けられる：

1"~ ト憫の弱点を補う研究協力， 言いかえれば実質的には研究援助，

,̂．
 トのもつ各種材料，気象環境， 土壌その他の立地条件，生物的環境，あるいはインドにおけ
る、:れまて乃研究実績を利用して行なう熱帯農業に関するわが国としての研究，

じて⑦ イ、／ドに対する研究協力ないし受益協力，

ならびにこれを通

-2-
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共同研究の相手固として，

るいは近い将来におい

2.3 

査することが必要である。

中央政府関係者との折衝

応てゞ' " 
,, 文、

日本側からの兌議にもとつ て開始さ几ることになろう。

専門の立場からみて興味ある国

が整えられる見とおしがあるかどうか，こつハ--c'

農業次官その他中央政府関係者との面談に際して 5

に重点が置かれるであろうが，将来は第 3の型，

のべた。

あるか，協力沐制か整備さ

当方からは，

" ;,, 

;;. ri'奴
C c) t示， インぐ

,
9
 

ふ
ぷ
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当面は前項に記した第 1の援助研究

すなわち共同研究に進展することが望ましい旨を申し

これに対して，農業次官T.P.シン氏は，農業局長J.C.マツール氏， ICAR会長 B.P.パル氏その他も同

席の席上で，つぎの 2項目を提案し．

①

②

 

日印農業研究協力に関する一般協定をとりきめること，

日印双方に，農業研究協力委員会を設け，

この提案に対して当方は，

なお以上の経過を'

日本側の検討を求めてきた。

イン：、駐在字山厚日

両者相互に緊密な連絡をとって一~ とえば，

.-ゞ
/ 
国
s炉！

1年ご

とに交互に相手国で連絡委員会を開〈など一ー研究協力に関する全体としての展望，実施計画の立

案，徊別計画の実施運営に必要な事項などの協議を行なう。

これを日本政府関係者に伝えるこどを約束し！：：

;.: 報告した"

インド政府においては，

ふ。て

の所管に属し，

をもっ、デ

こして :J)試験研究業務を直接統括している C J,J•i ク；

，
 

‘,＇’ 

との連絡を密にし

2.4 日本としての対応方針に関する私見

日本よりの研究協力ないし援助については，前記のように勺

と期待をもって待ち受けていると言える。このような現状に対処するに当たっ. . . . . . . 
長期展望をもち，周到な準備を整えてインド側と折衝をもつことが必要であふ勿怠折衝に入るに先立

d
9
 

土
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って, 日本としては，

この点，

ある。

わが国として，

は農臭技術欠議

日本開としては，研究協力の計両実鬼

お〈:.とか重要である、9

日本としてはなお改善の余地か大きいと思われる。

Councii of 

インド側は閲係者

するかどうかは，単にイント対日本の視点の

令
1

I
N『、、
-'`↓と―_‘、
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中
＝

イントヘの農業研究協力を本格的にすすめると芯意した場合は，

)
 

ーLしレJ

ィンドに対して本格的な研究援助ないし協力を実施するかどうか

Research 

＇ 可9‘`̀‘ 

灯し

多大の関心

日本側としては、

ること

て決められるものてなく，

またインドの事情についても，普段の情報蒐集・分析と，常時の判断か行なわれていなくてはならないっ

かなり長期の， たと

-3-



ばlO年 、□5年の援助継続を想定 ，叶面的に

の成累が重要な意峠

を
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ぐ くに璽要なこどは，

これぐに対する日―ぷ間としての実施の可否

し合っだう 研究協JJを開始す
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3. 研究協力分野について

3← 1 

｝ク

゜
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,、食>

''乙＂竺 9

得られ

で苔るだけ広

当面の暫定措置について

一般隔定ぁるし

扱助要請のあった研究分野

るも

援助要請の多かった研究分野として，

第3に農業機械関係が挙げられる。

もつ

己岳旱竺
昆入介こ守

胃実に実施こ

'ヽ
,
i
J
 
又～9,J
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らFぶ息

中央政府

ゞr•

円滑な連営をはかるには

&
?
 

ふ
ふ

~
~
．
 

アrヽ
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に理解されるよ

氏/ ヽマ

vヽ

心
J

を加えて

横の連絡(7)わる、＇、インドであ

中央政府

これか単に

怒めるこ

しかしさ

ド側が，

を挙げ

グ

:
i
}
 
ee 

ィント側としては，

また呆樹栽培振興の必要性を強調したい

産増加のためS

g
 

ふ
ふ

，
 

またいわゆる基礎研究の面のみでなく，

出苔旦た。 ここにいう応用研究はそ

日本より研究者を派遣する必要がある

今後展開さるへ苔研究協力との関係ー一—たとえば，暫定措置，予備協力，全く

を明確にいかつインド側中央政府の明確な諒解を得ておくことか必要である

第1に植物生理およ

比較的充実していると自称している分野も含めて，

い分野での研究援助をインド研究機関関係者は要望した。

インドにおける重要作物として，

これに関連して g

応用研究 (Applied

第

〈:.:: こ3 戸庁機襦t:• うし

.c:,. 

J

貝iJ
 

勺
心

麦のはかにマメ類，

広義の応用試験研究を意味しており＇

りこ植物病害およ

必ずしもこの順位に拘わるものでな〈，イネ

どのような研究分野でも，

ワタ，

1,'C 

＇ 
斗
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、
9
N

〈:.:昌柑J)
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日本胤

く｝

の目

の区別―----

のように，イン

日本の協力しや

落花生があるこ

として果物の主

の研究協力をも得たいとの要望も出された。

research) についての技術援助も要望

日本でいえば，県農試

段階の試除研究に胄及事業の一部を加味した幅の広い，農業経営的感覚もと］）入れた試験活動を指して

いると思わ乳る。

ナ、"
rよわ勺 イネ属の に関する遺伝学的研究， 遠縁交雑における不稔の研究，雑種強勢に関する生

化学的研究 熱帯植物における共生現象の研究， 塩基性土壌における作物の生育の研究など， どちらか

というと基礎研究的な性質の共同研究課題も，個々の研究者から提案された。

4-



3、2 研究分野に関する私見

さぎ 1このへたとおり， イント側は強い関心と多くの期待を日本よりの研究協力にかけているのて，わ

か国としては，なるぺ〈 「手馴れた分野」で｀ しかも当初の成果か比較的あかり易いと予想される分野

に．協力援助の重点を指向するのか第 1ステ／プとして望ましし、0

イント側は．援助要請の緊急度に，研究分野に上る恙異を 4応つけているが，槃急度の最も大ぎいレ

ころにまず日本より研究投助の手を互• しのべること力:最善の漏月灯式であるかとっかは即断てきない

だとスは， イント側で最も必要だと称している木直物生理部門についてみると， との研先機関もこの打［門

の研究の車要件を強調はする力＼その考え方の動機は、 フィリッピンの IRRIにおけるこの部門てクハ舌

喉な活動に刺戟苔れたと思われる程度て今 イントにおける実際の作物牛産向卜の成否と直結する切実な

間題としては捉えられてし、ないよってある 考え方か形式蔀理に偏してしヽるうぇに， この部門に盾動す

研究者<J)層も差わめて薄〈｀研究装倫も不備てある しだかって，滉状(/)ままて日本刀研完者が -i/ 

r: こ派遣苔 tltlIょ， 日本人だIt,'l いi虫渾“；ーな）て， イ>卜阻l」の協力者か育って〈 tL るかど• か甚！：心

叶ないしむしろイントから日本にに期研修者を招ぎ＂ この分野ての若手こいし中陥研究者ヵある禾',ij隻力

をつけてから日本人研究者が先力に派遣されだ方か，援助効朱力高くなるのてはなかろうかっ

逆に、 多数の研究者を容しているといヘイネ育種部門を入ると， その有‘種｝ハ去乍般について， 日本し—

Iらへてかなりキメの祖し、方法、 1由i廿りと思われる方式か採られて＼ヽる。

これらの例から推測して． 日本としては， ます当初はてきるだけ手馴れた分野て， イント1且lj〈9り協力か

ある程度得られる部門， さらに研究成果か比較的確実にあかると予想ぞれるところて→ 研究協力を閲始

する、=-どか望ましい。

4. 主要研究機関について

---—ーとくにイネ研究を中心どして—―

4.1 研究組織

イント食糧農業省の中に，わか国の農林水庄技術会議事務局に相当する ICAR(In山anCouncil of 

Agricultural Research)かあり， この機関か，農菜技術研究に関連する予算と人れを統轄して，,ヽ る心こ

の機能の中には， さぎにも記しだとおり，各）小Iにある大学への農業研究関係予算の配分も含まれる。

この ICARの下に， IARI(Indian Agricultural Research Institute), CRRI (Central Rice 

Research Institute)はか各ヽ ）小Iにある18の農業試検研究機関かある。これら全囚しこ散介する稲研究機関

の行なう試験研究の 4部は， AICRIP(All India Coordinated Rice Improvement Project, 仝イント

綜合稲作改艮プロンエクト、）の名称の下に全国的な綜合プロンェクトとして調整実施苔れている。その

機能の中心は， アンドラープラデ／シュ’州のハイテラバト所在の研究所にある。

現在のところ、イネ育種か中心て， これに病理などの試験かこのプロ，}ェクトに含まれている。イネ

育仲の場合．全イントに亘って行なう適応性検定連絡試験の種子は.+として AICRIPより発送各れ，

各地て得られたテータのすべてか AICRIPに送られて．そこて分析、結果の印刷，発表か行なわれる心

AICRIPのf算の中では ICARより CRRIを通して配分ぢれる国費予算案か，全体の30パーセン！、

に過ぎす， 70ハーセントは USAIDよりの援助によっている。この中には， AICRIPにおいて勤務ずる

USAID関係者の体給か含まれていないので，実質的にはイント国費予算の占める割合は， さらに少な
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囁晶消耗品等に

る士地取得がオ｀

じりAID からの授助は現在ないたび実験装僅は 1—9 分で

はじSA援助によって確保苔れているか3 丁事

lCAR内研究貝

lCAR 

なお，研究員職員の身分はすべて期間瑾傭

なやむを得ない措置である'

各 IARI(2,000名）さ CRRI ) iこくらへ

の形態てこっ

わめて小きい機構で

試験研究業統に関する

叉汀しRIを通じて AICRIP'.こ酋じ分さ礼るだめ 国費予算の使用につし

，イネ育種の全国調整タデーi?分析含綜合的なとりまと

AICRIPが担当しており， CRRI幻細かい指示は受けないc CRRI 

凰＼除研究の中央機関の役割を Lっているか， な影響力は近年必ずしも強くはな

:?) 

りtAlCRIPご(l)

公

j~{ 
~
し
~
~
．

いに AICRIPを浦して緊密な咆緊をとる体制によっ

か清報交流か名〈な—ー きている

4.2 主要亨 3研究場所

IARI (-; 仔研究所.,-もいう。テリー), CRRI (カタ I ク） AICRTP rハイデラバ¥..'¥, 9 '-'の 3

祈究場州について？ をあげる。これらの機関はしずれも日本よりの研究者をよろこんで迎

え入れる;1予和Jcハあることを表明し， と〈に， CRRIとAICRIPは積極的な姿勢を示したc

!ARIにおいても稲を材料とする研究がぎわめて軍視さti,育稲試験も含めて活溌に開始

ぞれてし 4る'ご:てはインド北部内陸地帯の稲作栽培発展を目標としている。

次表い各場所の特徴の概要を示す，

イントにおける主要3研究所の特徴

［ 項 目 I AR I CRRI AICRIP 

I 
イネ育種事業を含め，最 イネ試験研究が大半を占 イネ試験研究のみc

近約5年位の間に急速に める。育種も行なってい 育種に直みがかけられて
イネ研究の重み イネの各分野の研究を活 る。 いる。

浚に始めた。これは一時

的なものではない。

全場で約 2,000名の研究 全場で70名の研究貝。こ 研究貝約40名， うち上級

研究員の数と質
員および職員。このうち のうち上級研究貝は30名 研究員は約7名。

上級研究員は約200名。能 能力高～中位。 能力中位。

力高い。

研究宅内研究設備
大部分中～下位。一部 大部分中～下位。 中～下位。

（穀粒品質検定関係）良。 ごく一部やヽ艮。

1年 1作。 1年 2作。 1年2作。

稲 作 環
1畑作が主だが，インド北 典型的な平坦稲作地帯で， インド中央内陸稲作地幣。

境 部内陸地帯稲栽培発展に 近年2作体系が掠大した。 強塩甚性土壌。

注目し出した。

＇ 
"" 

生 活 環境 デリー：上下 カタソク：中下 ハイデラバド：中上
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4,3 日本よりの研究者派遣候補地私見

稲作研究関係を中心にして考えた場合，綜合的にみて，次のように考えるし

第1候補地 IARIまだは CRRI,

第 2 11 AICRIP. 

第3 ,, ハンガロール農業大学な,,'

IARI, CRRIグ）いずれ召採るか；ふ，研究「凩隠岐派遺苔 I')経験(})深き):, しぃ｀，破占逍者：刀健喰状態

とによって決められねはならな,'uIARIの場合は， CRRIょりも長い経験と高しヽ了城か要求さ

CRRI 奸容範囲をやや「ム〈考えることかて苔るように思われる。

5、農業技術研究協力実施上留意すべき事項

平常におげる語準価の車要iヽ，!:・・・—-研完協 つ l. 甘lIIり］酎界を菜:;!):s : とえ 1足望え~ 叩

らヵ心にすることか， お万:,、己責任と分担， 目標を明白にする｝え：こ重要二あるふ迎負犀を深玉勺るこダ）に

平常における 分析と紐時の判断あるいは；；車価か必要て令 このよ‘互準備こ努力は，協力実

施上の基本をなすものである。言し；換えれば， このことぱ，現状ては．奉楕的な研応茄J;J)実施を'j盲

ちに性急に実雌することは必すしも得策てないことを意味する。わか国':'--こは，胄諏しり蒐累分析，レ的

確な評価に努めるとともに，インド 1月I] 関係者との接触を絶えずとって~ しl 〈、-とか必要てある。

(2) イント測中央政府と現場磯関一ーイント国内現場試験研究機関の嘩ハ協力要閲どふ イ ！、中央政

府の姿勢とハ間に，研究協力のあり万に関する理解について，いくらかニ-ュアンスの違いかあることを

知っておくことが必要である。現場機関が，研究機資材の供与を含む援助協力を強く要望しているの

対し，中央政府筋では，少なくとも表向きでは，このよっな一方的な援助疇 F皮援助の関係でなく令相互

協力的姿勢を加味した発言をする。また輸出用農産物の振興など，将来を展望した課題をも顧慮し｀ぁ

るいは狭い意味の試験研究に局限せず，普及間題をも包括した広義の試験研究課題を叶画に入れようと

する。

以上のことは，わか国の側から言えば，イントに対する農業技術協力全体の中て，試験研究協力活動

をどのように位置づけるか， また基本的には， インドとの研究協力をどのような範囲て， との程度の深

さまで拉大し，深めていくか，その基本方針にもかかわる問題である。イント側における中央機関と現

場とのニュアンスの違いに適切に対処していくためにも，わが国として基本力針の明確化か必要である。

散発的に研究者を派遣しては，その業績評価は勿論のこと， 日本のイントに協力全体か， きわめて低

〈しか評価されなくなるおそれが大きい。熱帯農業研究センターとして、また日本の関係磯関全体とし

て，方針を固めることが先決問題といってよい。

(3) インド側協議対象の選択＿インド側と協議する際，折衝相手の選択を誤らぬよう注意、か肝要で

ある。また個々の研究機関と具体的折衝を行なうに際しても，必ず中央政府内の責任ある関係者と連繁

をとりなからすすめることが必要である。

(4) チーム派遣 日本側は，チームを組んで派遣するのが望ましい。しかしイント側にチームを組

むことを期待するのは無理のようである。なお当初は，あまり若い研究者を派遣しない方かよい。

(5) 研究協力と日印農業普及センターの活動との関連—一ー研究協力においてどりあげるテーマあるい

は基本方針によって，両者の関係は変ってくる。一船的に言って，現在の許及センターの活動の中に，
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異買の研究活動を安易に取り込むこと叫避けた方かよいと息う。ただし普及センターの活動に明らか

：こ直接役立:ぐ）よ）な試験研究はこの限りでない。許皮指導層の教育訓練，地域開発、現地における展ボ

圃叫＼験丈施に上る技術杵幻舌動等を活動の主軸としている現在の許及センターにとっては、 ，般的に言

っ,. Ii升冗活動は~ 直接Hりな結ひつ苔かうすし

及センタ..を.¥、わゆる researchの場とするには，現在実施しているセンクーの事業内容に

人ぎご危史を必要どする，9

(6) 世卑各国の対印技術麻），一---US A をはじめ， ドイツ， オーストラリア，二—上ージーランド，テ‘

ンマーク， ズェーデンなどの対印援助の動向には十分留意しなければならない。 1951年以来20年間にわ

だる祖界各国お土てド国際機構のインドに対する援助を令額で示すと，附表 1 のとおりで， USAがそ

のi'分を占のる r

現；： USAIDは300名にのばる人員をもって対印援助をしている, 15年以上の長い歴史と実績，彪人

な資合こ異づけきれだ援助事業てありそその活動は印度の殆ど全朴lにわたっている，. しかしそのような

尼）こ翡業も，必ずしも←総花的」とは言えない USAIDの機構のもとで， 全体としてよ〈整愉統轄

芦れている::.と， インド中央政府．卜層部局への密着度か強いこと， i舌撥な広報活動，米印両大学間の密

接な人的交流など， 日本どしても参考とすべぎ面か多いも

今後、好むと奸まざるとに拘らす， 日本の対印研究協力は，他国のそれと比較評価を受けないわけに

いかない —ーの場合，旭大ではあるか， キメの比較的粗いUSAの援助方式を顧慮して， 日本独特の方

式を確立してい〈ことが今後の課題である。

(7) 人と情報の交流—ーー研究者のみてな〈，技術行政関係の上層部を含めて， イント側関係者を日本

に頻繁に招〈ことか重要てある。現在，熱帯農業研究センター主催で国際シンポジウムを定期的に開催

しているか， これはインド側研究者の好評を得ている。ただ，参加人貝が少な過ぎるのでこれを多くす

ること，やや伽の広い内容を包括した課題を設定し，同一課題に違った研究分野のものも出席てきるよ

-jに改めることか， 音iSの関係者から要望された。

なお， 日印の特土機関と機関 I， 日本の特定の試験場とイントの特定研究所）の間で， 一定期間，特別

の人の交流ないし共同研究計両を立て｀実施することも，研究協力の—つの方式として，今後検討さる

ベ答間題である 3

(8) 援助経費負担について一．—-当分の間は，研究協力に必要とする経費， とくに日本の派遣者にとっ

て必要なものは， これを全部わか国か負担する用意かなくてはならない。研究に必要な設備，備品， i肖

耗品は勿論，人件費，旅費，さらに必要な実険棟の建設も， 日本側が負担するのが効果的であり，協力

実施上便利てある。

(9) 情報の蒐集・分析・評価ー イントの情報を積極的に蒐集，分析し，綜合評価を不断に行なって

いるこどが必要将来イントしおいて大刑プロンェクトによる研究協力を展開する問題も，その当内を

判断し，効果測定を的確に行なうにぷ， I旦常的な情報蒐集と分析か不可欠である。

(JO) ィ，，卜に対する情報提供― 日本側よりイントに対して，情報提供，広報活動を活撥に行なうこ

とかとくに重要てある。熱帯農菓研究センターにおいて｀ これに必要な具体的措謹を早急に講ずること

が望まれる c
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父

. 16-46. 13の /ゞ I、の王要農

: しこの研究協力び）計則iご凶要な予価調査を

農業技術会議会長らし＿も面談い相互にぎ

い印長院、内状況を調侭

)~ J
と
令

究を強<

中央政府ども

棧虞屑斤究 4 受益昴

) J)研究協力に強，、関心

同研究の 3形式

中央政府の中にはざ，｝＼同研先にやや重みをかけだ

いること

？羨助研

の場

介ても，月血は全戸―杖よりの 1¥tl1J・ 物的支援か主導的な役割を果ださな て

農業次官応研究協力!.:.関する日印•般協定乞締結と，

必製があることを提案し， 日本側の検討を求めだ。当力は日

め，委旦会を改置する

にその趣旨をにえることを約

日本澗としても十分検訂の要があるものと考える c

研究分野として， イント側はい〈らかの希望を挙げたが，強くは拘らないことを附言しこ 日本

としては， まず当初は，手馴れた分野で， インド側の協力がある程度得られる部門をえ；、ひ，研究成果

が確実にあかることの期待できるところで，研究協力を開始するのか望ましい。

(7) 本格的な研究協力に着手するに先立って，諸種の情報を的確に分析評価し，それに基づいて｀決

意”を固め，基本方針を確立することが必要である。

(8) 研究協力実施場所の候補に， IARI(ニューデリー）， CRRI(カタ／ク）を第1候補にあげた。こ

れらのいずれを採るかは，設定する協力研究課題，派遣される者の年令，学識，経験などによって決め

る。

(9) 協力実施上留意すべき事項として，開始前の準備と， 日印双方か共通の理解をもつことの必要性，

日本として対印研究協力に関する展望を策定することの必要性その他を挙げた。

(10) 農林省熱帯農業研究センターに対するインド側の関心は今後次第に高まっていくであろうが，そ

の際，海外における活動の具体的内容， OTCAの事業との関係をさらに明らかにして｀必要に応じ， イ

ンド側にも簡明に説明しうるようにしておくことが必要である。
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ナ ,む,,,＆令' 516 4A 

日 323 2.8 

1 IJ ＇ ' 132 LI 

フ ン ス 164 94 0.8 

チェコスロバ巧ア 97 65 0.6 

ォーストラリア 63 61 0.5 

オ ラ ン 69 52 0.4 

こL ゴスラヴィア 29 29 0.2 

ホ0 ー ラ / ＇` ド 57 28 0.2 

ス イ ス 36 0.2 

ベ ］レ ギ 32 22 0.2 

オーストリア 23 21 0.2 

I 
ス エー デ ン 26 14 0.1 

デ ン --;, - ク 14 10 0.1 

ノ ！レ ウ 工 12 10 0.1 

ニュージーランド 6 5 0.05以下

" ン ガ リ 13 

プルガ IJ ア 11 

A ロ 計 13,304 11,676 100 

注 ： 1トル=7.3ルピー

出所： FACT SHEET; United States economic assistance to India. No, 1970 (USIS) 
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J.970全国食糧会議

こ¥iv 
る の

Kamla Prasad* 

Jー，最近まで．農菓は海外援助にとって十分に魅力があるものではなかった —;．旱銀行の紛栽がいつか

へた如〈，農業ふ長しヽ間開発ではまま f扱いにされてぎた。農叢に刈ず，〗号>;オ笈助のプローは，全

拭助の10%以下であった。イントては，農村開発と何らか関係のある大量の援いは 食糧扱助の形でし

かも殆んとがPL-480によるものであった。この様な援助は農業の生産増加の炉めにとら九るステ

；プとしての条i牛かついているにも拘らす， P L--480の食糧援助か， この日の農業生崖計画にマイナ

スに寄与するのか，プラスに寄与するのかということか賃点になっている。 しかしな力↓'o, 1966年-67

年のかんばつ以来，その地位は根本的に変ってぎた。インド農業を援助するのが今や大流行てある。提

供苔れた援助を鼠て測ることは困難であろう。注目すべき点は，沢山の国や多〈の機関かこの国の

農業開発土町に彼等自身参加しようとしていることである。

2. 我国では，全ての経済発展に於ける農菓の役割は， 1年に 1000万トン以上の食糧を輸入しなけ

ればならなかった1966-1967年の厳しいかんばつによって，変化した。また，我々の農巌力贔を迅速に

回復することは一般に絶望的であるとみられた。このことは，次表に示されているように，他の諸[:FJ

に於ける農菓生産の大輻増加の可能性とは極めて対照的であった。

3. 幸い，罠槃に関して樹立：されたC.D.ならひに，国家許及計1間の給付金か， 50年代の初めから行われ

てぎた研究の成果で， 1967-1968年に初めて役立った。 1967---68年に食糧牛産か，新しく改艮され，紹

介きれだ記録的な，小麦及び稲の品種の利用で逹成された。、―れは， 19臼-1965年に実現した前のレコ

ー！、水準を， 7%上回るものであった。従って，逆説的に言えば，食糧生産か，その年の約 2.5%の

人口増加率を上回るのを期待出来る時代か来る様に思われたが経済の種々の部門の相圧依存及ぴ，経済

成長中の持続的増大のために，農業か演じなければならない，極めて重大な役割も， またより明確にな

った。我々の様に経済か発展途上にある場合には，生産の増大は，食糧輸入の必要竹を軽減し，エ菓へ

余剰資本の投資を促かし， より有益な労慟力を，工業地区へふりむける。まだ，工業製品のための巨大

な市場をつくるので， T業活動が盛んになる。実際には，生産か継続的に増加することは，全体として

の経済に対して楽観的な見方を与え， しかも， Rostowの次の様な見解に同意することの出来る段隋に達

した。

｀しかしなから，工業発展の次の段隋では，食糧の賽源としてのみならす，エ菓の原材料，外国為替，

及ひ工業製品の市場としても，農業に更に汀l」することか，必要てあるということも，明白である。

世界の多くの同々の中て，我々は，経済発展の一つの[tliて末期に来ており， また， もう—・一つの面て初

期の段階に来ている。”

4. 発屎のプロセスは，本質的には，人間及ひ物質刀l+i内査源流動の一つの機能てあるどいう見鮒を

私は確信している

何は合ておき，発展のプロセスは国民々万連命そ改善するための人々の双鼠の反映てあり，

成果を含昧するだめの裁量であ！！且，田民の業紐を誇不するための裁扇である C

-13--
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l 948-63 

1948-61 

1948-63 

1953-62 
19。Hl-62
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1
4
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1
2
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3
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100.0 

100, 0 

100. 0 

100. 0 ， 
1 OC. 0 

100, 0 

l 00. 0 

lOO. 0 

100. 0 

100.0 
100, 0 

100. 0 

Slow Growth Countnes 

Iran 1948-63 3.6 5D.7 13.4 26.9 100.0 

India 1948-62 3.1 :,fl. l 8. 0 32. 9 100. 0 

Poland 19-18-63 :i.o -2.:J 26.9 75.4 100.0 

Argentina 1948-6:J 2。8 10.0 18.6 71.4 100,0 

Chi.le 1948-63 2. 8 4.3. 7 26. 4 29. 9 100. 0 
,Japan UJ48-63 2上8 2.8 20.2 77,0 100.0 

Spain 1948-61 2.7 7.5 14.8 77.7 100.0 

Columbia 1948-62 2.G 17.G -3.2 85.6 100.0 

UAH 1948-63 2.0 20.7 7.7 71.6 100.0 

Pakistan 1948-63 1.8 50.7 14.2 35鴫 1 100, 0 

“―----------------------------------------・ → - -—------------------------------、: Page 16, Economic Development of AgricultureじyWillian1 E. Hendrix, 
Iowa State University Centre for i'lgricultural and Economic Development -1. 965. 

P L-480の食糧羨助5ん嬰業は，あらゆるタイプの採助左受げて来た 土って派生しビ集金の一~

部は，貪庫の様な下、部構造の剖設を含む農業間梵叶両の融査に用いられだ。 WFPiこよる 的食椙援

肋はすてに公忍Iで 1憶トルに逹し， 現在その頷：i, 培加I勺うちる 他）jさ FFHGn 及和列1りレ~('し

の註両を通して肥料や穿さ（＇機梢物防除器旦； グ）様に機蝕り贈与も受け~ ている 十臼デ｝又1,,,, ションの

バランスをよくする物責援助は3 収益の点ても，我ガ国の様な田の開発には｀ 重要な役割を呆している。

しかし， 土着の生廂物以外に由来する商品の有用性介，特に授与や贈与の場合は自己満足という点で，

反作用を生むものである。結局，

6. 農党に於ける海外援助は，

これは，望ましい方向への進歩を妨げることになる、9

双務的及ひ多角的技術援助叶向によって，極めて大きな貞献をした。

小麦及び木の素支物研究叶両は， 口、／クフェラー及びフォード財団呵 その他の筋の助力を得て， 堅実な成

功をとげた。原子力の応用分野て行われた 先駆的性格の研究活動，米及ひ小麦の改良，酪農技術など

-!4--
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展と見張こ於ける援助は S今では国知の通 i)である。新技術の適用やパ／ケー;J実験の評価は，フォー 1、財

戸.,,ベ
にロ

戸月 9
位"'L,

って戻助されだ' lヽ ？／ケー

s' ょ ヅ咆から屯要な撲助

ログ 中て脚色されてしる令機械化さ

だ。その中の••つてある，

な農場の組織や経彗

や業瑣［ご

しだQ -マンマ

デゞ.
ヽのつ

> ;- ,~ 

--'今，

いて書か1し

ってくれたことである。 この様にして，

、
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f
 よリ高度な技術手腕及

］）投助の一部とし：：： a 我々ぷ，

起る勺 専門的知識の自立的発展，こそなえ

を意味tるものてある。 こびぽ理由の為に，

すへての海外扱助計画い中で｀最も困難なものである。
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此＾、しる手段を我々 1こ提化

設価，物資焚学令を得だのである。

'Jj-える側と受ける側との間の専門的知識の溝；ハ矯ゎだしを

この計画を実施することは，最も複雑てあるのて，

支出の約71%か，

その成功｀不成功は，

この様に，

しかも資源を無駄こすることなく. 
この点に関しては，我々の経険では

人件費，

の Suratgarh農楊の活動
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・サ打 ！ → 
夕 r、-

取叶ら

-=ある j

鱈果とし

~. 
＇ ふ

必ずしも必喫でな
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，
 

E
可、
非
'

f
 
ー）u
 

ー．
5

契約菓務費て，

設価支1廿は減少し，

僅か約13%が，奨学金に使われている 専門家に対するよ出は、徐々に増

奨学金は大体同し水準を保って＼ヽる。 このことは， 伎術拭助費のコスト

ん
J 増加させることになる c 海外援助の大部分を， に支出することの他に，扱助を受ける国は，

また， 地打職員， 輸迅等の費用を含む見追り支出を負わなければならない。最後に，

専門家達は，長期間日分逹の仕事から離れることは 1く行じ令てあるこどから，技術長助計油Iに， 派遣

芦れる人達は， 必ずしもさ レヘルの高い人逹てあるとは限らなし}ということてある まだ， 内門家の

咽択や，仲間の』II練ゃ，研先閉兌<l)共i,ij叶圃 大幅に多様化きせることも 日
日
9

/

 

必要てある。我々は

発の次の段階に人っているのて， 土り高度の卑門技術力、必要てあり， 現在続けられている技術抜助計

両は時代遅れ~なものになると考えられる

7. 経済扱l[りの分野て重要な扱助を受けだ［八は農菓に対する投入物を取扱っ音且門てある それは，灌

ぅ見
;~· ~

 

し
い
・

1 効能性のある肥料 棧械生産怜ネ直物防疫器具， 及ひ他の種類(/),:、文j;桐(I)分野のものてあっこ農

業］特に□也間発、 地ド水斤定屹ひ開発，酪塵閲梵なとへC1投賽に対する関心か， 高まったのは極〈
最近vア）ことてある。オ及助されだ部門 を高め， しかも 3 農業万野て0外国乃特の要求は限 ｝し

ていて，経済の他の部門のためにタト［王]¼$替か自由に飩えるのて，援助は ー一重口歓迎きれている農業

分野に於けるこの種の長助は， 工業用原材料の輸人のために外国為替か提供各れるということて。

T. 峯をかなり助けることになる。農業とエ梨の相互仏存は，こっいう場合に，はるかによく盆址苔れてい

る。

〈今後の諜隠〉

8. この様に、 過よ20年間， 海外拭助；ょ， 多方面で農業を助けて米だ n JrJ:, 大な財政的，物質的仕助に
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加えて，さらに，困難と戦い，

奉仕者達の援助物語かありな

向いた人達の物語かある。

高度の成長を達成し，

すことは出来ないか｝

高収最品種を発展させるだめの育種活動の為に

まだ我国の技術者をさ ぐ紅

イントの農場に出向いた

方法論て訓練する為に，農業諸機関に出

これらの八達は．我々の成呆のいきさつを世界の咆の諸国に伝えたので，

維持する農業部門の能力に自佑を取戻しだのてあ

.:. ク）ドラマの主人公てあっ 人達は，

この援助は量であらわ

このことん忘れないであろう。 この物語

は終ったのでもな〈，最後の章を閉じたわけてもない 実際には，時には海外援助に 失望したこ

ともある応援助に対する必要性は， 農業拡張刀、現在依存 ている新しい技術の中に',51継かれて

る。 した力っで開発した国から進歩した技術

のみでなく，

開発虹上の国へ導入する

国内に於ける技術の自発的成長を確実にするためにも, ,1真重

9. イントか直由している問題はさまさまである。我々は t 速く成長する

とを，確実にするため

努力か必要である。

めに，大〈の資源を必

要としている。特に、 地上水及ひ地下水の水資源の分野 iご於 そ〕てある。地下水の在定， 及び水資

源利用 今始まったばかりである,, こtc:-t, しばしは，'［玉Ji匁的な 及び財政援助か有用と

される—べの部門てある。財政力情午す限り C 少〈とも計画の範団「付よでは， 信業を行う余地かある 灌

閥を拭張することや，利用出来る水をより合理的に右利用することは

とに園際的査金源からの拭助を求めていることを狂味すること

この事業への専念を怠味し，

なら我々の肥料及ひ機械の負担は，

しばらくの間続く見込みである 3 我々は， 10午 いう期間中に，肥料及ひ機械の双方の点でキャ！プ

をつ〈ることを望んているか，

10。すへての曲外援助は，

摘しだことかある

必要となってくるヘ

しはらくの間は， 1い）］を必要

自己永続的てあ

-1くミ店しもう 色々な哩甘］か

般乙登済開発ては J

よりら，もしろ，

することは明りかである。

孜々はき進歩す

自己清算的てあるべ差だと以前に指

ばする程，

ピゃゾン委員会で小され
“
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インドヘ‘の 1人当りの援助

僅か 2.5トルて，世界中て最低のも 0ヽ であるこも拘らず，我々の扱助への｛衣存は， 1951年以来

第 次註両て， 5.5%の投資から，第＿次叶両て13,2り．第：〗次汀薗Jj て 16.9% と， 各計両期間毎に増加し

て,,ふ農業分野ては，

のための学生の流動は，

その園へ 流動

増加した。高度な技術を得るこ

ししつも国しであったか， 海外教r'L 及ひ訓紬
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rヵ 地）］での先導や方策を立てることを許
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門家と， 地方のカウンターパートスタフとの報刊廿や特楕の乙号ljは，

の役割におし下げてしまうのて、 この依存付を高めるはか !Jてある

インド!/)1文人、を却なる干級役人

この方法では~｀ を均等化し，
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利子 4 最近の貸付げ盆は令・『居置期間中ご ；ド『2%. その後は 3%。

L 480 条（~ード和しりだめ＇の食糧）計画〉

P L480計圃にもとづいて，イント［こ供給された農酋：物は，食糧難ぐ-:~ ヽ 7;_.,とハ戦い(.:重要な役割

果した Jじ来， PL -480は， 1954年に詞定されだものてあるか， こ力法律

1970午12月まて延長さ孔てきだ。

第 I条：米国は，このタイトルの下で，開発途上国に対して芍 ー）ンセ >コナルな菜ク『乙農産物を

茫る イントはう最初のPL480協定を 1956年 8月29日に糸古んだ。その後 9'')の1;甘属11年こ及び34の補

/~ !- -とへ 『

I~文" ,、

足協定が1969年 9月13日こ最終的こ調印された。

商品：すへご少合わせて，イントとのPL-480協定は，次のものを仇給している。支給合臼， 50.7日

力;ンの小友， 5.5百万トンのソルガムととうもろこし. 1.8百万 Iヽンの米， 3.8百万;{ー！レの綿，431.,700

トン，＇）柏物油， 170,000I、ンの獣脂， 7,400卜，，のタハコ， 24,900トンの脱脂粉乳， 13,000トンの濃鉱ミ

）レク， 230I、ンの

ントは受け取った。

400トンのかん品の果物，及び80トンのチースてある。これら商品の）＜半を，イ

金額：すべてのPL-480協定『よる商品の金額は 4,637百万トレてある（若十の海上輸送費を含む l

条件:P L-480供給物に対してルピーて文払つ。 PL-480の取扱った4,324.8日万 l、)レこ対し・::，その

協定は，経済発展のために，アメリカか80.5%を 補助金及び貸付け金でイントに返還すへきてある，

と規定している。合計の6.5%に相当する額か民間介業への貸付け全として貯えられ， 13.0%は米国政

府用として貯えられているか， この額の大部分は， インドに打益な多くの活動を促進するのに利用．竺れ

る。 PL480の補助金及ひ貸付け金は，イント政府か註画した多くの開発事業を財政的に援助した。

P L-480の契約で供給苔れた残りの312.Ui万トルは，米国政府の選択でトルに換金出来るルピーで‘

返済される。この部分は USAID貸付け金か， ド！して返済ぢれる場合と同じ利（率と据沼期間が規定ぢ

れている40年ローンである。

ルピー預金： P L-480協定の条件にもとつ苔イント政府は，米国の農栢物供給に支払われる 1、ルに相

臼する！レピーを， イ;.,,トの準備銀行に米国政府勘定として預金する。これらのルピー預金は、 トル支払

時の交換レートてなされる。既に述へた如く，イントとのPL480協走て，供給された商品の合叶高は，

4,637.0百ガト）してある＾ルピー，預金の大部分は，！しヒ・ーの平価切下げti.前の1966年 6月に偵金‘苔れた0

P L-480のルピーTH合の総額は，約2,550クローと推定各れ， これは，現行の交挽レートては 4,637.0百

カトルに相当するルピーよりもかなり少い。 (P L-480;! 十両の追加情報については， P 45--55参照）

第II条：この条珀は，人きぎんゃその他の緊要且臨時の救助要求に対処するため，特に了・どもの栄鉦失

調と戦うための農業救採物責［）贈仕用に供される，イントでは救援物査は， CARE(米国共済組合），

カソリ／ク救助サービス，教会世界サーヒス， iレ｀—-テル枇淋拭助などのイ「狂機関を通して 分配され

1955年の，；1両間始から 1970年6月迄に， イントに寄付さ tしな救投物査の総額は， 611.5―白カトル

¥、458夕63クロー）｛こ戸iよる。米国の本 (1971(f~6 月に終る） 83百万トル又はルヒーで62.2ク
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ために， USAIDの援助を求めた。

USAIDは， 国際稲研究所との契約の下て， 1967年以来，技術援助を続けて米た。 4人の米研究者達

か， 1968年の始めから， Hyderabadの Rajendranagarの計画本部で 研究を続けている。 また，インド
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の米科学者達か前進的訓練の め フ，; ヒ

，＼`
 

[
1
 

，
し

へ派塁竺れ

を提起

る。

}る，、芦旦量晶種の設物は，収

か高し'7：新しい耕作法や適期に必要量い給永:, 及び沢山の肥翠十を凶要~ ご る。

を変えたり， 流通技術を弯 る必妄かある'農民が新しい穀物をよ 功果的に牛産するのを助

i+ 
'/ 立研究活動と粋皮活動か互いに密接に行わ

,J+i--Andhra, Pradesh, Bihar, Gajarat, 

するための ア リカ人

イン：、政府の要諭 USAIDは，

Maharashtra, Mysore, Drissa及び TamilNadu 

の が 農民かぶつかった問題を検証したり？解決したりするのを助けたc

肥料：過去 5年間に

チームを配置し 通常 6人

7つのう

インドの農民か使用した肥料の

ら成るこのチームば令

て勤務

, ,,'-' 
1 ✓- I 

（栄養分に換算して） 653,000トンから，

2,043,000トンに増加した。 これは主として新しい高収贔在i種が肥料に対して孔常によ〈反応したとし i

うことを，

来品種は，

よりも肥料の適用かより有効 あることを認識しただめである 小麦及び稲の在

窒素 1ポント当り 10ポンドであるが，新品種は25ポントである。

肥料生産：米国援助計両は， Visakhapatnam, 及びMadrasに3つの，一人きな肥料＿ー工場を建設

するため：こ，援助を行っ之。 Visakhapatnam

共同企業である C
1 oromande, 

にルピー50クローで建てられだ工場は， イントと米国の

肥料会社が経営し-:いる。この工場は現在一~ー［］に 8,000 トンの

を給し， 外圃為替で・年に i ルビーで16ク を頂金して＼ヽるこ米国輸出入銀行は， Coro mandel ／ ,~ 

対て24々6百万トル（ルピ て， 18,427クロー）か外貸 を差出し キ
{
ごの会ネ士は P L~480 

の商品の売いf高から， Iレピーーで 12.29 クローの貸付げ虚~ を受取っている。イントの肥料法人は公益事業

ク）あって，

国貸付け

現在， 年間 135,000トンの窒素肥料をサ産する

によってほとんどまかなわれて

工場を経営している。この工場は 3

るr、

現 在Madrasに建設中のもう 1つ↑大きな肥料工場 1971年，こ創業ずる予定てあるこイント政府は，

ある米国の民間企業（アメリカの 匹と提携して工場を建設中である。 USAIDはアメリカ

の銀行及び年金基金が提供した貸付け金を保証ずること この計画の財政的拭助を行っだ 3 この工場

は年間 271,000トン

Goaでは新しい建設工事が

力をもーぅてし'る。

既に始まっており， Kand!aとKaloiには 2つのユニ、ャトの肥料複合がま

もなく始まる予定である。米国は， これら双方の計画に対しても援助を行っている。

米国とイントの民間企業とで組織され，年間 156,000トンの窒素及び45,000トンの燐酸の生産能力の

ある Goaの肥料工場は，貸付け金及び保証契約の下で USAIDの後援を受けるだろう。 lJ.S スチー

ルとあるインドの工業会社の合弁企業である ZuanAgro・chemicals会杜て企画された、 70百万トル（ル

ピーで 52.50クロー）計画は， u.sスチールとアメリカの機関指導者グループ並びに USAID, 即ち世

界銀行の附属機関である国際金融会社とイント金融業者によって， 主として融資されるであろう。

USAIDは， ZuanAgro-Chemicalsに対して， イントの通貨で21.66クローの貸付け金を認定した。

120百万ドル（ルピーで 90.00クロー）の Kandla-Kalol複合計画が，

在行われている。

インドとアメリカの協同作業で現

国際協力開発協会によれは， この計画は 協同による世界最大の国際的れ業であるといわれているで

インド政府の要請によって，アメリて合衆国の協同組合連合会 (CLUSA) とり契約のドて USAIDは，

っの肥料丁］場の建謹し乃可能性左調各丁 ‘可能性研究千-·-↓~ヽ" 門仇し心。彼等{')報告は勺



計画にもとづいている。

火国の協同組合：ご

公に対して，技術援助として

つである CLUSAな参加者の

ものにするためにさ

New Delhiに事務所を置いている。

肥料複合体は年間330日ペースで，229,000トンの窄素， 122,000トンの

主産するであろう。

に 2.2百万トンの小麦と米を追加生産することができると信じている。

肥料輸入：近年肥料に対する需要か，国内生産をはるかに超えたので，

破壊する。

に12倍に増加した。農薬を使用する地域は⇒1961年の16百万エーカーから，

加するものと予想各れる。

よ．．
 
ドン,1 

4' 
ぇ＇

国際肥料協同組合を通じてこの訂面八こ協力ずる機関て

インド政府は

百万 ルを援助するであろうつ

吋し この甘画は，インド おける協同組合脊梵達

ド人との15年間の合同作業をすることにしている。

これは，総計80万トン以上の肥料完成品になる。

インド政府の要請によって USAIDは

インド農民肥料塙同組

賃司組合は1955年以来

62,000トンのカリウムを

はこの工場 1

イントは最人の供給者である

米国から大鼠の肥料を輸入してきた。米国会計年度の最近 3ヶ年の米国非註画援助は？九包料輸入に対し

て，総額約 255百万ドル (1しピーで， 191クロー）にのぼった。

棺物防疫：植物病害なりびに昆虫，げつ歯類動物，その他ペストはイントの食糧生産を，か

大かかりな植物防疫計画を立ててぎた。農薬の消費量は 1957-1969年の間

1974年の2QO百万エーカー

植物防疫の部門て援助を行っている。

現在農民が使用しているすへての農業の70%を生産している。米国の非註画貸付け金は，

インドで公式にみとめられてしヽるテクニカル・グレイトの農薬輸入に融査をして＼ヽる。

産される農薬のかなりの部分か， インドとアメリカの民間合詞企業によって行なわれており，

アメリカ政府からローンを受けとっている。

農槃の空中散布は，

的な方法の一つである。嘔中からの散布によって広範な地域か，

せ，強力な

で，年間更

り大鼠に

増

イントて国内生

それらは

ある種の作物や言条件のためのへストコントロールにとって，旱,,,しかも非常に効果

短時間てカバー名れ， またペストか広

がる前に抑制される。そこでインド政府は、 空中散布同盟をつくり

る。現在イントで空中散布に従がっている飛行機のかなりの部分は，

この分野の民間会杜に推奨してい

アメリカでつくられたものである。

インド政府は， 更に24機の米国製スプレイ飛行機を追加購入するために， 米国輸出入銀行系列のクレシ

ソトから 1.5百万ドル（ルピーで， 1.13クロー）を割当てた。

農村の電化：農村の電化は，井戸及び掘抜き井戸に連結したポンプセ、／卜にエネルギーを与えること

によって 食糧生産の増加を助けるものである。電力は， また， 食糧の生産工程を効果的なものにした

り，近代的な貯蔵設備をつくるのに役立つ。アメリカでは協同組合かこの分野で大きな役割を果した。

インド政府の要請によって， USAIDは農業地域に，電力を配電するための協力の確立を研究するために，

アメリカの協同組合の役人がインドを訪問する様取り計らった。

USAIDとの契約で アメリカの国立農村電力協同組合連合会 (NRECA) は インドに 3つの代表

団を派遣した。中央，州政府及ぴインド協同組合の職貝ともに， その代表団は， AndhraPradesh, 

Gujarat, 

について

Maharashtra, Mysore 

詳しい研究を行った。

及びUttarPradeshに，

その年の中に，

契約かlJSAIDとイント政府との間で行われた。

5つのパイロット協同組合を設立すること

これらの協同組合を組織化し，設立することに関する

イ／ド政府の要請によって， 5人のNRECAの専門家

か1969年9月に， 2年間の任務でイントを訪れた。 このパイロソト協j,ij組合は, 1970年10月から発足す
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6つのアメ i,iヵ:J)大学の協力で，

i¥}s.:illは，

し

8、-)り新しい

イントに「文立されだ。新し,-,人分ー：は，（括狂、内に示したのは守米田の協f

ス,J,ト［立大学1, Madhya Paradesh ({') / 1人学八 Maharashtra(ヘンンル占ァニア神［立大学）， Mysore

! Anahra Pradesh (カンサ

（テネシー Orissa, i ヽゞ• • / I; --
‘‘、/) Punjab〈オノ、イオJ叶立こ大q.:)勺 Rajasthan (オ／、イオ少卜！立大'}:)

及ひUttarPradesh (イリノイ大'f、¥ らる。

この新し l>イン i、大学は， ＼ヽくつか~·;-,',! 叩的革新を行った。学生は，農場に於ける実習をよけし tする



-っ奨励され令 五隣地域の農民か直面している問題の研究を釘う。

Andra Pradesh, Madhya Pradesh, Mysore及び Punjabの4つの大学は，すへての小卜1の農業研究計

画に対する責任を負っている。すべての農業大学は，将及貝の訓練に奉仕したり，ある場合は広範な地

域に於て普及教育活動を直接行なうことて，出来る限り普及活動の進歩した方法に関する知識を 農民

に提供する一に参加している。

農業大学か行う研究は，農民にとって非常に有益であった。例えは， とit .l; : し及びbajraのいく

つかのハイブリ／ドは， Punjab及び UttarPradesh農業大学で開発さ九）こ 誓ろくへぎ好結果の得

られた背丈の低い小麦の育種や試験を含む多くの研究か，これらの 2つの大学及し,:Mdahya Pradeshと

Rajastharnの農業大学に於て行われた。

イントの大学を卒業した多くの学生達は、政府の農業部門，研究機関て慟くことや．咆料・農薬・改艮

種子を生産する企業の研究，振興・販売部門に勤務することによって，食糧生産の増大に助刀している。

農業研究：米国政府か＿ 、 使用するために備蓄各れたPL-480の売上高の中から，米国農業省の農業調査

局は，インドのあらゆる地域に位罹する85の機関の研究に融資するため， 323の補助金をあてかった。

これらの計褪Iに関して，インド人の科学者か行なった研究は，農業科学の世界的開発にとって 有益で

あった3 将来の潜在的利益は莫大なものである。研究の課題には，農業生産物の新用途、 または用途の

拡張に関する開発一即ち，市場開拓・経済・栄養，及び農場と森林研究のあらゆる側面ーか含まれる。

その他の援助：米国は， また，農業用具ー即ち土壌試験設備，トロール船・ボート・漁業近代化のため

の低温倉庫，掘抜き井戸をつくるための掘抜ぎ井戸用鉄管及び機械， トラクター囀コンバイン及びその

他の農業機械，近代的サイロ，酪農・養鶏設備ーをつくるための鉄鋼も支給しだ。

〈教育》

米国は，実際上すべての教育地帯に於けるインドの努力を援助した。

科学教育改善： 1963年,-ム一如まった，タイナミ／クな夏期科学講晋会計両は，大学及び中等学校の科学

及び数学の教師に その諜目の最も新しい教授法を教えることを目的としている。イントの機関か，彼

等自身て講習を企画し，運営する能力を開発して以来、米国の扱助の最後の年の1970年に 8,000人以上

のインド教師が，夏期休暇中に行われているその講習会に参加した。コンサルタントとして勤務するた

め75人のアメリカ人の教授がイントを訪れた。米国は, 1967汀こインドの敦會！こ吋して 9 百り卜 IL• iル

ピーて， 6.75 クロー）の貸付け令を認定した。貸付け令のー惰〖は，その夏斯科学講苦会に必要な 研究

設備やその他の必要品を購入するのに使用された。

その本来のアイティア 上級中学校， 及び中間単利大学の教師のだめの特別溝習）

は，実際に成功して，熱狂を呼ひ起したので，更に 3つの分科部門ー単科及び綜合K学， 1業大学，及

び丁．科大学の教師のための特別溝）半ーも含むようになったのである。課日は現在ては生物学。化学・物

理学，及び数学を含み，カレ 1チ及び工芸では工学もまた含む。

この計画の中て米国を代表するものは，米国に於て，最初の夏期講習計画を後援する際に指導した国

立科学財団 (NSF)である。イント側では，教育省，大学補助金委貝会 (UGC), 教行研究及ひ訓練の

ための全国協議会(NCERT), イント技術教育協会， 及ひ科学教育全国協議会てあった。

この講習に出席する教師や学生は，講習の最新の力広，新しい研究技術及び教授資料の使用法
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最良の敦科書を読むのである。 この講習で 彼等1『こトップクラスのイ ドの教授の下で研究す

る機会や， アメリカ人の科学者や教師と詰合いの機芸が与 ら訊る。 1963年か の8年間に 31,000八

以上の基礎科学及び応用科学分野のインド人の教師力‘•さ

の講習会に参加し

1,100人のア の顧間と共に 3 876 

の翡習に参加する教師は、新 い敦授技術 糾み入れているテ l・ のコピしーを受取 その教科

書は，記憶的なこ~ とよりも に 1l'i点か~賃かれて vヽる c

力そーの ラィド］特別なフィルム，及び実験道具う，使用さ且る重要な教授資料で‘

礼るごともある〕

乃実験道

具は ［且舎の材糾を基にしてイント了つく

この講沓会に出席寸

を行う 彼等は，断

ムについて研究を行う
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こ~ どを助けるこ｝、によって S 注目に価するサービスを実行したのである。

Kanpurは， 6つの工学分野に於げる学

土木・電気・機械・及び冶金学である 芦
9

っ
―
キ
八，ま

の訓練を行っている。即已航空学。化学s

これらのずべての分野皮 を提供して

1, 理学博士号をとるためのこ の研究は， 社会学を含む全学部に於て行われる。

,300人の学生が， この名簿に載

この大学の最も直要な部門は，

れる IBM

るヽi>
 

デ
1

計算機センターであるの現在，

ンステムが活動している，9 そのセンター~は、

ド＇
／
 

、

ダズ な装隕であると思わ

の市に位置してい

産業が持出した間題［こ対して，）(lヽ に役立っている。

: New Delhi あるこの大学ば イントの教育 存
j る しヽる。

ある。 NewYorkにあるコロ：， l:.-・

大学/:密接に提携して苔た。

1961行'ク設立から 1967 マf

‘’ 
この

L-480禁合からの

閲発乞 めの

口ク‘/
心，ヽ

3
吃
ふ

ント政脊し二瓦費的な文出となってし・ぶ

に心する木:[Eド）袖助合及び貸付

そのお令は， 教師養成計血によっ

臼等教青

の質を

るためや勺

，立するために使用

科廿教育を

れる r、

、
し
~

ト
{

1,'‘ ょ をつ，、＇）， 教而りヽ給料を上げ，農村地域に学校 建

'" I I 
: :.i(国

ク、及～び,Etf1面を提供し

Howrah, Kharagpur, 

Pl三— 480晶令か

Kozhikode, Kurukshetra, 

及び Warangalの

の袖助念は?

Mangalore, 

Roorkeeしある 5つのエff大字乙専

Il,,hahad令

Rourke!a, 

を設立ずるために投助さ

Silcha亡 Surat, 

500A以Lv~工学教百をうけ八インに人か

多目的中的教育： 1 : ト政府は mer, 

単科大学を設立した。 NCERTか管理するこれらの大学

た

累国て高等；a川練

及

多目的中宵一石校C);教師

の

ヽ―-．
 

4つ&')地刀教冒

に於lナる新し

しゞ形式皮ひ訓練を｀ ；〉 Cl; である"USAID 一‘一 ォ，＇、イず Ji'!立大学か これらの地

方人学

しi:y, こ

し

協力しだ。

の人学てはS 科・学。農学＊

けljiこ，

校帥り）便覧，

は，

研究所とし

ている。

選；tれだ~ イ 中

f

ヽ
~

授業の手→ 1 苔や千ホ~ を含も

ており，他力ではさ

家庭科学教育：家崖科学粒行を閲発、

及び商業の分野 於ける 行われる勺学生と教帥の

>れらの大学は教帥及ひ政府の夜人逹のために，円毅打諜程の便宜を計っ

改善されだ教授用資料か用謡されている

公開校議学校かある。 --}jでは， これ''、C(/)学校は，

その4つ、グ）地

強化するた&0iこ，

いる。教科

その大学↑予牛のための教官の五＼験

たのの実験公開授菓のセンターと

ネシー大学

[； 

の契約乞下て，家庭料学、7),

且[Jち NewDelhiの LadyIrwin College, Barodaの

Maharaja Sayajirao k'Ji: Bangaloreク） Maharani 

Damodar 

メ

女［大学， Calucuttaの VihariLal Mitra 

LW  Jtび、 SL Christopher訓練大学。

Bombayの ShrimatiNathibai 

Madras J)女fギリスト教大

及び~南インド教育 l

専門的サーーヒスと］け！伯か悶仇竺

叶圃• 閲発.I覆1i

だぐ 4つの地方公間反丈セ>夕しーに対しですへ

ならびに教帥養成叶脚り〉評価j 関する祝助か，

ス 1、-—等に対し

の教育水準に合わ

テネシー大学によっ＇（
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行われだ，約28人のイシトの家庭科学教育者か米国てfヽ訓練を受けた。

社会福祉教育： 土に教授機関に対して，専門的援助及ひ物資が提供された。米

国援助を受けた機関は， Delhi杜会事業大学， Baroda大学の杜会事業学部, Lucknow大学のTK学院，

BombayのTata杜会事業大学院， Madrasの Madras杜会事業大学，及ひVaranasiのKashiVidyapeeth 

である。 これらの機関からの 9人の教師が，杜会福祉教育の分野に於て， 米国で集中訓練を受けた。

農村の教育機関：インド政府は，農村の発展及び復興のための高等教育機関を設立した。 これらの機

関では，農村杜会奉仕，普及サービス・応用農業訓練・実用研究及び農業工学に於ける専門教育が，行

われている？インドの農業大学から，約20名のスタッフが，米国の農業開発国際セミナー訓練計画に出

席した。 これらの機関では，専門的サービス 及び物査を提供された。

成人教育：インドは，大きな成人教育問題に直面している。 Lucknowの学間所は，文盲をなくし，成

人教育を促進するのを援助するために 1953年に設立された。

学間所は，成人の文盲を教育するための方法及び実習に関して 3,000名以上の教師（外国からの約30

名を含む）を養成した。 100名以l-.の著述家が新しい読み書きできる人達のための資料を開発， 執筆，

及び評価する訓練を

世界教育法人に対する補助合によーて米国は？

版及 の援助を行ってきた"

公共部門・民間部門のいづれにせよ q イントの経済成長を効果的に経営ずるには，近代的経営技術の

適用が必要である。 インド政府のこの点にかんする心づかいか， 未国政府からの反応を見つけ， 1963年

の初めにり

か勤務：-

即ち，

米国は、

新しい読み書ぎのでぎる人達のための何冊かの本を

この地域における米国援助が

USAIDの経営計向は，

財政と税の行政

学問所に対して，

増加苔れた。

インド政府が主要地域に於いて，

ンユールの近代的体系をたてたり，統制した

援助することを目的としている◇

らの目的を達成するために

に於げるインド人の経営者に対する釆国の訓練，

現在は，近代的経営技術の上級企業経竹苔の実地』i!練，

者利用の管理に関する情報の収集・分析な

インド政府の経営計圃は，広範な種類C〉機閾

地域は，経営管理ンステムのパイロ，ト

羨を援助するだめの大蔵省 ・・. V ,・' 

Panjab, Taipur Lucknow 

米国iこ於ける

経営分析，

名以上の｝級及び中級経営者達は この計詞画の下で

牛計向及

イント［月民の健康を改善

マラリア撲減： 1953年にイ／卜
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士
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また組織

9' 

↓ふ

’~i 

地方及び都市開発，

意

ビ

発行した。

るのを改菩し，経営計画，

手続ぎ・実行技術及び履行を

i a:〗玉要地域こ於ける技術サーヒス，

制限的商品援助を提供する様に計画きれている。

[、、改善及

向っ

':ill織化丁る

腎察行政

人］，、［上の人々 がマそ')

努力が行

J) ,l! i嵐委

立案者及ひ決断

及~んで。 米位］い技術者

；全，

ぬの 1、‘ヽ

所得税政策の改

‘‘、
9
,＇i
 

'~ 

アト，＇ゞイスするための家庭省があ

鉄道・港。肥料生産ら重電，郵便及び霞話の管理について

めに立案されだ多くの，寸固を尻助し

、イヴ万加 L, l キ→
、 .•·L,L し.'~

研究， 出

スケ

るのを

ある地域
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し
t
}て

行わ］したC，

警察行政，教育管理，統註管理なとである。160

アメリカで訓練を受けた。
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死ぬ人がない。この病気にか、る率は99,6%近く減少しだ C インド政府のマラリ 公衆衛

王の分野では 柑界最大の試みの一つである。こ の援助は1958年に始まった。多〈

アメリカ人 ぴ顧閏 ラリア撲減計固の中又幹部会ミ 及ハ州政府を援助し~ だ。履用

薬品及工：:器具の大半は，米国トル援助

費；『］は， PL480基愈でまかなわれ

：米国は， 1962年までめらゆる面の

s
 

ーし,1
 
ゎ

の医学教育を扱助した。

国内てか、った

＇ 
ご
~
し

噂門的装

鳳教材なら 視聴覚教育装醤等と提供した。アメリカ八 医学教育の苦及を援

助す，こだめに イントにおもむいた。 430名のインド人の医学教授は，米国て高等訓練を受けた，'米国

の援助を受けた大学院こ！よ, New Delhi の全イント~医科大学，及び Baroda, Callack, 

Indore, Jaipur, Mysore及び Trivandrumの7つの悦科大学；がある勺

・̀ 
姦込
4

`

 
訊1蓋東iこ間[_ 政府か負ー） かPL-480拮企ヵ

の補助全からまか

看護婦教育：未国ぱ,Hyderab砂

を提供し［て。アメリカ八

及

New Delhiの

衛生教育ウ・ Tメリカ人の技術者達は，インド

の看墨婦字立に対して有可

病院及び Andhra

か，店院ぶと備を使用するたのの 1ド央提仇サーヒスを 組織ずるのを援助し

晶
叫
、A-4、

心
又

1f'

』
五
虻
蜆
一｛＿ヽ
-.T9 

~
~
ヽct 

を訓練し? 口Jii練及びli/f}こり適切心骨理及び

運営パターンを開発するのを扱助した。 LJSAIDはニューテールの I、ド央衛生教育/Jlとアントラ，及ひ夕

ミナドにある衛生教育局を援助した。

給水及び下水設備：アメリカの援助を受けて，イント政府は，全イントの給水及ひ下水は偏を管岬す． 
るための 中央公衆衛生工学機関を設立しで 米国はこの計回に対して，出来るたけ多くの技術者のサ

ーヒスを提恨しだ。米国はまたその

すーる設1鼎も提供した。

伝染病 3

及び NagpurにあるそJl中央公衆衛生

テールにあるにご尉内の全国鼠会は米国からの扱助をうけこ~ イント で訓練

史けた流行病の叫究を打な 1ための協会の能力を高め， また種応による・『元威乞杜な，

を評価するのに と〈こ玉点かおかれた。相互利益のために，米国公衆低生ザーにスと， Georgia、)小！冗

Atlantaにある固立伝染病センターが，協力して仕事をつ、げている。木国：ょ， また， ff犬病，プルセ

ン病などの 下等動物から人間に伝染する1内気に関する研究のための援助を行っだ。伝染病を予防する

分野ては， USAIDは，またフイラリア（象皮病）撲減キャンヘーンに援助を行い，小児マヒの生フクチ

ンの生）産のたのに， TamilNaduの Coonoorにあるパスゾ---)レ研究所に対して，設備を提仇した。

家族計画：インドの家族計画プログラムは世界最大のものてある。 1970年 6月まてに， 17.38日力以上

の断種が行われた。これは，廿t界中で行われた断種手術全体の50%を占めている。 ［官内避奸用具(IU-

CD)ーループとして知られている一の分野の成果も， まだ注目にi化するものである。 1970年 6月の終り

までに3.3百万以上のループが使用された。家族計画プログラムを強調し前進きせるための第一義的政策

的イニシャチープ，責任，信頼性は，当然インド政府に属するものである。イントは，米国その他の諸

国及び国際的機関からの援助を求めてぎた。しかしながら，海外援助は有益てある反面，未だ限界があ

り， またイント政府の先導に対して，常に従属的である。

ィンドの家族計画プログラムのいくつかのガ面では 米国援助を受けている。それらは以下の様なも
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ムしうだ．凸i:, ・< > ic・c生産、され 6() .000台以Jci、連均

め1こ→ 米国は1968年 6月に，・(ン"L:'l:1して 2

i是H1;l. t.::,, 1969±!"-6月こ iよ. 1,540台

用費に対処'-'中央及ひfH

今年中 乃：！~＇

wも之，i)で:,ため， 芯夕
亡'. • . 4鱈ゞ：卜を，和国政府かし だ。残りの連搬車は？次の数年間に翡達竺れる e

中央と地方の工場に有用な設備と，運搬車の維持修蝉び；ぐめい最適

グ）設噌を提供ずるために建設される運搬車補修湯を作りつつある。

動車は，イシド中互特に を大ぎ〈しよ i どしている。 計画チ-・

ための医師のサーピスを提供するのは困難でいるか，こび運

.:、の困難を兒服するのに役立つのである。
＇ 
,
f
{
 

だ移動断種及びIUCDクリニ｀ク（詮療所）としても利用され， チームの

効果をさ大いに増加させるので＼断種及び｝レープの大幅な増加をもたらすことに立るビ、こふ）髯いないc

多〈 1ヽ 遠搬車は，遠隔地域でも，大量宣伝及び教育こ利用される，視覚教青の元遁名二左るてあバ),

ィダ,・ ~ 政府は、家族吋画映画の数と種類を増加各せるために，い〈つかのステ Iプをふん f:' 連搬中は

:ヽ.iしらダ汀嗅両をかなり広範囲にわたる農村の視聴者に令放映することを可能(:I, 

コンドーム： 1968年9月の Nirodh計画の開始によってコントームは，石it 料輝用油など

グ）日菅巾耗恥ご共に， ィ；，卜の多くしり地域の小売店て 現在販売されていふ Nirodh(防止と＂、う

は勺 イ／卜政府か あみだしたコ／ドームの特別商標名てある。この計画の独特な特徴は， 1個 5

ス の補助令を受けた価格で販売されているコンドームか， 10万以上の小売店を通じて， 6つの民間販

完会社のグループによって配布されているということである。

USAIDは 170百万のコントームを提供するため， 3百万ドル＼；レピーで2.25タロ--)の補助金を捉

供しだ コントーム配布け画のための技術援助は フォード財団によって行われた,

内服避妊薬：インド以外の国では，多くの婦人か内服避妊錠剤や使用 Lているか， イントては 未だ

それ程拡かっていない。 USAIDはその錠剤の米国からの輸入を援助するために， 20りドル（ルピーで

15クロー〉の補助金を提供した。

ふ質的に上これはインド婦人の錠剤の受入れ体制及び地方的条件の効果をテストするための計画な

のである。このパイロ，I 卜計画が成功すれば，錠剤はインド

益な部分となるにちがいなし¥む

を推進させるための 非常に有

人口統計学： USAIDの技術者達は，この分野に於いて 注目に価する記録をもつ， Bombay,

Chomburにある人口統計学的訓練と研究センターの資料収集や分析能力の改善に助力することによっ

て＼人口統計の研究を援助している。米国と同様に，アメリカ人は，その仕事の現在の範囲をオ立大しよ

う）としている。

家族計画訓練： USAID及ひフォード財団か提供する技術相談サービスは，インド政府が 家族計画

の訓練の苦労や必要性を評価したり，あらゆる層の労働者のために改善された訓練方法及び資料を開発

したりするのに役立っている。米国はその訓練計画を強化するために，種々の家族計画訓練センタ -・tこ

対して，視覚教育及び訓練設備を提供している。
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集中地域計画：イ

~
ヽT
I
 

ド政府は， ！よじめ

せるという目標を達成するの

，国の出生率を1,000人に対し

助けるために，

多い51の地域か 17の地域を選ん］こ00 USAIDは

視覚教育設備を提供している、；

：妊産婦及び児童の衛牛

増加した

22人に，

対

るだけ早く

ンドで最も人口

l,, る重大な問題は，貧血症（血液中の赤血球か~1汀己

が不足し

凡合わせたビタミ

コミュー

いる状態）である。

コSーダ Sー及びフィルム

のための援助か イン

ドル補助金令米国は，

＇ 
＂
｝
 

,i~ 

肥料` 化学薬犀

ルピー (15クロー）

血症を

(B錯化合物のビタミン）を提供したぐ

王な衛生

集中地域に於ける 大衆教育及び情報の めの

使用している婦人や就学前の、供に対Lて配布され

ション： USAIDは，

及

を提供しマいる。百万人以上グ）

?
L
i
 

、/

3
 レ

政府に号

及ひ都市，

1970年

ンドに対して20百；jトルの補助含を是供したc

ゞ
c、L
i＇ 

ヽ

✓

目'-u ;~, 

ルピー補助金；運搬車のための，

インド

タ9, 
5

ダ

6ク

匹
吋J

ることの援助0)ためにき

を通し

!.. タ.
グヽ 3ケ

な商品を，

令
ふ

t
、
』

，
 

相几関係かあ

て

¥ヽる。

ら‘
，ヽ刀ス3

。妊婦と育児期間中の母親に対して，

ラジオサービス地域を拡張するための

つ〈ったり，配布し

ける人逹は 医師⇔，看護婦政府役）＼

での補助

イント婦人， 影齊を

イントが輸入す

を増加させる

ーの補助金に加え

は鉄ク}

未I玉］は 200

で，硫酸鉄

りする直接郵正体系建喜

である。

^
9
 

S
I
 
f
9
 

ログラム

イントの「業及び農業::必要な

のに使用され

使用する。

含む蛋白質 Iいの血球

ログラムの葉酸

郵送機やテ...

灯しても't十Wiの

援助する

。イントは，

を含む）を組

まだ IUCDS

） ） 

同額の

して，総額8.5クローの補助金をあたえた t

され

栄養：近年，食糧の贔の

なって来た。 USAIDは，

から捻出された

この金は，

のであるe

〈質に対する

P L-480 

対し 7
)
 

、
メ
？

より良い食事を確保して，健康状態を

のだめの

るための

ログラムに対

ドで供給

最近では次第こ注氾•か向けられる様に

この共` ヤ ペンの多

くの方面において援助を行っている。

インドの専門家は，食事中の蛋日質の不足か，特に有害であると確信した。蛋白質不足は， 肉体的・

精神的発達を妨げる結果になるのである。 また，食事中の鉄分の不足（貧血症になる）及びビタミン A

の不足（盲目になる）も大部分の人々の健康に璽大な影欝を与える。特に児童及び妊産婦が

3つの成分の不足によって影響を受ける。

これらの

米国の援助を受けて， これらの不足を改善するためのいくつかの計画かたてられた。多くの都市て販

売されている食パンは，蛋白質を添加して 栄養価が高められた。現在ナンキン豆菓子に含まれる蛋白

質を利用するための手段が試みられている。イントの農民が 大豆を栽塔することができるということ

を示して以来，この非常に貴重な蛋白質資源のための加工及び利用設備を役立てるために，非常な努力

がはらわれた。全地域での

ものであった。

インドとアメリカの科学者間の科学データの交換と協議は， 互いに有益な

蛋白質を多く含んだ子供の食物であるところの多量の Bal・Aharが， P L-480計画の第II項にもとづ

いて， インドに寄贈された食糧の一部から 現在製造されている。蛋白質を多く含む食事が 特に必要
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1ンドを訪問して， インド側のカウ／タパートと協議した。 USAID

高蛍日質食品のマーケソテンクと促進 及び現在ある食品の栄養強化の開発面でq

政府の且研究懐閲 及 と，密接に協力している。 USAIDは イント政府か断し

q主目し~ 始めている 約育やマスコミキャンペーンに 積極的に参加した。そのえャンペーンは，

ヽi
i
2i 

，
よ
~
ふ

力ゞ

のものである。

の高い食且を購入し，生産者か重要な栄養価の高い食品を開発するのを奨励するため

業》

米屈lit.過去17年間に，イントの近代化及ひ発展のために，機械・楕成物。予備部品・原材料及ぴそ

金額にすると 2,400百けドル(1,800クロー）を提供した。

米国の外貨の援助を受けた工業計画には， Kotaにあるレイヨンタイヤコード Renukootのアル

ニウ

.Amlaiの製

のベアリン

Caku tta, Mettur及びThanaの化学薬品工場とプラステ、ィック

いレイヨ Fort のパルプ工場， Poonaの鍛造工場， Jaipur

Jhara cハ炭鉱ロープウェイ，及び Dugda,Patherdihの2つの洗炭場などかある。

非計画援助：近年， インドに対する米国の援助の実質的部分は，非計画的貸付け金の形をとっている。

、::.れらの貸付け合は，いわば特定の計画のためにつくられるものではないからである。この

は，教育や愉牛 及ひその他の開発部門をはじめとする農業 及び工業の輸入必要品の多くを まかな

つ/,~。王/if{ 日 1寸け金としても知られているこの形式の援助は，インドの開発を援助するための 米国の

努力に於ける重要な武器の 1つである。 USAIDか，イントに対して提供した非計画援助は，総額， 約

2,200白万トル (I,650クロー）である。 （この額は，肥料輸入をまかなう数億ドルを含んでいる。）

米国は，インドに対する非計両援助の指導的提供者である。近年インド政府は，援助交渉に際して，

インド開発によってもたらされた経済の変化に対応して，計画援助から非計画援助への転換を強調して

しヽる。

20年前，インドは特定の計画樹立のために 大いに海外援助を必要とした。即ち，製鋼工場・電カス

テーション・化学薬品工場・エ作機械工場などである。しかし，今日インドは 非常に多様化した工業
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部門をもっている。イントは，今や 多くの消費物資の外に，工作機械，トラ、／ク，バス，霞•子装置

及び各種の工業設備の様な 高級品をつ〈っている。

イン［の工業は，最も新しいプロセクトに必要な機械をつ〈ることかできる。しかしイントは，未だ

国内で間に合わない基礎原材料をはし（t入、ー工業設備に必要な機械や予備の部品を 輸入しなければなら

ない。これらの輸入品か人手できない場合は、生産が停止するかもしれない。米団の非計画ローーンは

これら多くの菫要な輸入品にむけられている。

殆んとすへてのイントの工業は，米国の非計画援助から利益を受けてきた。イント政府は，米国か提

供した基金を 数干の民間企業及ひ政府事業に割当てている。輸入品の特定の例をあげてみると，非鉄

金属，多種の化学薬品・ローラヘアリングの椋な構成品及び工場，建設，設備用スペアなどてある。米国

の且口「血的援助て供給苔れた 1i、ルの原料又ぱ構成品はインド工業に 1-1.5 トルの追加生廂をもたら

1
・')

1969年-1970年にかげて， イントク）［業は米国非計画貸付け金支出の約132百万トル (99クロー）を

つかっ fこ 1970年 6月31日現在， ／ンドの工業は，新完買契約こ対して提供苔れだ米国非叶画貸付け全

に於て．約160白カドル (120クロー、，を使用した。この金額の乗数効果は， 400百刀トル (300クロー〕

の生産に相当するL業製品を生むことかでぎたということである。

鉱物資源：米国は，イントの鉱物資源間発に於いて． ィントに対してかなりの援助を提供している。

一つ（J'¥重要な協定か，銅・鉛.i杞鉛もすす 0 モリビデン及ひ二，，ケルの紐床の探在のために締結ぞれて

いる，現在イントは，必要品の人半を輸入しているので，これらの非鉄令属鉱沐の発見は 経済にとっ

て非常に重要になるからてある。現在， イントはこの様な輸入品に 80クローを費やしている。また，

この数字は1974年まてに 2恰になると予想される。

Operation Hardrockとして知られているこの調査は，最近開発され，鉱物探在を大幅に速めたとこ

ろの空輸地球物理学技術を用いた。磁性・電磁性の輻射測定性の装罹を備えた 2機の飛行機が， Andhra

Pradeoh, Rajasthan及び Bihar・ の広範な地域を探査した。約11,000の興味ある｀異常性＇＇ヵ、発見され

た。最も有望な異常性のところて ダイアモント採掘か始まり，銅鉱石原鉱か 西部 Bengal-Biharの

境界線近くの Baharagoraで発見各れた。同様に力かなりの地域にわたる亜鉛原鉱石及び鉛が Bhii匹

waraの近くの Rajasthanに描たわっていた＂その鉱床を評価するのはあまりに早叶過きるか． 採掘ば続

し)てしヽる。

米国政府は， また，い〈つかのタイプの化学肥料の重要な原料である， リン化介物の探在計画である

Operation Soft rockを 援助している。イントは最近まて，外貨の年間費用てすべての燐鉱石必要物

を輸入していたか，現在これか続いていれば， 1971年には75クローパこなると思われる。従って，燐鉱石

鉱床の発見は，イントの国際収支にとって，かなり重要なものであるということができる。

USAIDの提供する援助によって，インドの地球物理学探在は， Mussoorie附近の Himalayanのふも

との丘陵及ひ Rajasthanに，燐鉱石の打咽な鉱床を発見した。鉱床の大きさ，燐鉱石の質，及ひ鉱床か

商業的に開発できる以前に，解決されなければならない問題などを 評価するための仕事が 現在す、

められている。

しかし， Rajasthan鉱業地質学理事会は，アメリカの地質学者である RichardSheldon博士が、 イン

トで開発した方法を使って Udaipur附近に， Iム大な燐鉱石を発見した。この鉱床の最後的評価をするの
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名，で これ I~l;t O:risaa /、 Kiribu四鱈鉱

の11廿う各汗 ：たきな船が操作て、ゞ 湛だ鈷

が貪まれる。 日本に対して，

めの Visakhapatnam港力開発さ及び鉱I且

: ,m 4百万トンの鉄鉱の輸出を可能にすることによっ
鉄道の建設な

この計画dよ外貨

で30五万ドル (22.50クロー）以上をインドが稼ぐのを助けている c

輸出促進：インド

決議案の中で勺

この努力はそ

イン~ ド政府は，輸出促進に対する優先権は

USAIIliJ, イ‘どドの諭出そ促進させるために，過去数年間，技術援助を｛是供して

広範囲にわたるに統的て手工業的な製品の輸出可能性を調査する f亨めの最も有効的なイ:.

ドの研究能力を保証することであった。

し
J者

輸出促進に対して，高い優先権を年えた。 1970年6月に通過した輸出政策

これらの調査はS

き，特定の救済対策をリストする様に

この，0t圃0 下で既に調査これた製晶には．

麻・木村・木製品・エ作機械及び海産物ヵ含まれ

ばゞ 輸出手読ぎ及

な［業会杜の輸出行為を

次の 5年間以内に，

輸出の伸びに影聾する間題を分析し，貿易業

生鮮及び加工果実・野菜・皮革

,, る。

防衛に次ぐものであると強調し

た＜，崖本flりには'，

各れている。

油かず，織物，黄

その他多くの調査か現在進ん

インド洋流域の25 のJ小Iのインド製品輸出の可能性に関する主な調査が最近完［した。

しヽる。 研究

グJl.・・-ブが行った提案や勧告を調査ずる計画も実行苔れている。

この分野のもう ・てつの方面で, USIDは，輸出に関する機能的適応性の問題の調査を促進している。例

，輸出品の対外及び国内輪送，ィンド

るのに最もよく使われ得る輸出報奨制などてある。

及び主要

この調査I;:

この地域の主な国々に対する輸出か2倍になる様に設計苔れた戦術を打ち出した。

これらの研究で脚光をあびたところの好機を更に促進させる手段の一つとして, USAIDは，選ばれた

インド人の生産者を海外の市場巡回に送り， 専門の海外バイヤーをインドに連れてくる を後援して

しヽる。 また， インドの現在の適切な経済データに対する強い要求に応えるための 国際的に編隼された

ニュースサービスをつくることに対しても援助が行われている。

善する計画も行われている。

また， インドの輸出統計表の作成を改

輸出促進の分野に於ける地方機関を長期にわたって組み入れる努力の一環として， USIDは，

発局にその機関の一部を移管し始めた。

貿易開

《労 力》

供しゃ

過去 17年間，米国は，外貨で3百万トル (2.25クロー）以上プラス

それで技術訓練及ぴその他の労働研修機関を設立又は援助し，

P L-480の 58クローを提

近代的設備や技術知識を提供

した。即ち労働組合での工場設備の指導精神の成長を高めること，

連機関を復助したのである、

インドのいくつかの研究所や労働関

方嶋叶向に対する米国拭肋の中で最大のンェアは技術改善に対するもの ぁ
,,, 
''", USAIIJ 契約(I)・ト

マ’‘
'' 
：ネアポ！スの Danwoody協会は，例えば機械工・電気機械丁:. 旋盤工・熔接機械工・ 夕

柘
界
人校

械」:. ・T1し及び嚢色メーーカー及び機械器具工の様な手f『卜に対する訓練の開発及び実施計国に於て，
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中央訓練協会を援助した。 1955年こ:1968年の間に，米国は 6つの基礎工業及び建設業の仕半

している労働者の技術を訓練するために60のセンタ-ーヘに，技術扱助及び設備を提供した C・ イ／ド

会の優勝者は賞品として米国に於ける専門的訓練と USAID からの道具•式及び技術書物が与えられた，

米国は，インドの 7つの中央訓練協会と 10万人以上の学生を収容する 357の上業訓縛協会とに関貪る

中央政府の支出に対して， PL-480基金からの補助金及び貸付け金を提1壮しビ 3 柔文:, 実習訓練計両に

か、った費用も援助された。

調和のとれ 仲裁及び調停法の効果的管埋，マ／パワー訂1朝に対する分析的

方法，及び改善された工業安全訓練などは，その他のインド政府の重要な目的であり， こ＇れに対しても

米国は協力してきた。

Bombayの中央労働協会の設立と訓練， Bombayの労働安全協議会 及ひ〈以前労働関係訓練中央協

会と呼ばれていた〉 NewDelhiのインド労働研究協会の設立及び創業に対しても，援助が行われた・,

インド政府，労慟組合及びその他の、ヽ＼つかの機関か行った労働者の教布叶曲，労働関係及ひ労働

組合研究活動に対して，かなりの額の援助か行われた。教育関係の役人

用苔れる視覚教育技術の水準引上けに関して，米国は労働者教育中央会議との協力を行 'Citこ。

USAIDは, Simlaの労働局に対して，顧問サーしス及び米国での関係者訓緑を提仇した。 その労働

局は．労働関係，人事管埋，雇用者交換サービス，及びマンパワー計画，訓練・管理の分野に於ける統計

的情報及びその他の型の情報を集め，処理することである。この情報は政府椿関，介業，労働組織な

どにとって有益なものである。

労働分野に於けるイントの機関に対するもう一つの重要な部分は， イントの教帥，役）＼及びその他ク；，

専門家に対して，米国で高等訓練を行うことに関する規定である。これまてに 200名以上のイントの労

働専門家が米国の関係計画の喝隠として，米国及び他の諸国を訪問した。

《輸

米国は，インドの輸送システムの開発を援助するために， 400百万ドル (300クロー＼を越えるトル補

助金及び貸付け金を提供した。更に、 PL-480基金から 19.60クローの補助金を，道路建設のために提

供した。

鉄道：インドの鉄道に対する米国援助は，総額 259Ei万ドル (194.25クロー）に及ぶ。これは 100台

の蒸気機関車， 345台のディーゼル機関車及び8,700台の貨車を購入するのをまかなった。更にこれは，

インドか多くの電気エンジン 客車を購入し，車両及びその他の設備の国産製造に必要な鋼鉄，構成物，

予備部品を購入するのを援助した。米国援助計画の主なものの 1つは Varanasi でのディーゼル機関車

工場で年間150台の機関車の製造能力がある。

もう一つの重要な米国援助計画は，アッサムとヒマラヤの国境地方の往復列車のスピードを早めるた

めの北西部の未開地鉄道の設置，及び北西鉄道部門に於ける列車群連行制御装置の設置である Q

自動車生産：米国は， 自動車の生産を拡張するために， 3 つのイントの会杜 1-~対｝ー，-r,総額77.2百万

ドル (57.90 クロー）の貸付け金を提供し~ た。

航空： 54白万ドル〈40.50クロー）の米国輸出へ銀行のクレ;)! トは， fン［航惰力 現在飛打

るボーイング707ジエゾト を購入したり？ボーイング747 のジャノ、ポンェ／卜機を；＇王文：✓ 7'.: リ
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る費用をまかなうために融資した。

イント航空会社は， まだ 7機のポーイング 737機の購入を一部まかなうために， 12.5百万トル (9.38

クロー）の米国輸出入銀行の貸付け金を利用している。

まだ，総額2,9百万卜 iビ(2J8クロー）の米国の補助金による，数ヶ

良航や装置l:J: って， より早い。 より安全な国内飛行か可能になった。

に備えつけられた，改

《電力開発》

—国の電力産出は，その国の経済成長の指標となるものである。インドは，この20年間に，この分野

於て目ぎましい進歩を遂けた。総発電容量は鴫今や1950年の 7倍にあたる約16百万キロワットである，

インド開発の他の分野におけると同様，電力計画への大半の投資は，国内資源でまかなわれて来たQ

同時に，イントの電，Jり資涼閲発には，友好諸国及び国際機関が インド政府に協力して来た。米国は

こC)一野に於てイントの第一のパートナーであった。

介計16百万九ロワ：／卜の発電容量の％は米国が援助している30の電力企業か占めている。これらの発

電瓦勺入十ーは 建設か完了したか，残りは現在建設中である。すへての発電所か その目標出力に達し

の発電容量は，合計6.5白万午ロワットに卜るであろう。

米国の協力は， 2つの籾式をとった。約4百万キロフ、'}j、の総容量をもつ， 20のプロゼクトには，米

国か援助した発電器か 備えつけられていふその発電器及び補助装置は，米国又は世界のどこかで見

る最新の技術による製品てある。

残り 10の米国援助プロゼクトは，アメリカの農産物の売上げによるルピー基金からの援助を受けたか

または，米国の融査による建設機械を利用した。これらプロゼクトの発電器は，インドで製造されてい

るか又はされるだろう。でなければインドの外為源資または，他の諸国の援助で購入されるものである。

電力開兌に対する米国の財政的援助（貸付け金）は，外貨で総額422.5百万トル

ス米国農菓産出物の売上高によるインド通貨 349クローになる。

以下は，主な米国援助計画の簡単な説明である。

(Tarapur原了力発電所〉

88クロー）プラ

1970年 1月19日の総理大臣 IndiraGandhiによる Tarapur原子力発電所の開所式は， インドの経済

開発に於ける重要な出来事であった。これはまた，インドとアメリカの経済的，技術的協力に於ける重

要な画期的な出来事であった。

42万共• ロワ y卜の Tarapur計画は，商業規模で原子エネルギーを利用するインドで初めての試みであ

る。 は，いくつかの特特徴ーアジア最大の原子力工場であること，アジア，アフリカまたはラ

テンアメリカの開発途_I::国が依頼したこの種の最初のプロゼクトであること一をもっている。

イントは，広い地域にわたって石炭の鉱床をもっているが， これらは主に西部及び中部インドに集中

している。炭田又は水力発電所から遠く離れたところにあって， しかも電気を大いに必要とする地域に

対して，原子力は翠加速度的経済開発を刺戟する最良の手段となった。

しかし，原f力の有望性は，それだけにとどまらない。インドとアメリカの科学者は，この10年間内

に，安くて豊冨な原子力が不毛の荒地を，灌漑苔れた軍要地帯に変え，遠隔の村落で，電気の種々の恩

恵を楽しむことを可能にする時代を，心に描いている。
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(Chandrapuraの火力発電計画〉

Chandrapura (42万キィロウ ）よイントで最大の火力発電所の 1つである。これは， Bihar

地域に位置しており今インドの製鋼工場で使われるコークスを生産している 0 羹坑から送られてくる石

炭は，役に立たない）天分を多〈含んでいる。 h炭が熔鉱炉て肥料用コ--クス；こなる前に，灰分を取り

除かなければならない。これは 石炭を洗鉱することによって行われるが，この地域には，米国の援助

による 2台の えつけられている。熔鉱炉の燃料が ら取り除かれた後に， 2
 

級品，廃物一製鋼所も殆んどの工業も利用できない灰分含有量の高い石炭のかけらーか残る。

経済開発の....面は， この様な利用度の低い産物の利用法を見つけることである。 Chandrapura計画は

このことを考慮してつくられている。 ＼`廃棄物＇＇を電力， しかも豊富な電力に変えるのである。この計

画によるアメリカ製のボイラーは，灰分含有量の多い石炭から，熱を抽出するために，特につくられたもの

である。こ、で発電されf電力は BiharがHのみならず， インドで最も高度に工業化された地域である

西 BengalのCalcutta-Durgapur -Asansol地域で役立っている。 Chandrapuraで発電された巨鼠の電

力によって， CalcuttaとUttarPradesh間の電車は早い速度で，商品や乗客を運ぶことが可能になっ

た。

<Bandel, Durgapur, Dhuvaran〉

355,600~ ロワットの発電容量をもつ Calcutta附近の火力発電所は， Chandrapuraと殆ど同じ大きさ

で，西 Bengal の経済に重要な役割を果している。同し州のもう一つの米国援助計画は， Durgapur

(150 000キロ ワット）である。

インドを1,000マイル横切ったところに Dhuvaran火力発電所があり， Gujaratの油田の真中に位置

している。現在は，燃料として天然ガスと石油に，完全に頼っている。 4台のアメリカ製発電機が 現

在稼動しており，全部で丁度％百万キロワ J 卜以上の発電容量をもっている。米国援助を受けて現在進

められている開発によって，容量は 2倍以上になるであろう。

< Sharavathi水力発電計画〉

水力発電開発は，これまで単に自然風景の魅力をとらえるものとしてのみ役立っていた天然資源を，

人間が如何に実用化でぎるかという例を示すものどいえる。インドで最小の川である Jog(Mysore州）

の Sharavathi川は， 830フィート下のインドて最長で最も異色の，よい滝のある西部 Ghats に流れ落

ちている。何千年もの間，人間が附近の丘に住みついて以来，耳をろうするばかりの滝の音は， 自然カ

の巨大な広がりとともに見物人の心をうったに違いない。しかし，今日インドの技師や労働者は，これ

まで無駄に流れていた水を貯蔵するための大きなダムを建設した。この水は，現在 Mysore及ぴ附近の

州に於ける飛行機アルミニウム，セメント，化学薬品，電気，工学，工作機械・紙，電話 及び織物工

業用に用いられる電気を発電しているのである。その計画はすべてインド人の技師によってつくられた

ものであるが，米国は 8台の発電機の購入を援助した。全部で712,800キロワソトの容量をもっているが，

Shavarathi計画が全面的に完成すると 総発電容量は百万キロワソトを越え，これは，抵界最大の電力

源の一つになる。

Keralaが卜1に隣接している州では， インドの技術とアメリカの援助が， Pamba川及びKakki川から， 30

万キロワットのエネルギーを引出すのに成功した。この 2つの川は，アラビア海に注く前に，山を3,000

フィート以上下って，滝になっている。 Sabariri計画は， Keralaのみでなく， TamilNaduの隣接州の
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Equipped with U.S.-financed 

L 

r
.
 

v
,
6
 

巧事、desh

Dur回 ,ur,West 
, . Indraprastha, Delhi 
ro. Jndraprastl1a e立ension,Delhi 
Kanpur, U.P. 

r2. Nahorkatiya, Ass皿
13・ぬjasthanpower facilities project (Dunga中m
B畑ratpur,Alwar, 皿dJaisalmer) 

14. 恥皿a即叫m,紐 dはaPradesh 

巧. Sabarigiri, Ker血
16. Satpura, Madhya I'rad呻
17. s血rava出i,Mysore 
虚 Talcher,Orissa 
19. T虹apur,Maharashtra 
20. Trombay, Maharashtra 

Non-project Assistance 

1. U.S. Development L颯nFund credit No. 2r for 
power-generating machinery 

2. Amount utilized to purchase power equipment 
from the first and second lines of credit extended 
by the U.S. Export-Import B畔

Total 

As,istance in 
Indian curre旦勾

assistance from the叫es
proceeds of 
U.S. 
conu 

＼＄ crore氏' 

ぶ);000 H 
60,000 

8.20 
27,000 
30,000 3.0 L3I 
420,000 39.7 16.60 
534,000 I2,72 

巧0,000 17.1 3.43 
36,600 4.0 

r3.8 巧.05
1.5 0.95 
6.7 

7,500 I.O 
62,500 7.9 3.70 

300,000 18,0 2I.06 
312,500 19.r 15,93 
712,800 22.7 34-45 
2~,0嶋,000 28.4 塙 74
420,000 72-7 
巧0,000 17.7 

4,130,000 

9.5 

4.5 

390.6 165.21 
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Power Projects W出chHave Received Assistance from Rupee F皿 dsGenerated 
the Sale of U.S. Agricultural Commodities or Which Have Utilized 

U.S.-financed Construction Machinery* 

Capacity 

（おilowatts)

L Beas 

2 • 

••••••• 3

4

5

6

7

8

9

 

10. 

Bhadra, Mysore 

Chambal, Madhya Pradesh & Rajasthan 

Damodar Valley Corporation, Bihar & West Bengal 

Hirakud, Orissa 

Kosi, Bihar 

Koyna, Maharashtra 

Kundah, Tamil Nadu 

T皿 gab畑dra,Andhra Pradesh & Mysore 

Rihand, U.P. 

Total 

240,000 

33,000 

茄3,000

104,000 

270,000 

20,000 

540,000 

425,000 

99,000 

300,000 

2,394,000 

U.S. 
exchange 
assistance 

($ million) 

J
 

ヽ

ー

、

9

|

i

|

I8,0 

7.9 

6.o 

31.9 

Assistance in 
Indian currency 
from the sales 
proceeds of U.S. 
agricultural 
commodities 

(Rs. crores) 

3.00 

13.23 

34.07 

11.36 

4.99 

36.82 

20.51 

7.63 

23-44 

28.75 

183.80 

、し

*The generating equipment of these projects has been or will be imported by India with the assistance of other friendly countries 
or with its own foreign-exchange earnings or will be produced locally. 
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U.S. and 

It!l U.S. Loa11. Fm這

of agreement Doilars 
at current rate 
of exchange 
(crores) 

Loans Repayable in Rupees 

I. June 23, First R叫wayLoan 30.0 22.50 

June 23, For Private 26.18 
$25 million 
$ 5 
$ 5 

Dec. 24, Second Loan 26.25 

4←〗~》eぐ. 24, Steel Public Sector 17,7 13.28 

5, Dec. 24, ・51:, 且quipmenttor I'ower k呵 ects 7.13 

6. 24, for Private Industries 14.9 N さ18

Dec. '58 Steel Imports for Sector 2L7 只〖 6.28

8 .. 『ul・¥,'I2, Public Sector Projects 19.5 

9. 30,'氏 Sharavath{ Project, Nlysore ぐioai1) .ぷ,'. , d7 へ豆

IO, , 『ime30, Ahn1edabad C氏， Gujarat 3.7 

J皿 e30,'60 llarauni Thermal Pow口 Bihar 2.63 

I2. Ju虚 30,'60 丁hermalPower Bihar z7.8 20.85 

13や June30,'60 Thet宜這lPower West I8,0 I350 

June 30"'60 Road I ransportしomponents 9.75 

I_,ぐ, 5, Kanpur Them叫 Power Uttar Pradesh Iゞ5

Dec, 5,'60 Barapani Hv由oelectrkPower ProjectきAssam I.28 

Dec. 5,'60 Capital for Private Ind諏 tries 叫.6

18. Dec. 5,'60 Third 今Loan 49.6 37.20 

Dec. 5,'60 Steel for Private and Public Sector 25心 18.75 
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of 咳reem•cnt Dollars Rupee equivalent 
at current ra,te 
of 

7,'60 曰nance 9,6 7.20 

2L 1》ec. '60 Trombay Fertilizer Plant, M吐arashtra 巧.6 22.20 

22. Mar. 23,'6r Industrial Credit & Investment of India 4さ5 3.38 

IO, National Small Industries 

2I, Pre1nier Automobiies Ltd,, Bombay (ilrst loan) 5.33 

巧. Aug. '6r Talcher Thermal Power Orissa 28月 2L30 

26ベ '61 Thermiu Power ' ァバ。? 5.7o 
Pradesh 

27さ Aug, 苓6r Sharavathi Povver PtoJect, 1¥-lysore 碍0 IOパ,,0 
loan) 

28. Oct. 26, of Non-ferrous Metals 20.0 15.00 

29. June迅 '66 Beas Dam I8.0 □ .50 

Loa店S in Dollars 

Feb, 26, Dhuvaran Th口malPower 

ZI, じenerru Loau for Maintenance r99.8 r49.85 
orts 

June 21, Bandel Thermal Power West 37.4 認.05

June 2r, Hindustan S1eel Ltd., for Pather出hCoal Bibふr 4,0 3,00 

5. ベ［四e '62 Fourth Loan 42.9 

6. J了une28,'62 Premier Automobiles Ltd., Bombav (second lo叫 2.18 

7令 June28, Indu,trial Fi.'lance Corporation loan) 17,5 13.13 

8, June 28,'62 Ker叫a 謁〇 13.50 

9, June 28,'62 Del出ClothMills Ltd., for a rayon ty1、e-cordplant 8.o 6.oo 
at Kota, Rajas出an

い June28,'62 Trombay Power Plant (Tatas), Maharashtra 17・7 I3・28

I I. !ulv 27,'62 Napco Bevel Gear of India Ltd. (precision gear 2.3 r.73 
p恥nt),Faridabad, Haryana 
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Date of agreeme11t Dollars Rupee 
at current rate 
of exc地nge

I2, ぷept.25, Tata Engineering & Locomotive Co, n.6 I0,20 
Jamshedpur, Bihar (first 

Nov. 8,'62 Hindust紅1!,,fotors (',al四 tta(first lo皿） 15,6 IL70 

14. Feb. 25, General No正ProjectLoan for M血tenance 238.5 

巧. J¥/lar. 8, Therrrml Power Station rn.35 

r6. 1vfar. 8, Them叫 PowerStation, Pradesh 19.I Id9, ダs巧,, 

17々 May二， The皿 alPower And証aPradesh 5,93 

r8. Oct. 21, Them這lPower Bihar lseco叫 Joan) n,9 

Oct. Fi丘h Loan 

20. Oct 2I, Central Ropeways "F", Bi訟r 7.4 5.55 

ZL Nov. '63 Bihar 5。。 3,75 

22. Dec. 17, Nuclear Power Maha.rash汀a 72.7 54,53 

23. Febと 24, Loan for Maintenance 224,5 

24, June 19, Maharashtra 6.9 5.18 

勾,'昇 National En即neermgIndustriesしt,i.,J叫p皿虹jast.'l.an 3-23 

26. Nov. 30, Sharavat出 Power l'rnJe吋，Mysore,且、1'111:.・d L9 L43 

Nov. 30, General Loan for Mllintenance Imports 37.05 
ourth loan) 

謡夕 Nov。30, Si匹hRailway Loan 7.r 5.33 

29. Dec:. 3r, Tata Engineering & Locomotive Co. L叫 H ク8
Jamshedpur, Bihar (second loan) 

30, Mar. 31,'65 U.S. Consulting Se匹ices 0,5 0.38 

31. May 3,'65 Hindustan Motors Ltd., C如 tta loan for 23.0 Ij.25 
expanding automobile production) 

32, May 3,'65 Hindustan Motors Ltd., Calcutta (for production 2,8 2,IO 
of power 
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Dollars 

四T ne r7,'匂 Loan 3.8 2.85 

只.. June General Loan for Maintenance 189.3 141.98 
(fifth loan) 

Fertilizer Imports (hrst loan) 50心 37,50 

C,eneral Non--PrいjectLoan for Maintenance 97,> 73"13 

May ,~",, 足 Hardrock" for non-ferrous metal 3,5 2.63 

38. 『)huvaran Thermal Power Station_, Gujan江 r8,8 r4.rn 

Loan for Maintenance 149さ8 n2.35 
h 

E由瓦ationLoan 

98.78 

Loan Imports :50.0 37.5o 

Mav も8 Non-Project Loan for Maintenanc之Imports 168.45 

2,7 2.03 

Fertilizer Impo冗s(second loan) 23.0 17.25 

46, Decさ '68 Gビ、neral Loan M.aintenance Imports 巧令0 145.50 

for Industrial Pro1ects 20.0 15.00 

謁. Junさ '70 い,,enera. t Loan for lvlaintenance Import~ 160.0 120.00 

2,464.7 
Loans Repayable in Rupees 505.7 379・28

Tntal Loans Repayable in Rupees and Dollars 2,970.4 2,227.80 
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Rupee Uses 

The following table shows the pro炉皿medcurrency uses for all Title 
and amen血 entswith India un to Au即StI, 1970. 

and amended) 

r958 
Nov. 13, 1959 
4, 1960 

May r, 1962 
Nov. 20, 19釦
Nov. 30, 19釦
30, 19紅
20, 1967 
叫 9 ク

I2, 

Dec. 30, 
Dec. 23, ,968 
25, I9匂
13, r969 

Total 
Percent 

Grants to Loans to Lo皿 sto U.S. Government To叫
Government Private Government Uses 
of India Enterprise of India 

-・・・-・・・........... 一 ，

54,000 

37,500 
n9,no 
577, 預5

29,700 

2I,OIO 

I9.4 

13,819 
6ら000
14,910 

393 
5,155 
255 
80,740 
6,750 
4,39o 
ふ375
8,430 
4,775 
1,080 
3,830 

Thousands of dolla. 認

226,256 74,300 
33,377 厨o8r
129,700 均1,600
ロ9,no
577,565 
34,977 ふ930

9r,,893 、z94,727
8ち750

ふ400
146,682 已,,488

65,876 

2,642,308 
6u 

Long-term Loan A宦eements

354,556 
5ふ277
259,800 
四7,870
豆,,預9,800

39,300 
立03,wo
5只03

り5,000
的

玲8,600

IC心，0

in rupees convertible into doll紅satU.S. G1Jvernmcnt 

Date Value of Oc皿
Commodities Tr皿sportation Total 

.••••• ・が~.....• 咄げ·"~-—,_ふ ----・ ••. •• —.. ·-• 

Thousands of dollars 
~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ 

June 24, 22.,000 2,200 叫,200
Sept. 12, 19的 訂，000 2,000 19,000 
Dec. 30, 19釘 42,100 4,800 46,90c 
Dec. 23, 1968 ⑭, 700 6,900 71,600 
Apr. 25, 瑾 9 32,500 3,100 35,600 
Oct. 13, 19的 114,900 u4,900 

Total 293,200 19,000 3r2,200 

Total Value, 雌 Agreements 研3⑬ 661 

田quivalentto approximately Rs. 2,550 crores at Rs. 4.76 per dollar till June 6, 1966, and Rs。7.50per doll紅 afterthat date. 
Total rupee deposits as of June 30, 1970, were Rs。22鴫2billion [Rs. 2,217 crores]. 
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Grants from 

1. Agricultural Universities 
2. U.P. Agricult直 alUniversity 
3. Modem Storage of Foodgrains 

i 7. E~ploration ,if Groundwater Resmm: 贔
8, Beas Dam 

9, 応verValley 
(C坤mbal,Hirnkud, 
Nagarjuna領gar,Kosi, Bhaclra, 
Kundah, and Koyna 

Jo. National Productivity 
IL Indian l. 江vestmentCentre 

National Highways 

Labour 

Craftsmen 

Health 

r4. Me山叫Ed虞 ator
15. Malaria Eradication 
16. All-India Institute of Medi叫 Sciences,Nevv 
r7. Primary Health Centres 
18. Smallpox Eradication 
r9. F血 lyPia皿 ing
20. Nutrition 

Education 

Law 480 

Rs. Crores 

0.62 
L22 

-I令04
中07
ro.08 
5.00 
()々80
3.00 

5.94 
立04
0. 的

r9.60 

394> 

7斗0
85.15 
1.45 
rn.55 
ro.29 
8.47 
I.6I 

2r. Indian Institute of Technology, Kanpur 5.20 
22. Higher Technical Education (Regional Engineering Colleges) 16.56 
23. Elementary Education 祁.31
24. Techni叫 EducationInstitutes 0.12 

Total Grants 329.61 
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0
0
 

ア
ふ

20. 
2r. Durgapur thermal power project (West 
Kanpur thermal power project (Uttar 

23. Barapani [Umla.rnJ hydroelectric power 
叫 Trombayfertilizer plant (Maharashtra) 
25. Talcher thennal power project (Orlssa) 

26、

29. 

32. 

Rs. Crores 

r6ふし
1.3r 
2r.06 
3,43 

0.95 
6,40 
13-43 
!8,7,i 

:,,70 

I5.93 
I:2.00 
3.00 

Labour 

34. Rural works progranune 
35. Rural industriali叫 on
36. Craftsmen training 

Health 

Water supply and drainage 
Drinking-water supply and local 

39. National water supply and sanitation 
40. Malaria eradication 
孔 Primaryhealth centres 
42. Smallpox eradication 

Education 

r7.87 
6.q3 
23.52 

名

worKs 
50.50 
8.22 
II.47 
I9.46 
6.oo 

2.73 

43. Indian Institute of Technology, Kanpur (Uttar Pradesh) 
44. Higher technical education (Regional Engineering Colleges) 
45. Elementary education 
46. Community Development and National Extension schemes 
47. Urban redevelopment and slum clearance 

Transport 

48. Development of major ports 3u5 
49. Construction of National Highways 17.00 

4.26 
26.57 
42.83 
57.68 
6.40 

Total 1,360.75 
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60,000,:. ℃OO 

Elcctrk C叫 2,roo,r,区）

公¥n 1・ ・ 6. 心r::rk虚 ，＞二en瓢 Bnmbay国 nk己Amer!巳、`こ,anrふ応i響 i 国芦ぷmこ) 60,0Q0喜）0

〇り’

IOえ

口。 も9こ辻rlcr-I託四nerI叫 aLtd., Caku謳

13、

East. fo:lia Hotds Ltd., New Deihl 
of hotd in New 

Produz;ts Co , New 

旦 し言onm叫(:』 FertilizersL叫， v函 khapatnam,心知dhraPradesh 
San I'nmciscte: and International Jvlinerals & Chemicals 

Co., New 

Hotels 

Inc., ?,iilwaukee, Wisconsin) 

Nevi 

3,2似羹

2,388,000 

122,92万ょC-0

3,000,000 

2,500,000 
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咽cs
式uriees

Electric 

ーベぷ

22, 

叫 a

26. 

29令

丁ire&Rt図bber

LA. 

4,000ぶこ＼〗

50度改応,000

500, 以心

blast皿dsh01: I,42恥000

30. Indofil Chemicals Ltd., 

3 I, Kirloskar心unmunsLtd:, Poo皿，
(engines) 

& Haa:, Co. Inc., PhllacteipJ:i1a)はngicictes,plastlc立ers) 2,975,<?oo 

Engine Co., Columbus, 12,500,000 

32鵞 KumardhubiFirec姐y& Silica Works Ltd., C叫cutta
Missouri) (specialized 

Green Refractories Co., f.tiexico, 12,000,000 

33. Lal-Roe Measuring Tools恥.Ltd., 
(steel measuring-はpes)

(J11St1JS Roe&: Sons Inc., New York) 1,300,000 
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Rupees 

Standard Oil of New 

Iらぷ）0,000 

Mysore (Parsons & 11,700,coo 

Kumardhubi, Bihar Co,, 10.000,000 
' 

平勺，

4L 

vvasheries and allied 

Eleはric,New 

G口rof India Ltd., Fari血bad,Haryana (Napco Industries Inc., 
joints, 皿dallied parts) 

42. 0th Elevator of India Ltd., Bombay (Otis Elevator Co., New York) (elevators) 

氾，200,coo

36,061,0C{i 

3,000,000 

8,000,000 

7,000,000 

43. Pibco 

44, 

West Bengal (Johns-Manville Corp., New York) (insulating materials) 4,000,000 

India Ltd., Baroda, Gujarat (Norma-Hof伽anBearings Corp., Stamford, 4,500,000 
皿d守lindricalbearings) 

45, Kalamaseri, Kerala (Dayton Rubber Co., Dayton, Oh10) 3,000,000 

47. 

Works Ltd., Cal四tta(World Investrnents Inc., Wichita, 

Power Co. Ltd。,Renukoot, U.P. (K立serAluminum & Chemi叫 C011,.,Oakland, 
(thermal power station) 

48. Richardson Hindustan Ltd., Bombay (Rich江dsonMerrell Inc., New York) 
(pharrr迅ceuticals)

49. Rockwell India Ltd., Udhna, Gujarat (Rockwell Mfg. Co., Pittsburgh) (power tools) 

50. Searle (India) Ltd., Bombay (G.D. Searle & Co., Chicago) (oral contraceptives 
and other drugs) 

51. Semiconductors Ltd., Bombay (Raytheon Co. Inc., Lexington, Massachusetts) 
(transistors, diodes) 

52. Seshasayee Paper & Board Ltd., Erode, Tamil Nadu (Parsons & Whittemore, 
New York) (bagasse pulp and paper) 
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15,800,000 

6,250,000 

1,690,000 

8,000,000 

1,350,000 

20,000,000 



S血 aForge Co, Ltd勺
forgings) 

Pradesh Co., 4,750,000 

55. 

的，

6L 

ご、3、
A

& Laxman Ltd., New恥 lltl

69. Zuari Agro-Chemicals Ltd., Bombay 

International, New 

廷
}F̀ 

4
 

0

名｛
に
2芋£a
 
cし

喜rbonCo,, Ashla口い

Co心，

Co,, Littleton, 

且!nternation釦

,,,. . 
1 .narmaceut!c幻 汽'.旦ふ ✓1orns

Steel Corp., Pittsburgh) (fertilizers) 

800炉00

名000,000

み500,0図

1,700,001〉

Wyman-Gordon 
(precision forgin副

68. York In曲 Ltd.,Faridabad, Haryana (Borg-W印 1erCorp., Chicago) (組r-conditioningand 1,500,000 
refrigeration equipment) 

5,500,()()0 

216,6oo,ooo 

Total 1,197,130,100 
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詞 U口:ational
u叫er
Indian schola巧

States and American scholars 

戸正

is conducted, 
to the United 
to this country. 

LowべostTextbooks: l¥fore than r,ooo titles in 

-54--

researc.n 
active grants l認;ebeen made. 

them concern problems ,vhose solution will have an 
immediate application in increasing agricultural pro-
duction in India. 



30, I97f》

£
i
 
3
 

0n' 

ふミ
塁
C
S
 

ざ
冬

0,22 

for て了ミ
し.,ふ 9 and 

Total 

*Includes freight payment for PL••J80, Title H, agricultu叫 commoditiesgranted to India and grnnts to the Gove皿 neutof India. 

.. Dc,es not include undisbursed grants to the Gover皿 1entof India for projects such as mral electrification (please see page 8). 
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U.S. Export ... Import Bank Loans 

裏 芋パ 《唸!{7む吋ず貪

ぞ二geCo, Ltd,, Poona 
口ヘパり買)manc1ヽ、eを, 定".宅.rtM,, 々zers Ltdっ

Ltdら9

17" 

IRを (founh line of 
Ltd., Renukoot 

昌令 ・式苓！べ、,ぃ.an ,¼.,,1,mnm' nヽun し-~o, at 

line of ere di t) 

吟. Uoverrunent or In山a(sixth血 eot cre山t)
30。 I叫i皿瓜rlinesCorporation 

TOTAL 

-56-

Amount in 
dollars 

60,000 
I,800,000 
巧0,000,000
12,285,000 
ふ080,000
50, 訳)0,000

虞ジW!心000
叫936,000
戸：7,ooc 
巧心00,000
ら贔謡，()()()

喜,500,び00

r9,ooo,ooo 
ら908,000

2ふ562,000

2,077,000 

3,r42,ooo 
25,000,000 

I□ 253,000 
6,412,000 

戸,000,000
1,340,000 

Iら750,0(冗

2,0<⑳ ,OOO 
20,000,000 
25,000,000 
18,000,000 

I,943,000 
15,000,000 
12,500,000 

502,590,000 

0.05 

II.25 

376.95 

Date authorized 
or 

3r,'70 
4,'69 

Jime I8,'70 



Foreign Aid 
to India 

from All Sources 
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Aid Utilized for mma-s 
薗1951to皿ay1 
AMOUNT 
AUTHORIZED BY 
AID-PROVIDING 
SOURCE 

SOURCE* CRORES OF RS.•• 

UI¥JI丁ED S丁ATES 6,982 
-、- ---
WORLD BANK & LDA 1,688 
- - -

WES丁 GERMANY 994 

BR I丁AIN 784 

U.S.S.R. 1,031 
--

CANADA 634 

JAPAN 367 

ITALY 172 
-、---------
FRANCE 164 

- - -

CZECHOSLOVAK IA 97 

AUS丁RALIA 63 
----

THE f~E-「 HER LANDS 69 
→～一ヽ―-- ---- ---- -――- -- -

YUGOSLA.V!A 29 
→ - -、---

AMOUNT 
UTILIZED BY 
!NOIA 

CRORES OF RS.• 客

POLAND 57 
-- - .. -・・ -・- .. - - .、と・し・.... 

SVVI TZER LAND 36 

6,590 

1、450

884 

693 

652 

516 

323 
-、一一

132 

94 

65 
----- -

61 

52 

29 

28 

SHARE OF TOT AL 
FOREIGN AID 
UTILIZED BY 
!NOIA 

PERCENT 

56.4 

12.4 
._ -- ._ 

7.6 

5.9 

5.6 
---

4.4 
- - - -- ---

2.8 
u 
0.8 

-- - - -

0.6 

0.5 

0.4 

0.2 

0.2 
Cf-n] 

に
け
）

ぅ

i
/

BEしGIUM
---- ----- --- - -― 

AUSTRIA 

SWEDE[¥J 

32 22 

23 21 、--・- -ヽ- .... ... .. -

26 14 

DENMARK i4 10 
・•一- - - -- - - - - -

NORWAY 12 10 
- --- --一---―--

NEW ZEALAND 6 5 
- 一ー ・-一-- 、 一― --- -・ --一・ ．．．．．．^ ―---- ---

HUNGARY 13 

＂勺,}_ (_ 
0.2 

0-1 

0.1 
- ---- -ヽ------- -

0.1 
＊＊＊ 

8111 G,i;,RIA ッし

TOTAL 

---- ー-一-- -、―-
11 

13,304 11,676 100.0t 

*AID-PROVIDING SOURCES RANKED IN ORDER .OF AMOUNT OF AID UTILIZED BY INDIA. 
**INC!.UDl;S BOTH GRANTS AND LOANS, RUPEE EQUIVALENTS AT CURRENT RATE OF EXCHANGE. 
•••LESS THAN 0.05% 
tTOTAL DOES NOT ADD EXACTLY DUE TO ROUNDING OF DECIMALS. 
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参考資料川

1970年インド に関する簡単な報告

I . 実情及び数字の抜宰

〈面積＞ーインドの全面積は 約387百万ヘクタール， 808百カエーカー，または1.26百万平方マイル

ルてある。毎年作物を産出す．ちら屯面積は 138百万ヘクタ--)いこ その中の約20百万ヘクタールは・ニ毛

または多毛作地域である。インドには 5,689キロ (3,533マイル）の海岸線がある。森林か仝面積の

約％を占めている。

く気候〉ーインドの気候は 熱帯性モンスーンである。モンスーンは インド人の生活全体を左右する

基盤てあるとエわれている。季節は 次の 4つに分けられる。即ち、 (1)6月-9月のモンスーン期又は

Vi"i期 (2)10 月--〗.1 月の南西モンスーンの減退期， (3)12 月 -3 月の冷たい風の吹く苧節， (4)4 月·- 5月の

暑,.嵐乃訳〈予面である。 Madras海岸を除けは，インドは南西モンスーンによって 6月--9月の間

に降雨か集中する。地域によっては年間降雨量は 5インチ以下から 480インチ以上の幅がある e

平均降雨量は 42インチである。

〈人口〉一 (1969年の半ば現在） 537百万人がアメリカ合衆国 (48朴I)の総面積の約40%にあたる地域

に密集している。世界第 2位の人口密集国であるインドに カナダ，アメリカ合衆国，全中南米を合わ

せたよりも多い人々が生活している。インドには，農業や同種の仕事で生計を立てている60百万以上の

農家（土地を所有していない労慟者も含めて）かある。

人口は 1961年 3月末までの10年間に 年間1.97%増加し， 1966年 3月末までの 5年間に 年間約

2.4 %の割合で増加した。現在人口は 年間約 2.5%の割合で増加している。人口の18%が都市に住ん

でおり， 82%が約567,000の村落農村に住んでいる。また，その人口の約60%は 人口 2,000人以下の

人口をもつ村落に住んでいる。

農村の平均世帯数は 5.2人である。 1951年の翔命は32オであったが， 1961年では45オになり，現在は

53オである（，デリーユニオンテリトリーは 人口密度が最大で1平方キロ当り 2,456人である。 （都市

地域を除く），州の中では， 1平方キロメーター当り 509人の Kerala,J小1と437人の西 Bengal少卜Iが最大

の密集地域である。 UttarPradeshの人口は 90,000,000人であり，これは西ヨーロ、Iパのとの国より

も 人口が多い。

〈家族計両〉一家族計画は イントの人口の増加を｀インド経済の要求に見合った水準”に減少させる

努力をしているインド政府によって，強く支持されている。その目的は，次の10-20年以内に，出産率

を40%から25%に減少させることである。現在の 1,000人当り 17人の死亡率は， 1975年までに，1,000人

当り 11人に減少すると期待される。第一..の重点は，避妊用具の使用と断種に懺かれている。総理大臣を

長とする家族計画協議会の援助する家族計画閣僚委員会が，一般家族叶画評議会の助力を得て~，その計

圃に対して 政策的指示を与えている。その計画の実行は 少卜1政府を通して 家族計画部か行なう。

1969,, 1970年の年次計画は，家族計画プログラム逆行に対しても 1968-1969年の 334日）jJレビー

りトル），第 3次叶画 (1961-1966年）の 249百万ルピ--(33百万ドル）に比べて419百万ルピー

(56百万ドル）の支出を提供している。

1969年9月現在， 1,782の都市家庭福祉計画センター 4,935の主な農村家庭幅祉計画センター 及
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農打準センヅーか 、これら J)遁常cl)センターに加えて, 8,564の医

長吋地鼠に6.98恥都打J也諏に1,5ローか 家族叶画及び避好用晨供給に関する

パ，!スを行ってし

ィ

を 5
1
4
 

＇旦
も

分類竺旦だ約826の言語または

いrdu.. F¥mjabi, 

Assamessを， KashmirL

.Marath• 

ふ~. 政府は次

言語を話す。

か心） 0 1965年 1月.26日まて公式語であった

語に加i:_ご,i:l 1続ぎ使わ紅るであろう。 1967年の終りの議全で直過し

語/旦ないJりがある限り，英語と准公式語として引紡喜使用する::_と力確認され

％

と
"

令

ふ
3

。
ぃJ
。
ス3

五
口

-
[
]
•
ロ

戸て生活;'·-•j / i人の約80%

り(,!):王要食物て＼主る 最近び‘ 了［類

＂豆類，砂糖，叫

めっ

1三）平珀供給塁

った。主だ， -1• ンド人の食事の＼・『均は、9 □ 日：人五り
牛乳及び肉 晶．． ば

9
ヽ
ー
9
・ど

050ヵ

か款 650

言物似給凰は 戸66年：， }967年こき国内主廂によ：）炉んばつい悪影響によっ

の約75

約□オ

し、

的に成少し

Pi「得〉一次の表は 1960-1961年から1968-1969年にかばてのイご-! り，；［玉l仄純生産を示している

INDIA: Gross National Product and図etNational Product 
National Income) ~ Revised Seri.es 1) 

責 ossNational Net National 
亨 ai-

Product Product 汀1come ↑fat.ional Product 

(April- ----------------畑----------------____ ,, な------------------叫--------At At At At At At At At 
March) 

Current 1960-61 Current 1960-61 ぐurrent1960--61 Current 1960-61 

Prices Prices Prices Prices Prices Prices Pr ices いrices
し—-----------------------――----------------------------------匹----゚---------------ヽ Million Rupees Rupees 

Net『a.rm2) Per Canite 

1960-61 140. 1 140. 1 132.7 132. 7 68.2 68 2 305.0 305. 0 
1961-62 148、8 145.8 140. 7 138. 0 70.5 68.9 316.0 309. 9 
1962-63 158.3 149.5 149, 0 140. 7 72.0 67.0 327. 0 308, 7 
963-64 181, 1 157 9 171. 2 148.8 83.6 69.0 366. 9 318. 9 
1964-65 212.0 169.2 200.9 159.4 102. 1 75.2 420。2 333. 5 
1965-66 217、7 160.4 2り5.7 150. 4 98.5 64. 2 420.0 307. 0 
966-67a) 250 0 162.5 236.5 152 e 1 117.6 64. 1 471. 2 302. 9 
1967-68a) 293.4 176.3 279, 0 165. 6 14,9. 7 75, 6 542. 3 321. 9 
1968-69b) N.A. N、A. N。Ao (168. 6) N.A. (74. 8) N.A. (320. O) 

1) The revised series of National Product are based on 1960-61 prices (as base year). 
This series replaces the "conventional" estimates of national income based on 
1948-49 prices. 

2) Including Forestry and Fishery. 
a) Preliminary estimates. b) Quick estimates. N.A. -Not available 
() Attache office estimates based on officially reported increase of 1. 8% in national 
income, decline of 1.1% in farm income and a decline of 0.6% in per capita income. 
1囀 Estimatesof National Product (Revised Series) 1960-61 to 1967-68, Issued 
Central Statistical Organization, Department of Statistics, Government of India 
2. Quick estimates of National Income 1968-69, issued by the Central Statls-

tical Organization, Government of India. 
3.'已conomicSurvey, 1968-69, issued by the Governェentof India. 
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インドには. 17のがHど10のユニオ／テリトリアかある。 （第1 ＇，州議会か構成している）卜 1立

: ・文政脊1『tが1、I及 ［：よっ` ’ぐ選ばれ， また人民選挙［こよって選ばt,る， ｛ンド戸大統頷ぱ知れを任

叫こ政府c'.)~数党によって選ばれ l;-: 臣

9べ'J[:T}し，ぷいn.gra鐸;,,心,qり67

•·、 ✓ •• 崎

fami! Nadu'.、.

つ：ヵ朴IKerala, 

な政党か 政府 t
l
y
 

含
ノ入3

ノ
＼

Orisga及びi帽へ

な,,;,りて'', J; 見、合:k紆員浪グ）文酋L'.

i
ヰ る110)か叶て勢力を持ちうつけている、→

＇‘ぶ敦> -人口い約84%i、9、Hindus 11%がMuslims 2,4%が奇リスト ぁ
,, 

,, 心）合 には， Jain, Buddhists, 及びZorastrianがある。

くメイシトさの労働力〉一計画委員 よれば， 19岱年の終りのインドの全労働力は 約213百万人

あ朽，その約70%が農業に従弘している。またその53%は土地を所有しているが, 17%は上地

してしヽ な

両,,,,
ぷ JJJ'' 

である C インドの殆んどの地域に 過密人口の圧力がある。農業経済は すべ＇での労

継続的な仕事を提供する余裕がない。

イントの男子の農業労働者の賃金は 平均日当 2-3ルピーてあり，地域や仕事の種

類によって異なる。女子労働者の平均賃金は 男子の20%-25%以下である。南部の州の賃金は，一般

’北部の州よりもや、低いe 高収量品種の導入によって，農業労慟者の中で 賃金引上げの要求の傾向

かでてぎに Punjabの最近の小麦収穫期に労働力不足になり，いくつかの州では 日当 7--8 Iレビー

が支払われなければならなかっか。

この状態は，農民が 収穫を 2倍又は 3倍に拡大するに従って 当分続くものと思われる。しかし，

いくつかの州では 機械化の方がや為急速に進歩している。長期的にみて高収械品種と機械化の組合わ

せがあらゆる地域に於いて，生産に比例して労働力の需要を引きおこすとは考えられない。その必要性

は減少するに違いない。

-のことと関連するが，農村地域に於ける労働力は 非農業的仕事に吸収各れると思われるよりも

噌加している。低所得グループは かくして先ず確実性のある雇用をさかし，第＿こにいわゆる

rJ:・・.', ぎな収益を？がすことに 次第に積極的になってきた。政策的影欝やストライキか、既に

五erala文びMadrasの 地万で令起へてしらる。これらは 今後も拡がると思われ . .,。
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ヵ5ニ---: ウー以下を耕作し 31%ヵ5-20工.- ;!; ー-0' 1 ?, ヽ0'50エ カー以上 i 、・ヽ.,
V 、'¥、心心

:,, 1969年 6月1 の

成長期は 般し.1・>ド

10令92百万エ...・・カー~り地域

} ン

1969化のモダ i ーン~ 判間¥6 n・・9月 ゞ~）仝仇、／〉天 11応快態は

艮好公欠候てち

巳訓べ礼だ 冬

位類(/),,, イフ'!)フ］及

るとしとう目方門を逹成しそうである c しかし，部分的;,

は1969年 3月に諜せられた国産及ご輸入肥料が10%の諜税によっご｛直上りした］で. 1969-1970年の

Kharif季節中幻化学肥料は和則消費鼠か実際こ減少しビ。 1969--1970年の 目,f6 
ヽ

標の 1.7百万トンを「回ると予測各れる。しかし， 1968・~1969年りl.. 25百万トング）堆定消費塁とは同じで

あるか， または越えるものと思われる。

1969-- 当然，外且1貿易，特に穀類輸入に衝撃を仕えるであろう。かな

りの輸入が未だ必要てあろうか，その大部分は 備蓄のために使われるぺきである。

は 尚強く残るものと思われる。しかし，栄養必要物か満足されれば勺輸入の必要性は低下しよう。学

校給食やその他の栄養計画て，供給される蛋白質をより効果的に利用するだめには，より多くのカロリ

ーか必要であるということを，多くのインド人

素である。

綿製品の需要を引上げることで，綿の利用が増加するものと予想される。 1968-1969年の輸入品減少

たということは， 1つの励みになる要

が，綿輸入の増加需要を起こさせると思われるので，このことは 在庫品を減少させなければならない

ということと関連した。

III. 作物生産

インドの 327百万ヘクタールの約43%は 耕作されている。毎年作物を産出する純面積は 約 138百

万ヘクタ---ルである 0 1年に 1回以卜作物を産出する地域は 20百万ヘクタールであると推定される。

全耕作地の約20%(作物の収穫の約50%) は 灌漑されている インドの穀物年度は 7月-6月て？

KharifとRabiの2、9ンの李管↑ぶらなる。 Kharii作物は，秋’ぐt・の収穏期を含み， Rabiデ節は春C)収穫
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Pradesh, 及ぴ東部の Biharて生産される、，約5.7百万ヘクタールか. 1968-1969年に収穫され，総生産

高は 5.7百万トンと推定され，ヘクタール当りの平均収穫は， 997ギログラム（エーカー当り 16ブ 1シ

ェ＇レ）であった。口，，クフェラー財団は 過去2, 3年間イントの農業研究機関と協力して，イントの

耕作者か最も受けぺ乳易いと思われる，ハイプリノトのとうもろこしの開発を行った。現在 8つのハイ

プリ｝ド種か使われて i• る。これら勺いくつかは 現在の在来品種の水準の 4~ら信も高い収量を生ん

でし〕る。

<Spiked Millet (BAJRA); ーイントの主要なぎひの 1つである Miliゃ ' 主':Kharif 季節

に成育する。四部の Gujarat及ひMaharashtra, 北部の UtterParad図 h及ひ凡え］いthanif Spicked 

Milletを生産するイントの主な,J,j、Iである 0 1968-1969年に，約 121日万ヘクターゲご収穫ースい牛産高

は 3.8白―!)トンと推定された。ヘクター＇レ当りの平均収鼠は 315さログラム エ カー当日 280ポン

ト）てあった。 1965年 3月に 1つの Spikedmilletク）; ヽ・イフリ J 卜か商品生産として［共さ t,ヽ＿，農民に

配布された。こグ）ノ、メプリ ：、幻収鼠は，在米品種より平りして50-150%以卜＿高かった イントでは，

そブ）旭に多〈；り雑穀か栽培されて.,,な 1968-1969年に於けるこれらの穀類の耕作面積は.iJ .7百りヘク

ターいて，総生産高は 5.9日万トンであっだ。

□1類〉ーイントで生産される豆類作物には エシプト豆・はと豆・黒豆• 青豆• さ竺げ 及ひその他

いろいろの種類の豆類がある。 1968-1969年に， 況類作物の収穫面柏は21.3百万ヘクタールて紐:~ーし産高

は 10.4百万トンてあった。

〈砂糖〉ー1968--1969年のさとうきびの生産は 2 .46百万ヘクタ・-}して， 117.6日乃トンの生産高とい

う記録をつ〈った。これは， 1967-1968年よリも さとうきひの生産高て23%増加，面積て20%<7)培加

てあった。 1969-1970年のさとう苔び作付面積は 2.8白万ヘクタールて， 125五万トンという新しし〕

牛崖記録か出ると予測苔れている。 1968-1969年の砂糖の生産は， 1967-1968年の2.25百カトン， 1965

-1966年の3.54百月トンに比へて， 3.56百万トン高かった。砂糖生所の増加したのはさとう苔ひの収穫

カ実質的に増加しだこと， gur及ひKhandsariの低価格，砂糖I.場かその生産物の30%を自由市

ることが出来る様に部分的に統制か解除された::となどの理由によるものてある。 、1970打の砂糖

製造は 3.8白カトンという新しい記録に達すると予想苔れている。一一つのタイプの砂糖総産出靡は

1967-1968年の7.15百万トンに対して， 1968-1969年は9.46百万トンで， 1969-1970年には 10.25(1万

トンに培加するものど千想される。 1968--1969年に導入2iしだ砂糖の部分的統制陪除は 1969-1970年

も続〈ど思われる。価栴と配給の統制は 砂糖工場の の70尻に対して適用され，残る30%は

自叶］市場でグじることかてきるてあろ・，i., 苔どっきび‘の法定最低価格 （砂糖歩伯 9.4%又はそれ以Lで

りンクされだもの)は， 100えログラム当り7.37)レピーと変らないであろう。

＜落花牛〉ーインドは 落花生を1産する［月では世界最大である。イ>卜は 総面柏の約40%か 落花

生の耕作地であり，

ヘクタールの落花生

を占めている。 1968-1969年 (7月-6月）には 約 7.1百力

さ且 総4産高は 4.5百万トン（殻を取りさった状態て）と推定されたc

1969-1970年の落化生生廂高は 5.5百万トンと予測されている。最近10年昌］のヘクタール当りの収祉

は 570.o\- ログラム (1956--66り〗--816キログラム (1964-65年＼ （エーカー当り 509-728) てあっだ(

〈綿花）ー1968-1969年には 約7.7百万ヘクタールの綿花が収穫され，総生産高は180キログラム(392

ポ/卜）人りて5.3白Jj俵と公式に推定された。（より実質的な取引は 6.0日万俵てあると推定している）。
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屯fu'68-1969 ”ヽ砂 了生ると てい芯最置の 5 ヘタター）,. 当

<統，外貨の約％を c':i点）

は1955-

的の行'))そtし｛よ

万俵であっ あt:.. 嘉1969--1970年;:, 8.0[fり依 恨~ 

れ＼しヽ る。

〈タパコ〉ー1968-1969年に，インドのタバコ収穫面積ば412,400ヘクタール。生産高は347,200トンで

あっにヘクター）レ当りの平均収量は 842キログラム（エーカー崎り752;t; ンド）であった。 インドの

タハコ牛産の約75%は hookah, bidiまたは chewing品穂によるものてある。 1968-69年の生産高の約

31%は，ヴァ—/ニア fluecured であっだぐイントは インドのタノゞコ生産高の約80-85%を消費し-c

しヽる S タバコ 't店の総面積，総生産高の約40%は最も重要な朴Iてオしる AndhraPradesh C占めている，

〈茶〉一茶は イントて外貨を獲得するものの中で第 2ii; をしめてヽる。 1968年の生産は 350,000ヘク

ター j(,(二 402百万令ロク~ラムという最高記録に遠した0 1967年の生産は 347,657ヘクタールで，約382

百万ギログラムであっ fこ~ インド は Assam、州と西 Bengdl州で生産され，残りの

大半は 南喘の丘陵地帯で生産竺れている。茶の推定国内 は, 1939年の58.5百りキログラムからき

1968年の]90日ヵャロ＇：ラムに増加し，/こ。 1969年には 国内消費量は 210百万渋ログラムに増加しだと思

われるし

〈果物及び野菜〉一呆物と野菜の総而積は約 4.5 クタールで，その半分が果物であると推定され

るへ 1968-69年の主要な果物と野菜の生産高 (1,000屯トン単位て）は 次の様てある。即ち，馬鈴薯

4,773, さつまいも1,600, キャソサバ3,800, マンゴ4,200, バナナ4,000, かんぎつ類675, パイナソプ

ル200さバンジロウ200, パパイヤ3,240, ココナッ，ツ（単位コプラ） 792, とうがらし（乾燥品で）419なと

である。

マンゴは ぐインドで最も重要な果物てあふこれは 国家の果物であると云われ，インドの傑作物で

あり， ンーズン中はどこでも手に人るものてある。インドは マンゴのふるきとであり，面桔，生産高，

消費量では世料をリードし，その柑界全体の総面積の殆んど半分がインドでしめているのである。

刊牧畜り養鶏，漁業

ィ／卜の養鶏を含む家畜の公式叶数は 5年毎に把握される。 1966年4月に行

われた。 1961行と1951年の調在ならびに農業t務官庁の推定と比較したこの調在の結果か 次の表にぷ

されて＼ヽ る

よ9,' て
ド
↓
~

，
✓
 

,9, 
弓ク久野牛 のはんの——部に そして田舎の輸送力の大部分

を呈供l→,: いる名 'l乳生産用に飼育己れている畜牛の柿類は， Sahiwal, Sindhi, Gir, Deoni, Nimeri, 

伽 gole,Hariana及ひTharparkarてある C 荀中、m動物のiこな種類は， Nago re, Bachaur, Kenkatha, 

Ma!vi, Khillari, Kangyam及ひSiriごある，0 水牛⑦主な神類は Murrah, Bhadawai, Nagpuri, .Jaffa 

rabadi, Nili 及~ ぴ Surti デ~ある。羊とやぎのインド種は 通常・青般に見 ;jげられる地Ji名を｝って 名

つ"(:--:. jヽ｝て＼ヽる
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census dstn, Hw ぷヤ冗,webrate during 1%1-i,,l suppli蒻

やぎは インドにおける肉の主要資源の 1つである やぎは ミルタと皮革もとれる。イ、／ドでは

66白力のやぎ (1968年）から毎年約20万トンの肉がとしる。総数43,百万頭の羊の中の 15--17百万頭は

羊もを生廂しない Hairsheepで，主に南節及び西部地方で飼育竺れ，肉用芋としてのみ｛吏われる。 1968

年の原毛の加崖高は 未脱嗚牛羊毛で 令it37,000トンに達しだと推定され，その80%は｀荒いrl噂及、ハ

ヵーペ；トタイプ”のものであった，，地方のかんばつの影響で， 1968年の後'tーには 羊の種付と飼育が

息わしくなかったのて, 1969年の羊の総頭数は変仁ないと思われる。

1968年には インドに，牛乳生産用に飼育された 3オ以上の乳牛が52.1百万頭，水牛が26.0百）j唄し i

たと推定される。 1頭当りの推定年間平均ミルク生産高は 次の様であった，,即ち， (1)乳牛400ポン 1、,

(2)やぎ130ポンド， (3)水牛l,100ボンド。小規模農民の所有する乳牛と水牛が，イントの牛乳の約90%を

生産している。彼等は 通常 1日に約7-9ポンドの牛乳を販売している。

世界最大の乳用水牛の群か ホンベイから2.3マイルの AareyMilk Colonyに居る， この群は16,000

頭の乳用 Murrah水牛から成る。

Ghee (半液状の浄化ペター）， dahi(濃縮牛乳），バター， Khoa(主にあめをつ〈るのに用いられる—_,

部濃縮したミルク）， Khurchan(無盈の蒸しなべの端からフレークをけずり落してつくられる固形ミルク）

及びアイスクリームがインドで生産され，消費される主な酪農品である。 1968年のミルク総生産高は約

23.2百万トンと推定？れ これは1966年に比べて1.5%の増加であった C インド医学研究協議会の栄養

諮問委貝会が勧告した 1日1人哨りミルク10オンスの最低栄養摂取最にたいしで， 1968年の平均摂取量

は， 4.3オンスであった。

宗教心から，牛のと各つか イントの多くの州で禁じられてししる。しヽくつかの州ては 15オ以下の牛

を殺すことが禁じられている。 Gosadamsと呼ばれる62の農場か 年名いた虚弱な， 非牛廂的牛の柑

話左するために イノドで経営されている 0 また, U t tar Pradeshの18のDistricrGosadansが「wJ種の

機関を提供している。水牛の屠殺に対しClょ あまり偏見がなく 年間約58万頭かf哀殺されていると推

定される 0 1968年のイントの家禽の飼育羽数は約 125百万であり. 1966年より 10百力の培加てあっ

推定される。インドの食用家禽の大半は 今までの記録にない心 Sぐarangerタイプのイントがiてもる。

外国廂の改良鳥類は 比較的髯集団の割合か少なし＼、崖卵雌どりの数は 5 --fi五万羽の改艮型を含の
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て 50百万羽と推定される。 まだ約6百万羽の産卵中のあひるとその他鳥類がいる。 1羽当りの

推定年間平均産卵高は 約80個である。インドの食用家禽類群の平均の大ぎ含は 約 7--10羽であるが

最近数年では，中規模の商業用蓑鶏場が都会や都会附近で 設立されている。

インド政府は 改良鳥類を増やし，

neswar、Delhi及びKamlahi(Simla また，

したり，種卵を分配

ぎ卵。養鶏生産センタ

↓

{

 

.

t

 

るためにゞ ・

それらを繁殖用に分配するために，

に

＇｛ッケー 計両の線

つ

センターか設立ぶれた。

、ソ＼
／口つ インドの各所に設立され

都巾や工叢地帯Ci)商業ユニソトを設立するたのグ‘必要機閲

を設立した。

要求し，

1 日翌り 1 ユニ、~クト 1,000個の卵と 300羽の見を生産することを目的とし

すべ

1967-邸年までに

Bhuba, 

を訓練

92の市場什

これらのセンタ

設立された場合に tご

いる。更 :~8 つのセン ーカミ`

1968・・69年に設立ごれ こ(J)種のセンターの数は合計100になった。 1日8,000ぶを処理する 為類屠殺

ftt. 工場，ら Poonaに冦立さか；が これは， の消費者し 且質の且虔Iど な価格て供給するも

のと思われる。 1日2,000羽を処坪ずF
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か飢飢からの脱｝廿應動1ここ

Hl65--66年及び1966-67年の全国的な 9穀物及

土産占動を縮少したり中止した

りしなければ;;;,り 'i産業の成長力遅紅た。蛋白員に対貫る要求かー船i:高まってぎ

1967-68年及び1968-69九の穀物土産の入叩な増加と勺

ことと合わせて

か記緑又は訳録に近しど,,う予測，り

~: i足追き 中央政府及ひ州政府は， ひ民間詞料製点会杜し 月由信用貸し機

関を提似、し いる

ィントク）罠業研究i茄議食によ
’
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，
~
し

え～-

弓印
長j

その中約 6,800

口.bトン，こ対して. 1958年は1.rJ2百万トン一羞iJI.4方い増加一ご推定された。

1. 97百万 lンド増加

の魚かあると

だぐ

ふ，ヽ
、一亙L'>

はモ-―タ
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の池域の肥料消費量は, 1962≪63りの耕作1且叶責へ Jター，レ当りの購入肥料て半均か7.9知から，

1967・-68年の18,8的！こ噌加ンこ改艮種f及ひ殺虫剤の履用もド実lこ増加し，あっのる玉要なi『物の収

量も増り［］した:,JADP地域の食用穀物の総革｛日高は 1958-61年の+均ふ8百）］

ク）7,2百万｝、〉＇こ増加しだ，叫し期間 c:ヘ；鳥、，タ..; レ当 量 から1,

◇ . 1967、-68

ー，固必 J;n'叫し~ だ。

,111且りを遂行すること:::上‘ク，て得 皓果によぅて，山期的な農覧：戦術，.・會ヱ iiる2つ 臼"

ぅ Jc.I)

パ ゲ--->の様な色汀と改艮各れ，f情襲業慣習の柑1_ェ『ri甘 及ぴ車要こ農業児翠とし又可詑1生?)J, ?, 地域

に於ける恥中的 e 協力的努力こよって＇七した進歩へと [fl点か集中され

1964-伍年から 同種の叶圃ー縮小された規模での普及フタ I クではあったかーか，符応の作物に簗

約農業普及地域計画

IADPもIAAPも共に

直交［＂忙1U応；J:,jJj;P且甘も:t'H采］甘

閃係して .,・,,1、こ炉， そ九らは 肥和や他の投べ物：こ

作物品祠；の範I片］内て 1、J ヽ訂.;'。高収拓品神の囀，~

I -f'H, 
__ , ヽよい

人

転換が起こク， とうしろ :'~l... ときび｀［）交配巳丘は 1950土'.{¥:iこ始まったr ノ、イブ 、｛、中子

頃から広〈採用されーだした。小麦は，罰訳ヘースてグ:,メ コの短梓口五ぷ菫J)

要幌され始めた。台中 Native1 外囚品種の揺で）種子は 1965年こ囀へ

って1963~-6'1平＇→← 虐

広範こ地坑てグ）

各稀高収鼠品種の盲ii;は 1.966年の夏から リっぱに 人前こ ij,:った訂幽となりはしめニハイプリ，9

lゞ及び高収量晶種の穀類作物は1968-69年には総面積 8.5百万ヘクタールに及んだ。商収量品種計圃iこ

関する更に詳しい説明は 他の章で述べられている。

肥料使用は イントのあ仁ゆる地域て行われだ普及努力と実演の結呆として かなりの勢力を得だへ

によってまかなわれているか，同時こ国内生産箭力を増大する努力もなさ

いる,1968-69年の は 1961-62年の0。3百万トン以―Fiこ比べて 約1。2百万トンで

あった。リン酸肥料八肖費量は 19 61---62年の (I旱),)64,000 l-ンから， 1968-69年の380,000卜／へと

且炉mしだ0 /JO里肥料（，り消費量も, 1961-62年7'.28,000 I、ンうらい）68-69介^の170,000: ンヘと庫）i追酌

増加した。 ~-lしらク＼肥料0)噌加ば 1969--7り］；＇は良えだ、'.} メ，、後見）、 iること力丘;f!ij-z:;; 了しゞ＂る r

高収呈品種の開発，しいに：ならひ！こ化学肥料ッり使用 /7)よにあがり：：：叫行しマ。植物の防疫作業しまだ強

化さ孔ている。植物坊没か実施さ且~ だ総面積は 1967--68年の36臼刀ヘクタールに対して， 1968-69ヰは

54百万ヘクタールと推定された。更に詳しいことは，殺虫剤と肥料に関ずる店を参照。

農業開発註圃のその他の鍵iこなる要素は 以下のものである。即ち，灌慨地域に於ける一卜も作または

多毛作の促進，小規模灌漑設備の開発，土壌管理作業及び農菓機械の国内生産こ使用の拡張てある。

1967-68年に， Cropエーカー当りの生産高を増加させるために， 3.64百万ヘクタールの面積て多毛

作計画が始められた。 1968-69年の推定遂行面積は 6. 07百けヘクタールとされている。現在イントの

灌漑総面積の僅か20%か 二毛作用に使われている。或る地域で灌漑かあまり強化されなかったことと

成育期の長い品種を使用していたことが，これまで多毛作採用を制限する主な要索となっていた。稲・

とうもろこし・ソルガム及びきびの多くの成育期間の短い品種の確定と導人によって，土地と水資源を最

大限に利用することか出来るようになっている。完全に灌漑された地域での目標は 一年に 2-3回作

物を収穫することであり，部分的に灌漑された地域では 以前に一回だけ作物を収穫していたところで

一年に 2回の収穫か可能であると思われる。

灌漑開発のテンポは 最近肥料の使用増加及び穀類の高収量品種の紹介と共に 早まった。現代的
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1967 -68汀'7) 195 
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てj、;'.'.!, 1967・-68年c'Jl97,000 

ものど推定されてィ・りる，小規模濯既

丙虻て灌履さナー 1こ！紅積（地_f・火及び地下水も含｀ービ は， 1950年-51年の12,9百万ヘタクールから， 1963

-69年、7)19臼力ヘタ-&--Iしし増加した パJし期間の大規模及び中規搾灌既プロ:ェクトで処埋されだ面

積は 9 .'l百万へ、クダーー＇しから， 17臼万へ,,7タ--・ルベ翠加しだ Lー 〈土地改艮のたのの .t.~襄と水管理汀両>

竺れ 7こ 196も—--69年に,~ L4『『)jヘクダ ルの農地及び危t~木凡か次グ）噸な土壌賛鬼g「画に含ま

例i"._二農輩m地の堤！）），ゾ:)〈 t)や壇々---;-<り，章本プ） 7';:' 廿也成］〗植恥や牧草地［詞発，山狭や乾煤 I、9

た塩湖， i" Jl, カii'性の7ドが極度にしみ込んだ土地のーし氾改旦など～てある C 1969•-70年には 吋門飢に関

連する凡ゆる郊門を含む 地域砂潤と分水翡吹＇どいう概含について重視する予定である．，こ机は 事

実卜何ら管連竺がていない牧場の［要な問題てもある。

農業機械の使用の増加の傾向か 目,'.こっている。 1、ラクターの総台数は 1956年の21,000台から，

1968年末いは，推5ービ90,000台に憎り11した。国内生産憂腿励するために しラクター工業が認可されたc

機械化か 国内て新しく始められる予定てある，a 璽カカティーラーり使用も 徐々に酋

及している。

上述の特定の計画；ごり且えて，例えば研究普及・職業教育合農民訓練・信用と流通などのサーヒスの提

｛共を開発する:_とに関しても かなりの進歩が見られだ｝これらについては この小冊子のいだるとこ

ろで述べられて¥.らる。

N. 高収量品種と緑の革命

高収量品種計画 (HYVP)は第 4次農業開発計画に於いて 鍵になる役割を果してきた。基準年(1968

-69年）の8.5日万ヘクタールから， 24.1百万ヘクタールの水準へこの計画を拡張することによって，約

％の増加生産しあたる31百カトンの生産か達成名れることか提案された。

HYVPは， イントの農業を近代化するための初期計画である。一般にパ、Jケージ計画と呼ばれている

集約農業地域計画の 環どして 1965年に導人名れたし」このパッケージ計画は，はじめは穀物の国内イ

ド品種一多鼠の肥料を施すと倒れ易い一般の高梓の植物一を基礎にして行われていた。これらの品種

は 肥料や改良された給水や害虫防止によって可能になりうる新しい生産技術には 不適切であった。

これらの欠点を認識して，ロソクフェラー財団によって援助を受けて インド人の科学者達は、肥料や

水投入に適応すると思われる新しい品種を開発，導入するために 大いに努力を開始した。高収量で短

札rc八木や小麦の品種をイン｝の条件に適応各せるためや， インド型のとうもろこしやマイロやきびのハ
イプ'!i Iを開発するだめに 品種計画か始められ、精力的に遂行された。

？れ,~、グI 計画か具体化各れ， 1965年に，イン l、政府は ハ j ケージ註画の根本方針を新高収量品種註

圃に適用することを決定した。 1966-67年には 1.9百万ヘクタールの土地に、小麦や米やその他の穀物
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りヘタター:に培加し. 1968-69年~ 今

種，I:;:Cり食｝甘和物の高履二品祠を
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。
14 

135日しか必妻としない晶柑である。 在釆品樟は精米てゴロークー当 1)900--・1,000 ;j; ントの収畠てら

のに比ヘグ．， こいらの品稀は l , 500 -4 , 300ポント以上てある,Madras Stationと陥力してハる 0パー

ssaの米研究所が AADT 27を育成聞発した。この品穂は <ントの消費者か好む穀物特性や高収鼠や

適度の肥料必要量を備えてい t::ためこ特に歓迎さ［した。

ら得らt"lたエヽ "'7""、当りの収星 く印 ったか， 3つ(7〉デ節

--1968年(,ハ の これりの変換J)ウ,,,レ ヂ／）目標頷（り達成に対~ しC,20--30%の平

足かあるということか分った。好ましくない季節的条件の他に 5 不足の原因となった要素には 害虫に

対して弱いこと，植物防疫対策に不適当であること，パノゲー::,,,作簗や消費者抵抗を允分採り［げてい

ないことなどがある。

集約的研究がこれら高収量品種につきま;う困難性を克服するとめに天施され，国内で開発されだ稲

の2つ 1969年の始めに， ーとり人れられ jこ それば，
令
，こ

Padma (CR-28-25}である,. ふ IR-8より10日早く成熟し，収鼠占約10%贔い。 IR-8か旱〈から

奨励されていた地方では Jayaは IR-8にとって代るであろうと下測されている。 Padmaは，台中

Native 1 より 7~10 日阜く成熟するが，これは，冬季作物に適する品種として台中 Native 1 と比較し

なければならない。 Padmaの収量は 台中 Nativelょり約8%低いが，台中 Native1に比較して 穀

物の質が勝れていることと，成熟期間が短いことは利点である。

今日まで試みられた高収量品種は，イントのモンスーン期には，実際採用苔れたことがなかったとし、

うことが 重要な問題であった。かなり進歩を遂げたか 更に多くのな各るべ苔ことか多い。

小友の計画は 最も成功したといえるかもしれない。 1960年の始めに メヤンコの短枠品種(Sonora

64)が輸入され試験各れた。この穀物は インド人の好みに完全に合ってはいなかったか，受け入れら

れ，適応度か非常に高いことか分った。種fを増やす計画が開発され， 1966年の植え付け時期まてに

約15,000トンが用意された。需要が非常に多かったのて，インド政府は， 18,000卜/の種をメ -'I':;.,コか

ら輸人した。おそら〈近代史上最大の種子の船積みであったと思われる。

Lerma RojoとSonoro64が輸入されてから間もなく，ニューデールのインド農業研究所と Ludhiana

及びPantnagarの農業大学て 育種計画かたてられた。多くの精選が行われ，そのうちのいくつかの収

量の質を保持し， しかもインド人の好みに合った穀物を提供した。 1967年には，薄黄色のさび病に強い

4つの精選品が， Kalyan, Sona, Sonalika, Sated Lerma及びChhotiLermaという名前で，耕作用

に発売された Sonoro 64をガンマ線て処理して開発された。 薄黄色秤了の高蛋白質の人工変柿も，

また SharbatiSonoroという名前で発売された。在来種ては，エーカー当りの平均収量か1,000ポント

であったのに対して， 1968年中には，北西地区ー主な小麦生産地域一のこれらの品種の平均収鼠は~，

2,000-5,000ポンドになった。 ¥¥ 3ゲン短枠＇＇または¥¥ 3重短梓”品種として知られている，品種の開
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318,000トンに減少した。 1973-74年までの消費量目標は国内生産目標高 1.2百万

1. 7百ガトンである。インドは需要に応えるためにかなりの鼠の(P,05)を輸入してきた

が
，
 

この状態は 今後も続くものと思われる。 リン鉱石の大ぎな鉱床か 最近Rajasthanで発見され，

これらの鉱石の採鉱や処理か完了した場合には，

になるであろう。

インドは リン酸肥料に関しては， 自給自足でぎる様

加里肥料の消費も また増加している。 1961-62年の僅か28,000トンから，最近の 2年間の各年には

約200,000トンに増加した。第4次計画の終りまでに達すべき消費目標は 1.1百万トンと定められた。
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イントでリン酸肥料の鉱床か見つけられるまて すべての需要は 輸人でまかなわれていた。

最近の肥料消費の改善にもか>わらず，イントの肥料消費の現在の水準は低く，エーカー当りの世界

平均の約％である。肥料使用を奨励するための現在の対策には耕作者及び配送者に対する短期ローン，

プールされた窒素肥料の供給品についてンーズンオフには割引すること？肥料の国内輸送に関する輸送

補助金，及び配分機関の強化などかある。 1969年 1月1日に初めて製造者か公開什易で肥料を売ること

が認められた。］小i政府の必要量は ルにふリむけられる輸入に 玲んど満たされてき

た。これらの促逆的対策にもか、わらず， 1969-70年には~，肥料消費に欠!;(:; ;J''~· だ。これは一部1969

年 3月に課せられたすべての肥料に対する最低10%の税金によるものである。

化学肥料は，農村や都会の多くのくずから処理された有機肥料によって， まだ緑肥の生産拭大によっ

て補われている。

〈殺虫剤〉

インド農業に於ける害虫と病気の間題は と高収量品種の導入によ；て 更に大

きくなっ之；ー、→ れは，・物防疫計画の抗張の必要性を高めた。化学肥料か用いられた面積は 1955-56 

年r7)約2-4丘万ヘクタールから 1968-69年の約50百万ヘクタールヘと増加した。殺虫剤の

4,000トンから には40,000トンに増加した。

金額の点では， インドの現在の殺虫剤年間必要量の約 60%が輸入によっご満たされている。インド

で使用されている50種類の殺虫剤の中約 30%はインドで製造さオし残りはテクニカルグレートで輸入

される 0 組織化各れた部門に約20の処理工場かあり IO万トンの処埋能力の小規校の工業部門に約 100の

工場がある。大半の輸入殺虫剤をインド しようという申請は，インド政府によって 処理され，

Carbary!, endrin, phospamidon, endosulesn及びfenitrothion等の殺虫製造工場の認可ヵ 竺‘

れつ>ある。噴霧機と散粉装置は 殆んど国内で製造されている。

殺虫剤の使用は 現在進歩的な農民によって 着実に受入れられている。イント政府は 1968-69年

に実施された殺虫剤に関する50%の補助金を取り下げた。 しかしながら，殺虫剤の使用を促進するため

に，｛言用貸と配分機関は 農民，分配業，仕入れ梨者を援助するために 拡張されている。噴霧器注文

が 協力団体や民間会杜をつうじて奨励されている。

流行病が発生した場合は，中央及び州政府か無料気または補助金を出して噴霧を行う。空中噴霧に

ついては 連合政府及び7つの民間操縦者による飛行機隊の力が米国輸出入銀行からの1.5百万ドルの

貸付け金を受けて 32ユニ、ノトから57ユニ、＇，卜に増加される予定である。同種の貸付け金か 1970年に

も援助される筈である。 1973-74年までに 約8.1百万ヘクタールに及ぶ空中噴霧が可能であると計画

きれている。

VIII. 灌漑

イントでは 平均収量は低く，しかも年々大きく変動し易い。また， こ毛作面積は純播種面積の僅か

15%である。集約的農業の普及に対して主な障害となったものの一つは 年間を通じて 水の供給が保

証されていないということである。インドの耕作地の％以上か，殆んど2.3ヶ月ー 7月-9月ーに集中し

ている降雨に全く依存している。年間降雨量が高いところでさえも，冬や夏季のモンスーン前期の湿気

は 多毛作を行うには不充分である。耕作面積の約70%にあたる地帯の降雨は 主な収穫期でも，集約
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を行今［こは 少なすぎる 3 りE·:• 、翡既設備の閾発ば，イントの農菜の発展には 欠かせな.,,もの

である。

インドの年間平均地上水資源は 1,360百万エ...カーフィ..I'と推定されている。これの約％は 灌慨

い使用で苔{;,,, 1.969年の実啜の利用度は J.951年に利用可能1共給量の17%に対して 約37%てあっ

第各:;¥;ぶ:I、両 (1973·、 1,1月，の終りまで；~＇は これを46%に増加する様に叶画苔れてしゞる。

シド ふ，
6 ！甘水(')41%を運河から分 32%を井戸から, 17%をタンク（池）から，残

C>l0%を他の資源から得てハら時期に合った適当な水を保証する灌漑設備の拡張か 計画の開始以

来 農業関発の基本方針となった。第一次計画の始めではイントの灌漑総面積は 22.6百万ヘクタール

--大規模及び中規校事業から9.UiJJ,小規模灌漑事業力ら12.9百万ーであ-::,だ3 ごの時以来， 534の

大規校砂、 9噂〗中規模灌漑事業がとりあ その支出は総額16,660百万ルピーであった。これらの中の

','.)夕,,,'[.,カ＇直屈灌漑予］~！ れらen原泉からの灌厩総面積は

積

閲発とその利用度

び地下水源を

19百万ヘグダールヘこ増加：どだ。：＇欠釘表は，最近の謡年

よる湛誰＇［由

、々）

, l 

Source of 
．

こ

こ

；
?
t
 

1950-51 I 1960-61 ! 
-----------蕊---,-"________亨____, __ _ Polen- Utili- Paten- Utili-'Poten-
tial zation I tial zation I tial ’’ zanon 

Million Hectares 
Surface water 

medium projects 9.7 9.7 14.4 13.1 18.6 17. 0 

Minor projects 2) 6.4 6.4 6. 6 6。6 8. 1 8、1

Ground water 
2) 6,5 6.5 8.2 8.2 10.9 10.9 

Total 22.6 22.6 29.2 27.9 37.6 36. 0 

1) Maj.er projects are those costing over Rs. 50 million; medium costing 
Rs. 1.5 to 50 million; and minor costing below Rs俸 1.5million. 

2) In the case of minor irrigation, utilization has been assumed to be the 
same as potential since actual utilization data are not available. 

一毛作を含む 194百万ヘクタールの総耕作可能面積の中の 158百万ヘクタールが 現在耕作か行われ

ている。純播種面積は 138百万ヘクタールである。インド人の灌漑関係者は，82百万ヘクタールが 地

下水及び地下の源泉によって灌漑することが出来ると推定している。第4次計画の提案（未だ結論が出

芦れていない）は，更に11. .3百万ヘクタールの純追加可能性ー大規模及び中規模貨業によるもの 5.7百

万及ぴ小規模事業によるもの 5.6百万ーのあることも提はしている。

第4次計画のために計画された財政的支出費は，大規模及び中規模事業に対して 8,570白万ルピー、

小規模灌漑に対して4,758百万ルビーである。大規模及び中規模事業部門では 第4次計画の財政支出

は，完成間近いプロセクトに殆んど提供されるであろう。僅か数個の新しい大規模及び中規模のプロセ

クトか 第4次計画の下で始められるであろう。 1965-66年及び1966-67年の 2年間にわたるかんばつ

以来，仝農業開発の計画の中に於ける小規模灌漑計画の重要性か 徐々に認められはじめた。また，電

力及び石油燃料の有用性と共に令 1)フト灌漑用の近代的なポンプセ／卜の使用が 普及した。ディーゼ

ル及ぴ電気ポンプの数は， 1950-51年の19,000単位から 1968年の1.67百万ユニットに増加した。農業
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電化のための第 4次計画は ポンプセ/i、及び掘抜ぎ井戸の電化に 特に重点か覆かれている。

以，インドの5ヶ年計画

もな〈，インド政府は 生翌残るためこは 微底的に経済変化を行うことかどうし

も必要であると決意した。まだ，上な役割を禾す公共的企隠をもつ杜会王義杜会ダ汀ドご計画的経済発

展のためのプログラムを立案し 遂行しよ〗と決断した。その目訂りとすることは‘‘生活水準の向t と国

民に対してより豊かで変化に富んだ生活の機会を開発すること，'であったぐ

数知れぬ 5ヶ年計画の第一番目は 1951年に始まった。その計画の広範な目的は 1977-78年までに

まだは約25年以内に 1人当りの収人を 2倍にすることであった。第 1次計画(、1951--56年）は 第2次

と分離（パャスタン、；')分離）から経済を回復させ，経済発展の基礎をつ〈るここをき

目足経済¢刀成長の甚礎をお又，職を哀いているずへて

を捉ほ ， -1 , l }l『べで，ヽ家庭に岐低水準の生パ；を胃証する''" りさは' -一ーが

峰済的社会的不均慟左：せはめもごとになる.h とし〉う第 3 次訂両〇目的の過秤を呟げる~- /: を探哀

1951年4月lfJに始まっだイン；、の会計年度の合計15年間に及ぶ最初の 3つの計両の各々に対して，

非常に野心的な目樗かだごられた・, こ了しらの目様の大ぎさは，実質で年間5%の国民所得の伸ぴをめき｀

したこと子‘説明答れだ。しかしながら，国民所得は その 3つの計画のどの間ても，その率の半分も増

大しなかった。

第4次5ヶ年計画 0966年4月-1971年3月）の草案が 1966年4月29日の議会に提出された。経済

状態が抑圧されていることと資源状態が困難てあることのために 提出された 4次計画は 採用されな

かった。しかしながら，開発過程の休止を避けるために，年次計画か 1966-67年に始まった。

1967-68年及び1968-69年の年次計画は，農業生産及びそれに類似の計画に最も高い1憂先権を与えた。

農業生産計画は パッケージ計画を通じて食用穀類と商業的作物のエーカー当り収量を引上げることを

目的とした。経済のその他の部門に於いて，例えば農村電化，

農業の必要物を満たす活動にも1憂先権が与えられた。

殺虫剤及び農業用具の様な

計画委員会は 強化プランとして取扱われている第 3次と第4次5ヶ年計画の間の 3つの年次計画を

1969年4月1日に再び導入した。 1969年に，インドは1966-68年の経済的スランプを克服して 新しい

4次計画のためのよい基礎となった。

1969年 4月1日-1974年3月31日に及ぶインドの第4次5ヶ年計画の草案か 1969年4月の議会に提

出された。これは未だ草案で， 1969-70年の年次計画は， 1969年8月に公表された。この計画書は，今

年の中には出版され，既に遂行された活動またはうまく進行している計画段階の活動を網羅い編集さ

れている。

5ヶ年計画の草案の目標が過去の実績との比較で 次頁の表に示されている。

-75-



ぶ””””心疇--・・----------西 ---.. -. ヽ～呂クヽ-----・・---------・---・---・  曇～勾・・--------・-----ゥ---・ 辺-------1964-65 1967-68 1968-69 1973-74 
Actual Actual Actual Tar get 

ぐベー會-------------ーペ凸と如--------------------•.. ---------------―・-----。・-----------Million Metric Tons 

Foodgrains 
Oilseeds (five 
Sugarcane (in terms of gur) 

0

5

0

 

．
．
．
 

9

8

2

 

8

1

 

95.1 
8.3 
，. 8 

0

9

0

 

．
．
．
 

4

6

2

 

9

1

 

Million Bales OI p 

129. 0 
10.5 
15. 0 

180 Kgs. 

Cotton 
.Jute (exc1udes rnesta) 

Cons・c1mption of Chemical Fertilizer 

5. 7,:, 

6.0 
＊
 
4

3

 

9

^

 

l
3
"

。

＊
 
3

0

 

ヽr
3
3
 

0

4

 

8
t
 

Thousand Metric Tons 

Nitrogen 434. 5 1,052.0 1,254.0 3,700 
Phosphorus 147.7 422.0 318.0 1,800 
Potash 70. 4 206. 0 178, 0 1,100 

------------、----------・・--一-----------------・-. -----....、一-----------ベ----------・・
,:, Official Estimates. Generally considered to be five to ten percent below 

actual production. 

砂糖と黄麻を除して 5

ン か 穀物牛洋の年5%の乗数的培加の

消費兄農民教育と同様に大ぎな「部構造の変化

年水準の慣例は

含せるには 大彦な努力を要すること とこ
、
7ヽ

9
9
>
 とるあ

歩かあり噂なし、

るためには r
アメ
9

此

x
 

この計画は

マイル， 人口は

し＼う、≪

財政的援助によ~）て

これらの目標

こは, 1969-70年グ＼

云―~吋-{-
")''.、

発心を

及

地域社会開発計画は，託:52止 ふふ士
"1l! "'う

非常：こ野心的なものてあ J

インドの大ぎな農村人口(/)11月入ク）似叶と集団

村民が自ら訂固

.. /]し，/.ぶ‘
c·L• • 

柑伶うい!心,,がヽ r!こi

議会）協同組合や閲発委貝会なとグ）平寸尺，＇乃磯閏 ',f1 I、9
J且し

現在特に注目されている..

教育、婦人及び児童福祉，けlj荘，

ブロソク単位て遂行きれ，

→疑間を抱い

要求するとい）

された 1年という予備普及段階，

発巾＾業か

6-7万人である。間発事業

9-

— f
i
 

えな v'

るべ喜

↓ふ

3~"~ 

そしア）他の

1プロソクは

その道の専門家の多くの援助で続行される第Ill支階

もし

庄れを継続ちピることか必要である。

合汽3 インド全体に及んている。

ヽレ｝ヽ，しì 
>,r 

発することか含まれている。農村人口J)70%を支えている農業：こ

し;

゜

J
 
,.，' 
レこ

インド政府のい〈つかのエレ

いる。これらの水準に於ける肥料の

明らかである。 1968年-69

，
 

ととこ
、「、‘
 

，
しレJf-しな

既に述べた。

むしろ，

i: のことは，

農業生産を将外米増加させる

永続的単位としてとりあつかわれる第II段惰以後てある

の開発ブロ I クかあり，総人口は勺 415白万人以jてある

し}る。これは，

ある、） その目的には，

の村落共同体の中ての独立独歩や先導を開

最初に

+fs 

.~~, 
f

}

 

~
 

約 100の村カ

4-Jの段間に分け

改ァ日
戊匁 ｝，  

直もにより

実際の進

・
~こt
 
ま これは

政府の技術的指導と

コミニケーションう

など力、含まれている。

れ C いる。即仁~，農業「開発二:,とt定

各種部門に}/いナら 5':r"F とし、')—尉m」の集中叫発を

及びブロックか 計画や開発のための

1969年1月1日現在, 566, 

この中， 4プロック＇よ

を与えられだc

ば150--200平方

Aふ,・
味3

健康，

（村

"由ム外<

改砂, i娼

に5,265

て，

693プロソクは第 1段階， 2,496プロ，クは第II『月術て， 2,072ブロ／クは最後の段陪てあった。 1968-

69年の年次計画の地域杜会開発ボ，-''―,__ 

201百万ルピーであった。

推エ254白万II、 あっ のに対して,1969-70年は、



旭域杜会開発は 21の大学に於ける学i:号まだは修1:号のための研究の題目の＾●ヽペつとして紹介されて

きだc、地域杜会開発の Panchayati のテーマに関係のある研究計両は 国立地域杜会開発協会から

の財政的援助てもって大学に委託各れる。

その計両の執行は 食糧省，農業省，及び協同協会のユニオン出先機関かすべての費用をまかない，

J小1政府か責任を負う。開発委貝が 少1、Iに於ける計画の最高執行者であり，すべての開発部門の活動を統

制する。ブロ，，ク開発官と農業，家畜業，協同組合なとを含むそれぞれの分野を専攻した 8 人の普及

貝がプロック段階で運営にあたる，村段階では， VillageLevel Workerか約10ヶ村をうけもってい

る。多目的普及員として，ブロック及び村段階の普及機関は，立証きれた知識または実用的研究結果を

村民に伝えている。またこの協会は農民の諸問題を特別に研究，解訳するため，研究機関に申告してい

る。

1968年 9月の終りに，プロックでの選ばれた活動に於いてなされた進歩に対する評価か，改良種子，

化学肥料，殺虫剤の配布，多くの農場デモンストレーション，土地開拓の改良，家畜開発などに於いて

上向きの傾向を示した。 しかしながら，村民の自力本顧を誘発させるという基本的目的に反して，この

叶両は 政府の先導や資金に頼り続けている。この欠点にもか、わらず，地域開発計画は これまてイ

ドで試みたことのなかった規模の統合された農村開発に，新しい一つの次元を提供することによって

伍頼されうるものである。

国立地域開発協会は，政策立案段階で働いている非公務員や卜級公務貝に対して，地域開発や Pan-

chayati Raj (民主々義的地方分楕）の思想やねらいを再教育ならびに訓練する最高機関てある。それは鴫

地域杜会開発を通じて計画された変化を強調することによって，応用杜会科学の調査研究を促進するもの

である。州の段階では，ブロ）ク開発官やプロソク普及官やその他の監督官を訓練するために， 24のセン

ター があり，また男女の村段階の全従業員を訓練するために 150のセンターかあった。この計画に於

ける非公式参加者の訓練は，農村地幣でしばしば行われる短期間のキャンプを通1て行われる.,Pane-

hayati Raj は 121の Raj訓練センタ て訓練ぢれる。

紅農業研究及ぴ農業教育

1929年に設立されたインド（以前は帝国）農業研究協議会 (ICAR) は イントの農業の共同研究と

高等教育を指導，統制する固立最高機関である。効果的な調整をはかるために，この協議会は1965年に

再編きれ，すべての中央及ぴ商品委員研究所を管理する様になった。この協議会は現在25の研究機関と

8つの土壌保全研究，訓練センターを管理している。共同とうもろこし育種スケーム (1957年）や加速

的ソルガム改艮スケーム (1961年）の成功に勇気づけられて，この協会は 国というよりむしろ地域ま

たは，小卜1段階で，主要作物のための，また土壌学，工学，動物学のための全インド共同プロゼクト(1961

年）を計画した。

中央及び州機関や農業大学で働〈研究科学者達は，各人が 研究指導者として働くその協会によって

任命された全インドプロゼクト共同研究のチームとしての機能を果している。共同研究プロゼクトは

インドの研究の歩調を大いに速めた。過去10年間に協会が行った全インド共同作物改良研究計画は，イ

ンドの主要作物の沢山の高収量品種の改良又は開発をもたらした。これらは インドの穀物生産の増加

に重要な役割を果した。農業大学は，農業発展の歩調を早めるのに 非常に重要な役割を果している。
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ィンドの教育機関は， 1870年以来，ある程度まで農業を教えてきた。単科大学水準の農業教育iよ，

1906年に始まった。 単科大学水準の獣医学は1946年に始まった。

ィンドには 11の農業大学， 71の農業単科大学（農業総合大学キャンパスで機能を果しているものを

含む），20の獣医学大学と 3つの農業大学院学 がある。 2,3年前までは，農業単科大学の大半は，殆ん

ど普及教育の責任をもたずに指導者を教授していた。

USAID契約の下で， 6つし ，メリカの大学が その教授，研究｀及

調整するために， 9つのイ>,農業大学とその一環である単科大学を援助している一

ィンドで最初の農業大学は， 1960年 6月に UtterPradesh :H、IのRudrapur

更に10の農業大学が，以下の地域に開校された。

Bhubaneswar, Orissa State ( 

Llldhiana, 

State (19621 

State (1962) 

Jabalpur, Madhya Pradesh State (1964) 

Rajend:ranagar, Andh:ra Pradesh State ,. 

日ebbal,

Kalyanし West

State ¥]965.1 

State ¥ 1965) 

; Poona and Ako la, Maharashtra State (1968 & 

Jorhat, Assam (1969) 

ラムを閲発号

し始めだc その

BiharとKeralaの政府は これらの外れこ農業大学を設立するための叶画に：：：りか、_.,1~ 。

これらの農梨大学の殆んどは，運営上は，合衆国の上地付加大学システムを模範とした。これは，農

業教有の教授，研究及び普及方面の共同的接近法を強調する。

単科大学水準以下では，多目的高等学校の学科の 1つとして しばしば教ぇられている。年々増加し

ている多く、の誡業農業学校か，,,現代模範農民か必要とする基本的技巧を教える”ことを目的とし

ぞれた。そのだめの勉強は 2年間である。農民の息子に特権か与えられる授業料は無料で，

制服医療サーヒスも無料である。学生は また 1ヶ月20ルピーの俸給を受取る。中等学校修業試験に

合格した人達に入学が認められる。

｀農村の若者に 農村環境の中で，中等学校を終えて高等教育を提供するために イント政府は

1956年以来13の農村学校を設立した。これらの農村学校は， ｀農耕または経営を喜んて行なう，または政

府の開発計画に於ける職務につく農業学生を育成する” ことを目的としている。

1955年には 新しい型の機関一多目的または多様化された学校ーか インドでスタートした。これら

の学校の目的は ｀中等学校に於いて，学生が職業につく場合に助けになる農業，商業ならびにその他

の実用的コースを提供すること”である。

Growch of Indian Agricultural and VぐwnnacyCollrg咋 19□-68 

t9!"i4-S5 24 1,454 88G 10 910 268 

; Y~i9" 60 40 4, が:13 2, O!:lO 1C 1,281 83] 

1964-65 66 s, y;n 5 25¥l ID 1 319 990 

i9G5-fl6 70 10,049 ヽA 20 S13 :,i A 

'%6-fi7 71 B,072 ,., 20 ~_\ 
l!JC'i-t>H Cl ii, ~-lj 8 ~,, 20 1, l 21 1'A 

oi 

-78-



Table L Population by States -Mid-Year Estimates 

States and Capital 1951 1961 1966 1969 1970(Est.) 

Million Persons 

Andhra Pradesh (Hyderabad) 

Assam (Gauhati) 
Binar (Patna) 
Gujarat (Ahmedabad) 
Haryana (Chandigarh) 
Jammu & Kashmir (Srinagar) 
Kerala (Trivandrum) 
JVladhya Pradesh (Bhopal) 
Maharashtra (Bombay) 
Mysore (Bangalore) 
Orissa (Bhubaneshwar) 
Punj恥） I Ch an.di.garh) 
Hajac1tha1二いfaipur)

叉adu(:¥/Ia,: 
Pradesh (い喜mow)
Bengal (Calcuttr1) 

Other Areas 

Total AH-India 

'''q 0 :rn 2 39 9 42.4 43. 3 

s< n 1 . 0 13 9 15. 15 7 
:39 0 '1G 8 52 5 56 4 57 8 
16.4 20.8 23 8 25. 9 26 6 
a＼ , 7. 7 8. 9 9. 8 10, 1 

3久 3 3,6 3. 8 4.0 4 05 
1:3,6 17 0 19. 3 20, 8 21 3 
26 2 32 6 36, 9 39,8 40 8 
32, 2 39.9 48,9 50. 2 
>() 5 23. 28 29令

よ,~ '炉' 21 2 
上,,L 1, .. 4 

20 3 むぃ

:3' 39 
91.。

26. 5 40 45 
8 0 C ,) U c. < 10 6 令 1 

らヽ. - - 塗 - ~, ~· - ·~ ・~.. ベ -、 上 - ~ .. , <• 、~ ~ .. -゚ ｀ ～ 
363 442.7 98. 9 537ぶ 2 550 6 

Projected AH India Population 1B7 l (八 tear)-564 Million Persons 

a) -Population included with Punjab 

() -Names in parenthesis are State Capitals. 
b) -Includes the population of Haryana State and Unlon Territory of Chandigar・h 

,, -Includes (l) Andaman and Micobar Islands (2) De山i(3) Himachal Pradesh 

信）Laccadive, Minicoy and Amindivi、[sJands(5) Manipur (G) Tripura 
(7) Dadra and Nagar Haveli (8) Goa Daman and Di.u (9) NE1''A (10) Nagaland 
(11) Pondicherry and (12) Sikkim. Also include theじnionTeeritory of 
Chandigarh for al.l of the listed ye霊 sexcept 1951 for which year populat10n 
of Chandigarh is rncluded with that o『Punjab.

Source: -l. Office of the Registrar General, Government of India. 
2. Planning Commission, Government of India. 

Table 2. Land Utilization Data 

Usage 1966-67 1950-51 

Million Hectares 

1. Geographical area according to Surveyor General 
of India 

II. Area according to village papers (1 to 5) 
1. Forests 
2. Not available for cultivation (a+b) 
(a) Land put to non-agricultural uses 
(b) Barren and unculturable land 
3. Other uncultivated land excluding fallow land (a+b+c) 
(a) Permanent pastures and other grazing lands 

(b) Land under miscellaneous tree crops and groves 
not included in net area sown 
(c) Culturahle waste (cultivable waste) 

326.81 

305. 95 
60.50 
50、61

15. 57 
35. 04 

35. 20 
14. 07 

4. 08 
17. 05 

326. 8 

284. 3 
40. 5 
47, 5 
9, :i 

38.2 

49.4 
6. 7 

8

9

 

~
脅9

2

 

1

2
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4. Fallow lands (a+b) 
(a) Fallow lands other than current fallows 
(b) Current fallows 
5. Net area sown (6-7) 
6. Total cropped area 
7. Area sown more than once 
8. Total Net irrigated area 

9. Gross irrigated area 

22. 61 
9. 40 
l 3. 2 l 

137. 03 
156. 64 
19. 61 
27. 51 

32.79 

28. l 
17.4 
10. 7 

J 18. 7 
131. 9 
13.2 
20.8 

22.6 

Source: Directorate of Economics and Statistics, Ministry of Food and Agriculture, 
Government of India, New Delhi. 

Table 3. Farm Holdings -Estimated Number and Area 
Operated by Size, 1961 -62 

Operational Holdings 
Area of Holdings (acres) Number Aera Operated 

Upto 0. 49 
0. 5 to 0. 99 
1. 0 to 2. 49 
2.5lo4.99 
5. 0 to 7 49 
7.5to9.99 
10.0to12.49 
12. 5 to 14. 99 
15.0to19.99 
20. 0 to 24. 99 
25. 0 to 29. 99 
30. 0 to 49、99
50, 0 and above 
A且 sizes

('000) ('000 acres) 

4,341 

4,355 
11,140 
11, 484 
6,517 
3,532 
2,565 
1,474 

1, 902 
1, 162 

664 
1, 108 
521 
50,765 

1, 053 
3, 146 
18, 431 
40,613 
38,669 
29, 556 
27, 191 
19,595 
31, 562 
24,352 
17,467 
39,709 
38,229 
329,573 

Source: Indian Agriculture in Brief, Eighth Edition 

Note: -The next census of farm holdings will be held in 1970-71. 

Table 4. Principal crops -Area and Production 196 7 -68 
and 1968 -69 

Crops 

I. Foodgrains 
(a) Kharif cereals 

Rice, milled 
Sorghum 

Spiked Millet 
Corn 
Ragi 
Small Millets 

Total Kharif Cereals 

Area 

1967-GSa) 1968-69b) 

Thousand Hectares 

3.6, 437 

18,422 
12,808 
5,583 
2, 291 
4,857 
80,398 
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36,966 
18, 731 
12,052 
5, 716 
2,238 
4,746 

80,449 

Production 

1967-68 a) 1968-69b) 

Thousand M. Tons c) 

37,612 
10,048 

5, 185 
6,269 
1,884 
1, 907 
62,905 

39, 761 
9,804 
3,802 
5, 701 
1,648 
1,804 
62,520 



(b) Rabi cereals 

Wheat 14,998 15,958 16,540 J 8, 652 

Barley 3,375 2,758 3,504 2,424 

Total Rabi Cereals 18, 373 18,716 20, 044 21, 076 

Total Cereals 98, 771 99, 165 82, 949 83,596 

(c) Pulses 

Gram 8,257 7,106 5, 972 4,310 

Tur 2,665 2,529 1, 741 1, 816 

Other Pulses 11, 727 11,629 4,390 4,293 

Total Pulses 22,649 21,264 12, 103 10,419 

Total Foodgrains 121,420 120,429 95,052 94,015 

II. Oilseeds 

Groundnut (nuts in shell) 7, 553 7,091 5,731 4,476 

Castor 439 384 121 111 

Sesame 2,654 2,410 445 414 

Rape & Mustard 訊244 2,992 1, 568 1, 572 

Linseed 1, 777 1,707 438 352 

Total Oilseeds 15,667 14,584 8,303 6,925 

III. Fibers 

Cotton (thousand bales 7, 995 7, 685 6 500 d) 6,020 d) 
of 180 kgs. each) 
Jute (thousand bales 

880 529 6,320 3,052 
of 180 kgs. each) 
Mesta (thousand bales 

320 277 1,272 907 
of 180 kgs. each) 

IV. Other Crops 

Sugarcane (Gur) 2, 046 2,461 9,786 12, 003 

Black Pepper 101. 7 100.7 22. 0 21. 4 

Chillies (dry) 788 676 501 419 

Ginger (dry) 21. 2 20. 1 19. 5 19. 3 

Turmeric 53.8 58. 9 108、7 118, 7 

Tea 350 350 402 390 

Coffee 130,:, 130E0:, 57 73E 
Potato 501 537 4,232 4,773 
Tobacco 424 412 369 347 

------------------------------------------、------------------------------如潅------a) -Revised official estimates, except where otherwise indicated. 

b) -Official estimates, unrevised. 
c) -Except in the case of fiber crops for which the unit of production is indicated 
in bales. 

d) -Trade Estimate. 
E -Estimated by Office of Agricultural Attache. 
,:, -Refers to planted area. 
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'『able5。 PrincipalCrops -八verageYields 

Year 
Rice 

Sugarcane Peanuts Hape 
Wheat Jowar Gram (raw (in & Cotton Jute 

Cleaned 
sugar) shell) Mustaed 

In ,EOUnds per acre 

Pre Plan 
1948-51 585 680 332 462 3, 038 726 362 95 999 

1951-52 583 637 340 443 2,835 579 351 91 958 

1952-53 681 682 375 517 2,6:32 545 364 91 1, 013 

1953-54 669 805 406 541 2,843 724 347 106 1,007 

1954-55 716 732 470 542 3,240 683 379 111 942 

1955-56 632 780 345 494 2,934 671 300 90 965 

-------- 吠'~· ~~- ------------- -ャロビ--・- -・・  か- ヤー-------------ペ---ー---------------ー一-------
1st Plan 

656 727 387 SO? 2,897 640 348 98 977 
5-Yr. Ave 

1956-57 620 803 402 575 3,028 699 367 101 899 

1957-58 608 705 445 619 3, 078 655 345 107 914 

1958-59 704 828 449 622 3, 196 739 380 102 1, 139 

1959-60 689 836 432 485 3, 318 632 326 89 1,068 

1960-61 759 904 476 601 4,116 665 417 118 1, 055 

~--------疇-~―--------------------------------、一-------------------------------------2nd Plan 
676 815 441 580 3,347 678 367 103 1, 015 

5-Yr. Ave. 

1961-62 794 917 :393 540 3,839 647 379 102 1, 113 

1962-63 708 831 472 520 3, 695 620 372 122 1, 031 

1963-64 652 922 447 429 4,176 686 268 124 1, 124 

1964-65 815 958 485 580 4,190 728 454 115 1, 153 

1965-65 736 776 384 469 3,884 509 394 114 949 

---------------------------------------------------------------------------------
3rd Plan 

741 881 436 508 3,957 638 373 115 1_. 074 
5-Yr. Ave 

1

4

3

 

9

8

4

 

7

9

0

 

3
 

ー

7

8

9

 

6

6

6

 

『

i

f
6

7

8

 

6

6

6

 

9

9

9

 

1

1

1

 

0
4
4
5
4
2
 

4

6

5

 

6

6

7

 

5

8

6

 

4

4

4

 

o
l
o
 

7

2

6

 

7

9

9

 

3,684 
4,268 

4,352 

539 
677 

563 

0

3

6

 

0
8
1
5
9
2
 

9

9

 

1

1

 

5

0

6

 

1

3

2

 

1

1

1

 

4

1

8

 

6

3

6

 

3
4
4
-

Directorate of Economics and Statistics, Ministry of Food and Agriculture, 
Government of India、
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1) 
Table 6. Cereal Grains and Pulses - Area and Production 

2) 
Area 

Agricultural --------------------------------
Cereal 

Year 
Grains 

Pulses Total 

Pcodud10n 

Cereal 
Grains 

Pulses Total 

3) 
Million Hectares lVIillion Metric Tons 

4) 

Pre-Plan 
1948-51 Ave. 7

 

スJE9
 

19. 1 94. 8 44.4 8.4 52.8 

1951-52 78.2 18で 3 97.0 43.6 8.4 52,0 

1952-53 82、2 19.8 102. 0 50. 0 9、2 59.2 

1953-54 87.3 21. 7 109.0 59. 2 10, 6 69.8 

1954-55 85. 9 21. 9 107 8 57、1 10、9 68.0 

1955-56 87.3 23.2 110. 5 55.8 11. 0 66.8 

1st Plan 
5 Yr. Ave. 

2nd Plan 
5 Yr. Ave. 

3rd Plan 
5 Yr. Ave. 

1966-67 
1967-68 
1968-69 

84、2 21ぶ 1 105. 3 53. 1 10, 1 63, 2 

1956-57 87.8 23. 3 111. 1 58. 3 11. 6 69. 9 

1957-58 86.9 22 5 109. 4 54.7 9. 6 64.3 

1958-59 90.4 24.3 114. 7 64.0 13. l 77. 1 

1959-60 91. 0 24.8 115.8 64.9 11 8 76,7 

1960-61 92 0 23.6 115. 6 69. 3 12 7 82、0

89. 6 23, 7 113.3 62.2 lL 8 74.0 

1961-62 93.0 24.2 117. 2 71. 0 11. 7 82.7 

1962-63 93.6 24.3 117.9 68, 6 11言 5 80. l 

1963-64 93. 2 24.2 117. 5 70.5 l 0. 1 80. 6 

1964-65 93.7 23.8 117全 5 76.6 12.4 89. 0 

1965-66 91. 1 22. J 113. 2 62.2 9.8 72. 0 

92. 9 23.7 116. 6 69.8 11. 1 80.9 

2

8

2

 

．＇， 

3

8

9

 

9

9

9

 

1

6

2

 

'
・
・
 

2

2

1

 

2

2

2

 

115.3 
121. 4 
120.4 

9

0

6

 

．
．
．
 

5

3

3

 

6

8

8

 

3

1

4

 

・̀・ 

8

2

0

 

1

1

 

2

1

0

 

.
,
．
 

4

5

4

 

7

9

9

 
1) In India, the total production of foodgrains is taken to be the combined output of cereal 
grains and pulses、 Cerealgrains include rice, wheat, jowar (grain sorghum), 
bajra (spiked millets), barley, maize (corn), ragi and small millets; Pulses include 
gram (chickpeas), tur (pigeonpea) and other pulses. 

2) Indian agricultural year is from July 1 through June 30. 
3) A hectare equals 2. 4 7 J acres. 
4) A metric ton equals 2205 pounds. 

Source: Compiled from data published by Directorate of Economics and Statistics, 
Ministry of Food and Agriculture. 
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Table 7. Rice and Wheat - Area and Production 

Agricultural Year 

(July-June) R. 

_________ 1!:_r_e_~_____________ -1-_______竺竺竺~--------
1ce Wheat Rice Wheat 

Million Hectares 
1) 

Million Metric Tons 
2) 

Pre-Plan 

1948-51 Ave. 
29. 2 9. 2 22. 2 6、1

1951 ... 52 29. 8 9. 5 21. 3 6.2 

30.0 9.8 22. 9 7. 5 

31. 3 10.7 28.2 8.0 

[954-55 30.8 l L 3 25.2 9、O

1955-56 31. 5 12.4 27.6 8. 8 

st Plan 

5 Yr. Ave. 
30.7 10.7 25.0 7, 9 

1956-57 
1957』 58

1958-59 

1959-60 

1960-61 

32.3 13.5 29.0 9.4 

32.3 11. 7 25. 5 8.0 

33.2 12.6 30 8 l 0. 0 

33.8 13.4 31. 7 10. 3 
34.1 12. 9 34.6 11. 0 

2nd Plan 

5 Yr. Ave. 
33. 1 12.8 30. 3 9, 7 

1961-62 

1962-63 
1963匹 64

196令匹65

1965-66 

34.7 13.6 35.7 12. 1 

35.7 13.6 33.2 10.8 

35.8 13.5 37, 0 9. 9 

36.4 13.5 39.0 12.3 

35.3 12.7 30, 7 10, 4 

3叫 Plan

5 Yr。 Ave.
35.4 13.4 34.8 11. 1 

1966-67 

1967-68 

1968-69 

2

4

0

 

••• 5

6

7

 

3

3

3

 

8
 0
0

 

9

9

0

 

2

5

6

 

1

1

1

 

30.4 
37.6 

39. 8 

4

5

7

 

．
．
．
 

1

6

8

 

1

1

1

 
1) A hectare equals 2.471 acres. 

2) A metric ton equals 2,205pounds. 

Source: Directorate of Economics and Statistics, Ministry of Food and Agriculture. 
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Table 8, Oilseeds, Five Major -Area and .Production 
(Peanuts, Sesame, Rape and Mustard, Flaxseed and Castor) 

Agricultural Year 
(July-June) 

Area [ Production 
----―--・ゞ'、-----ー----------------------------------------・--

Pre-Plan 

4-Yr. Ave. 

1951-52 
1952-53 
1953-54 
1954-55 
1955-56 

-----------・・-------1st Plan 

5-Yr. Ave. 

1956-57 
1957-58 
1958-59 
1959-60 
1960-61 

p 
Other l) 

eanuts Oilseeds Total I 

Million Hectares 2) 

4.0 6.0 10. 0 

4.9 6.8 11. 7 

4.8 6.4 11. 2 
4.2 6.8 11. 0 
5.5 7.0 12.5 

5. 1 7.0 12. 1 

4.9 6.8 11. 7 

5.5 7.0 12.5 

6.4 6.3 12.7 

6.3 6.7 13.0 

6.4 7.6 14.0 

6.5 7.3 13.8 

---------------一ー、________, ——---、疇・-・も』・ヽ・・2nd Plan 

5-Yr. Ave. 

1961-62 
1962-63 
1963-64 
1964-65 
1965-66 

---------西---------3rd Plan 

5-Yr. Ave. , ______ _ 

1966-67 
196'7-68 
1968-69 4) 
1969-70 5) 

6. 2 7. 0 13.2 

6.9 7.9 14.8 
7. 3 8.0 15. 3 
6.9 7. 9 14.8 
7. 2 7.9 15. l 
7.4 7,5 14. 9 

7.2 7.8 15.0 

7. 3 7,7 15.0 

7.6 8.1 15. 7 
7. 1 7.5 14.6 

Peanuts Other1) 

(In shell) Oilseeds 
Total 

Million Metric Tons 3) 

3. 3 L7 5,0 

3.2 1.8 5.0 

2.9 1. 8 4.7 
3.4 2.0 5。4

4.2 2.2 6.4 
3. 9 1. 8 5.7 

3.5 1. 9 5.4 

4.4 2. 0 6.4 
4.7 1. 7 6.4 
5.2 2. 1 7. 3 
406 2.0 6.6 
4.8 2.2 7.0 

4.7 2.0 6.7 

5.0 2。3 7.3 
5. 1 2.3 7.4 
5. 3 1.8 7. 1 
5.9 2.6 8.5 
4.2 2. 1 6. 3 

5,1 2, 2 7, 3 

4.4 2.0 6.4 
50 7 2. 6 8. 3 
4.5 2.4 6.9 
5. 5 2.4 7.9 

1) Other oilseeds include sesame, rape and mustard, flaxseed and castor. 
2) A hectare equals 2. 471 acres. 
3) A metric ton equals 2, 2 05 pounds. 
4) Subject t o rev1s1on. 
5) Preliminary estimates. 

Source: Directorate of Economics and Statistics, Ministry of Food and Agriculture. 
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Taしle9. Sugarcarに•· . Area, ご臼cd.dand Production 

Refined Sugar - Production 
.... ペ.,. --.... 

Sugc1rcane Refined Sugar 

Year 
二ぶrvestedArea 

Yield 
Per Hectare 

_,_., __ _, _ _,. -------
-) 

Million Hectares Metric 

]) 
Production Production' 

Million Metdc Tons 

『rePlan 
4-Yr .. Ave. 

も々s'ヽ3 3生"OB 生gJ
 

ー ー

9ら5-56

-------Plan 
5-Y、r.
---
195G-57 
1957--58 
1958-59 
1959-60 
1960-61 

:n. 79 61. fj L5 

1"'ウ' 29.50 L。 L3 
.4 31, 50 44. 生 LO 
) 6 ,,うり,ヽら 1,8. 7 'l. " 0 

8 3:l, 78 60と 5 ， 
- _, <心口~-----·ふ-~,~ 吟- ,~- - ｀忍吟-~. -=·~-べに、'-

> .7 .. 34 55 1. 5 
-~------, 『"~--=-- - _, 叩タ口ロ'- - - -心-.~,,. ベ<

2.0 33.68 69. 1 2.1 
2 1 34.32 71. 2 2,0 ， 37,66 73. 4 1 9 
. I :36, 41 77. 8 2.5 
2. 生 45.55 110. 0 

3疇゚
彎·-ー• 一

2nd Plan 
5-Yr. Ave, 

2. 1 37.52 80,l 2.3 

1961-62 2.5 42令 35 104. 0 2. 7 
]962-63 2, 2 41. 00 91. 9 2. 1 
1963-64 2.2 46.35 104, 2 2.6 
1964-65 2. 6 46.68 119. 6 3.2 
1965-66 2.8 43. 04 119. 6 3.5 

――------・^`‘。-------、--・---------------------------・ -゚----------------------------3rd Plan -----
2. 5 43 

5-Yr. Ave. 
. 88 107. 9 2. 9 

1966-67 
1967-68 
1968-69 4) 
1969-70 5) 

3

0

5

8

 

•••• 2

2

2

2

 

40. 34 
46.66 
47.78 
44.64 

8

5

6

0

 

．．． 

2

5

7

5

 

9

9

1

2

 

1

1

 

5

6

 

2

2

5

8

 

．
．
．
．
 

2

2

3

3

 
1) Of the total sugarcane production about 30 percent is crushed in factories for the 
manufacture of refined sugar and the balance of cane production is used in the 
manufacture of'Gur (farm-made brown raw sugar), Khandsari (an inferior kind 
of white sugar) and for chewing and planting. 

2) A hectare equals 2. 471 acres. 

3) A metric ton equals 2,204.6 pounds. 
4) Subject to revision. 
5) Preliminary estimates. 

Source: Directorate of Economics and Statistics, Ministry of Food and Agriculture. 
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Table 10. Cotton - Area, Yield, Prod訳 tion,Consumption, 
In1ports, Exports and Stocks 

Season 
Beginnin旦 Area 

Yield 

per 

l Hectarを
-----------、.-.. --. ゞ--.、--------・・ヘ---... 砂-・-----島・---・-

Produc- Consurnp-
:3) 

tio打

Closing 

Stocks 

Mi且.1on
Hectares 

Pre-Plan 
生-Yr.

4. 9 

1951-52 th )'(J ' 

952-53 f;, 4 

1953-54 ム。
954-55 。ふr 

1955, 5G 8 1 
____ ,_,_.,,,,_,,,,,,,,,,, 
1st Plan ,, 
5-Yr. 1¥ve. 

,, 

1956-57 8.0 
1957-58 B. 0 
1958-50 8.0 
1%9-60 7, 3 

1860-61 7 6 

~．~ ー-—~ ●● -・--------

2nd Plan 
7.8 

5-Yr. Ave. 

5-Yr. Ave. 

8

0

7

0

 

,
 ••• 
7

8

7

8

 

9

、
'
，

5

6

 

7

8

9

0

 

6

6

6

7

 

-
f
~
-

6

7

8

9

 

6

6

6

6

 

9

9

9

9

 

1

1

1

1

 

Kilo-
Milli.orふ Balesof 392 pounds (180 Kilograms) net, each 

grams 

106 

，
 

4.2 LO 

l 02 8 . :1 2 2. 6 
J'<'7 ' 4 .. , ' .. I .4 1, 9 
（） 4,9 . l ,3 
C, 3 5, (l 6 3 2. 9 
4. 2 .u 氏 'ム) ? 砂

ピ→ - - - -ぶこ匹.ん＝ふ. ,.,. 与、ベ- - -~-· ・---

110 4.4 4,8 2 

13 r ）`、 u只.D- .6 
12 5c4 5.:J 4 
J.14 5. i 5.4 5 
l 00 4.2 5 冨 0J 

132 5 7 5 7 1.1 

4{ 
2、4

,3 2,2 

:1 2,4 

.4 2 2 

2 1 6 
2.4 

115 5. 1 5. 5 7
 

0 3 20 2 

1961-62 8.0 114 5,0 6.0 8 々 3 1. 9 

1962-6:1 7. 7 137 6, 0 6.0 .9 .4 2.5 

1963-64 8,2 139 6.4 6.4 . 8 .3 3.0 
1964-65 8. 3 129 6.0 6.7 . 8 .2 2.8 

1965-66 7.9 126 5.6 fl. 1 .6 2 2. 7 

3rd-Plan 
8.0 129 5.8 6.2 .8 .3 2.6 

127 5.6 6.2 .8 .2 2.7 
143 6.5 6. 5 .8 .2 3.2 
142 6.0 6.6 .4 .2 2.8 
146 6.5 6.7 .7 . 3 3. 0 

1) From Directorate of Economics and Statistics, Ministry of Food and Agriculture. 
2) Trade estimates which balance with data on consumption, exports and stocks. 
These estimates are considerably larger than official figures but are more accurate. 

3) From GOI Textile Commissioner plus estimate for non-factory consumption. 
4) From GOI Statistics of the Foreign Trade of India. 
5) Subject t o rev1s1on. 
6) Preliminary estimates 
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Table 11. Cotton Spinning Spindles, Cotton Consumptiorし

Production of Cotton Cloth, and Per Capita Avallability 
of Cloth made of Cotton and Other Fibers 

---------------ベ---C-o-tt-o-n ------P--r-o-d-u-c-ti-o-n ------------亨--------------。---------囀--------
. Populat10n Per Capita 

Year Spindles Consump- Cotton Cloth Mid-Calendar of Cloth2) 
1．n ti．on 1． n -------------
Mills1) Mills Mills Others Year Colton Man-Made Total 

---------------万----------------------
MillionsBales 3 、1 Million Meters Millions Meters 

~ ~ 

1951 11 0 3,846 3,727 1, 013 363.4 11. 0 0.8 11. 8 

1952 11. 3 4,258 4,205 1,313 369.6 13.5 0. 5 14,0 

1953 11. 4 4,482 4,461 1,410 376. 1 14.0 0. 6 14. 6 
1954 11. 7 4,577 4,570 1, 512 382. 9 13. 8 0.8 14.6 

1955 12.0 4,884 4,658 1,620 390. 1 14.4 0、9 15、3

1956 12. l 4, 991 4,852 1, 663 397.8 14.7 1. 1 15. 8 

1957 12、5 5,262 4,862 1,811 405. 8 14.5 1. 1 15.6 

1958 13. 1 4,964 4,505 1, 968 414、3 14.3 0. 9 15. 2 

1959 13.4 5,096 4,504 2,075 423 3 13. 7 1. 1 14.8 

1960 13.5 5,097 4,616 2, 013 432督 7 13.8 1 2 15.。
1961 13. 7 5,562 4,701 2,372 442. 7 14.7 1. l 15.8 

1962 13.8 5,625 4,560 2,412 453. 4 14.3 1 2 15, 5 

1963 14. 1 5,834 4,423 2,876 464.3 14.6 1. 2 15.8 

1964 14.7 6, 237 4,654 3, 066 475.5 15. 1 1. 6 16.7 

1965 15.4 6, 112 4,587 3,058 487.0 14.6 1. 7 16.3 

1966 16. 1 5,865 4,238 3, 097 498. 9 13.8 1.6 15.4 
1967 16. 7 5,800 4,098 3, 179 511. 3 13.4 1,7 15. 1 

1968 17. 1 6, 221 4,366 3,530 524.0 14、1 1. 9 16.0 
1969 17,4 

1) As on January 1. 

2) Production plus imports minus exports. Wool and silk fabrics are negligible. 
3) 1 bale = 180 kgs 

Indian Textile Bulletins. 

Year 

Pre-Plan 

4-Yr. Ave. 
・-------
1951-52 

1952-53 

1953-54 

1954-55 

1955-56 

Table 12. Tobacco -Area, Yield and Productron 

------------------------------------
Harvested Yield per Production of all Flue-cured Virginia Tobacco 

Area Hectare Tobacco incl. Virginia -----------------------― Area Production ---------------------------------------------------------------------Thousand Thousand Million 
Kilograms Thousand Metric Tons . 

Hectares Hectares Kilograms 

341 

---
299 

363 

369 

346 

410 

754 

---
699 
675 

737 

737 

739 

257 

---
209 

245 

272 

255 

303 

56 

--
57 

83 

75 

72 

82 

40 

--
39 

53 

58 

56 

62 

•. -------------------------------------------ー一-----------------------------------1st Plan 

5-Yr. Ave. 

1956-57 

1957-58 

1958-59 

1959-60 

1960-61 

355 724 257 74 54 

419 

359 

379 

408 

401 

728 

568 

836 

716 

766 

305 

204 

317 
292 

307 

74 

70 

88 

89 

89 

55 

48 

62 

71 

70 

-------------------→ ------------------------------------------------------------2nd Plan 

5-Yr. Ave. 
393 725 285 82 61 
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1961-62 
1962-63 

1963-64 
1964-65 
1965-66 

3rd-Plan 

5-Yr、Ave.
, -------
1966-67 
1967-68 

968-69 

418 
405 
441 
394 
372 

406 

---
424 
424 
412 

811 
842 
817 

876 
800 

829 

---
834 
870 
842 

339 
341 
360 

346 
298 

337 

---
353 
369 
347 

101 
97 
07 

9:3 

8『'

95 

113 
130 

130 

77 
84 
82 

77 
65 
'--
77 

92 
95 
107 

1 l Approximately 90 percent of the annual production of Virginia tobacco is flue-cured 
and the remaining 10 percent is sun-cured. 

~) Subject to rev1s10ns. 

s ource: Directorate of Economics and Statistics, Ministr of Food and Agriculture, y 
Government of India. 

Table 13. Index Number -Annual Variations in Agri-
cultural Production 

Agricultural Year Index Numbers of 
(July -June) Agricultural Production 

1949-50 100.0 

1950-51 95.6 
1951-52 , 97. 5 

1952-53 102.0 
1953-54 114. 3 
1954-55 117. 0 

1955-56 116 8 
1956-57 124. 3 
1957-58 115. 9 

1958-59 133.5 

1959-60 130. 3 

1960-61 142.2 
1961-62 144.8 
1962-63 139.6 

1963-64 143. 1 
1964-65 159. 4 

1965-66 132. 1 
1966-67 131. 6 
1967-68 161. 0 
1968-69 158.7 

Percent Increase (+) or 
Decrease (-) over the 
Previous Year 

-4、4
+ 2.0 
+ 4.6 
+12. 0 
+ 2. 4 

- 0. 2 
+ 6. 4 
- 6. 8 
+15.2 
- 2.4 

+ 9. 1 
+ 1. 8 
- 3. 6 
+ 2.5 
+11. 4 

-17. 1 

- 0. 4 
+22.3 

- 1. 4 

Source: Directorate of Economics and Statistics, Ministry of Food and 
Agriculture, Government of India. 
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Agricultural ProduCctio戸丁：.1rgets 

to Achievements iェ1五veYear Plans 

← ・,n;n、ial戸Jans

Acしual Tenta-

Pro-

duction 
1960-61 

Tai吋;ct
Pro- I Pro-
duction 

1965-66 I I 
l 

C『housandMetric 

i1oodgrains 

(including 

Pulses) 

tive 

Targets 

flGD-70 

＄ふ''！しnousanu
bales of 392 
net each) 

Jute 

040 66,850 81,800 82,018 

c>8, D28 GO, 

.rn est叫

(thousand 

t,ales of 400 
lbs net each) 4., 000 4, 232 

"" 1 ea 
(million lbs) 644 

Tobacco 3) 

゜
｀ヽ
§£t
 
L
3
 ＇ 

10,000 100,000 119,642 ll';.:572 

し
0
"
·

〗

ぅ

3

8

)
i
・
 

f
!
 9‘ 

540 4,134 

000 72., 030 

U§ 召｝
ヽf'’ ,~ 

:
）
 

.rじ
3
、

540 

6,200 4,471 

94,01::l 101,00U 

ら．
"
0
 

l』(‘ 

゜
｝
 

＇［ 
¢
 

、r)r,‘ 

。
ny[ ．̀ 

~
~
；
~
 9
;
 

ぅ
3¥: 
ぐ::`

400 

628 

303 

700 

3) 

708 

307 

900 

3:30 

804 

298 

885 

347 

1) Official estimates for all commodities excepting cotton for which trade estimates 

(considered more accurate than official estin1ates) have been used. 

2) Includes five major oilseeds -Peanuts, sesame, rape and mustard, castorseed and 

flaxseed. 

8) No target; emphasis on improving quality. 

Table 15. Foodgrain Imports 1) 

Calendar Year Wheat 八!filledRice Coarse Grains 2) Total 

Thousand Metric Tons 

Pre-Plan 

1 94 7 -5 0 Ave . 
1,467 628 701 2,796 

1951 3,064 761 976 4,801 

1952 2,551 734 641 3, 926 

1953 1, 711 178 146 2,035 
1954 200 635 8 843 
1955 442 269 711 

1st Plan 

5-Yr. Ave. 
1,594 515 354 2,463 

1956 1, 113 330 1,443 
1957 2,898 748 3,646 

1958 2, 716 397 111 3,224 

1959 3,553 295 143 3, 991 

1960 4,386 699 143 5,228 

---
2nd Plan 

2, 933 494 79 3 506 ， 
5-Yr. Ave、
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マヽ―--------・--か------------、細-----------1961 3_, 092 384 
Hl62 3_, 2う0 390 
l %3 4, 073 483 
fJ64 ぎふ 621 645 
1965 う 583

-、-----゚---.. 、、----------・以 0『3rd Plan 
5:37 

5-Yr. Ave. 
4, り24

-----------・-.. ------』-、----"、一～〇------、
1966 7,8112a) 787 
9G7 (,,400b) 4亨3

、1968 -1, 76G 
.:'369エsiimate:1) 3, 06名
-------......、、--・、---'ヽ^・、，匹-
) Does n戸t;,,,Judぷ, s.m,,ii 

er :-: 臼官＂~え:,Lilを: IJ 

ェヽ ,, _ _ _ _ _ ベ- - - - - - - - - - --・ . ... - -

134 3 
87 3,728 
61. 4,GJ7 
113'3,378  
229 7,595 

--・--------・---・--------ぇ----------・------------や-鴫--
』25

-------------・・・・------
780 
l, 882 
529 
2 

-----、__ _ _ ,, _ _ ,, _ _ _ _ _ ペペ -

0, 3D9 

8,735 
5,74 

＇ 

I. Bulletin on 

Econon1ics and 
2. Unpしバisheddata 
India. 

Statistlがs,dlmual iSSU(噂, puhlishe叶by・theDireエ月rateof 
Food an己点らy，ふcultu1←Gover丘叫ntof India 
of Food a叫八gricultureタ

Table lG、 WheatArrivals Under P. L. 480 Title I. 1956-69 

---------------冒-疇心------------------------叩ゞ，．ヽ・---------ユ---。----------------ク.---、--.. --。.. 
First Second Thi.rd Fourth Annual 

Quarter Quarter Quarter (~uarter Total 

ゞ. - - -—-------------···--心--•. -、---―. ---に・-------―-.... -心-------------------・・------------・--Thousand Metric Tons 

Year 

1956 
i 957 
1958 
1959 
1960 

1961 
1962 
1963 
1964 
1965 

425.5 
526. 9 
1,075.2 
716.8 

782. 5 
506. 4 
810. 9 
962.0 
1,326.0 

Upto 
601. 1 
299. 2 
985. 5 
1,189.3 

557.2 
556.8 
1, 058. 3 
1,087.9 
1,464. 5 

December 
997.0 
305. 4 
714.8 
897. 0 

316.6 
766.8 
911. 3 
1,250.9 
1,551.6 

523. 8 
783.4 
390.6 
1,246.5 

460.7 
869.0 
1,099.0 
1,785.3 
1,628.8 

147.2 
2,547.4 
1. 914. 9 
3,166.1 
4, 049. 6 

2,117.0 
2,699.0 

3,879.5 
5,086.1 
5,970.9 

1966 1,712.8 2,078.3 1,240.0 
1967 774. 0 l, 046. 6 692. 6 
1968 991.5 1,643.0 956.4 

1969 670.2 676.3 794.5 

-------→ -------------------------------------------------・・-----------------------
Sources: 1. GOI Ministry of Food, Agriculture, Community Development and 
Cooperation, Department of Food. 
2. Food Corporation of India. 

1,436.1 
1,541.9 

106. 6 

2

1

5

 

．
．
．
 

7

5

7

 

6

5

9

 

4

0

6

 

9

9

9

 

6

4

3
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『able1 7. Rice Arrivals Under P. L、 480TitleI. 1957竺69

Year 

1957 
1958-59 
1960 

1961 
1962 
1963 
1964 
1965 

1966-68 
1969 

First 
Quarter 

64,8 

9. 3 

109. l 
97.6 
103。5
170. 1 
83.9 

Second 
Quarter 

127.7 
NONE  

78.9 

85.4 
40.9 
111. 8 
93.0 
168.5 

NONE  

Third 
Quarter 

Fourth 
Quarter 

Thousand Metric Tons 

4.3 

108.0 60. 6 

49.9 
15.5 69.7 
18. 7 48. 3 
35.6 

84.2 

Annual 
Total 

196.8 

256.8 

194.5 
188.4 
300.5 
330. 1 
288.0 

Sources: 1. C',OI Ministrv of Food, Agriculture, Community Development and Coopera-
tion, Department of Food. 
2. Food Corporation of India 

Table 18. Grain Sorghum (Milo) Arrivals Under P. L. 480 
i'itle I. 1958-69 

Year 

1958 
1959 
1960 
1961 
1962-64 
1965 
1966 
1967 
1968 
1969 

First 
Quarter 

10. 8 

19. 1 

94. 0 
571. 2 
152.5 

Second 
Quarter 

N O N E 

481. 8 
539.2 
323. 3 
19.5 

Third 
Quarter 

Fourth 
Quarter 

'「housandMetric Tons 
7. 7 78。9

34.2 

95.4 
546.3 470. 1 
444.8 352. 1 
35.8 
275.4 

Annual 

Total 

86,6 

10.8 
34.2 
19. 1 

95.4 
1,592.2 
1,907.3 

511. 6 

Sources: 1. GOI Ministry of Food, Agriculture, Community Development and Coopera-
tion, Department of Food. 
2. Food Corporation of India. 

Table 19. Soybean (Vegetable Oil) Arrivals Under P. L. 480 
Title I. 1965-69 

Year 

1965 
1966 
1967 
1968 
1969 

First 
Quarter 

22.2 
35.4 

1) Through August 1969. 

Second 
Quarter 

32.4 

37. 7 
2.7 
17.2 

Third 
Quarter 

Fourth 
Quarter 

Thousand Metric Tons 

20. 6 18.5 

31. 3 
16 4 33. 1 
27. 1 10.8 
34. 2 1) 

Sources・1. GOI Ministry of Finance, Department of Economic Affairs. 
2. State Trading Corporation of India. 
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Annual 

Total 

71. 5 

31. 3 
87. 2 
62. 9 



Table 20. Cotton Arrivals under Public Low 480 Title I. 1963--68 

Year 
First 
Quarter 

Second 
Quarter 

Third 
Quarter 

Fourth 
Quarter 

Ann叫
Total 

B a 1 e s 

1963 10.,D 、

1964 l 04, 864 1, 151 140,123 35, U?? 

1965 20 120,353 8,850 

1966 6 2,495 

1967 48,022 52,'769 53,419 56,'i75 

1968 73,625 100,056 46, 274,, 

l 0, 113 
ク:81,815 

129,223 
2, 501 
210,985 

,:, Through August 1968. 
GOI Ministry of Finance, Department of Economic Affairs. 

Table 21. Per Capita Production (Approximate) -Specified 
Agricultural Commodities 

--rear Cotton 
Lint 

Raw 

Sugar 
1) Oilseect2l 

Cereal 

Grains 

Total 
Pulses 

Food Grains3) 

Production in Kgs. per Person per Year 
Pre-Plan 
1948-51 Ave 

1. 2 15 15 126 24 150 

1951-52 1. 5 17 14 118 23 141 

1952-53 1. 5 14 13 133 25 158 

1953-54 1.8 12 14 155 28 183 

1954-55 1 9 15 16 147 28 175 
1955-56 1. 8 15 14 141 28 169 

---―---ー・.·• ----、ー一ぷ-----・匂--------コ--------------今--------べ.--』--------、・--------1st Plan 
1. 7 15 14 139 26 165 

5-Yr. Ave 

1956-57 2.1 17 16 144 29 173 
1957-58 2 0 17 15 133 23 156 

1958-59 2 0 17 17 151 31 182 
1959-60 1 5 18 14 151 27 178 
1960-61 2.2 24 15 158 29 187 

・2-n-d --P-l-a-n --量.-會-----------------------尋・-------------------疇----------------------
5-Yr. Ave. 1.9 19 15 147 28 175 

1961-62 1. 8 22 15 157 26 183 
1962-63 2 0 21 15 149 25 174 
1963-64 2. 1 22 15 148 21 169 
1964-65 2.2 25 17 158 26 184 
1965-66 2.0 24 13 125 19 144 

-------------------------------------・-----------------------------3rd Plan 
2. 0 2 3 1 7 14 7 24 1 71 

5-Yr. Ave. 

1966-67 

1967-68 
1968-69 

0

3

0

 

9

≫

・

 

2

2

2

 

9

9

3

 

1

1

2

 

3

6

3

 

1

1

1

 

131 
161 
158 

16 

23 
20 

147 

184 
178 

1) Computed on the assumption that the total sugarcane production would yield an 
average of 10 percent raw sugar. 

2) Includes peanuts, rape, mustard, sesame, flaxseed and castor seed. 
3) Includes all cereal grains and pulses (dried beans and peas) 
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Table 22. Chernical Fertilizers -Sこipplyand Distribution, 
1951-52 through'ltl68ヰ 69

-や--'゚_________.. _, -゚畑----ウ心-------、---_, 誓-. 亭べ・・-・・-------匹---.. ,. " .. Potassi.c 
Xitro旦enousFertil立ers I Phosphatic Fertilizers I 

, Fertilizers 
in 丁€＇疇 of Nitrogen I in Terms of P炉5 I , Terms of K 0 -----------・-----------~--

覧arch) Pro- しIょぃ、 '『otal Distri-1 Pro- Im- Total Distri-1 Inぃ Distri-
duction ports Supply buted I duction ports Supply buted• iports buted 

杓Ietric'『ons

1st Plan 
Per.l, 双］

，
 

gn) 
r
,
5
 

41.0 5H,O 砂り 1.0 
97, 生り7,8
72,2 39.3 LL8 

14, 3 

12ぐ 4
1

1ふ
?
3
4
 

↓

4
 

A
4
う
3

1
4
?
!
-

03辺35

7[37‘: 

1956-57 内＜ 8 135 8 123 1 ・.1 .. . ,. ,) 1 . 9 14.8 14. fl 

1957-58 ］ 

゜
191 2 149, 0 25 8 ， 12 8 12. 8 

1958-59 80.8 97,5 178,3 172,0 31 0 29.5 22.4 22 4 

1959-60 83 7 142, 3 226, 0 229, 3 :, . 8 55、2 53 9 33, 1 2L 3 

1960-61 112 0 171 9 283. 9 211. 7 (Jon j 5 7 5'.1 1 24.8 29 1 

End 2nd 
290. 0 500. 0 120. 0 150. 0 60. 0 

Plan Target 
- - ・ - - --皿疇 ·• - - - - ----- --- - ---心省心・- --------- - - --- --- ----臼---心-- - --匹 - - - ---今.----心・---- - -----
3rd Plan 
Period 
1961-62 154. 3 142. 9 297 2 291. 5 65. 4 0 6 66.0 63 9 30.4 28. 0 

1962-63 194. 2 229. 5 423. 7 360 0 88. 3 8.0 96.3 81. 4 44.3 36. 5 

1963-64 219.1 197.7 416.8 407.0 107.8 12.3 120.1 116 7 64.1 50, 6 

1964-65 243. 2 256. 5 499. 7 434. 5 131. 0 12. 3 143. 3 147. 7 57.2 70.4 

1965-66 237 9 376.3 614.2 547.4 118. 8 21 8 140.6 132.2 93.6 77.7 

―打nで研rd-----ふ--------------------------------------------------------------------800.0 1000.0 400.0 400 
Plan Target 

.0 200.0 

---------------------------・ —ー・----------------.. ----・.---・~ー・・-------------------------
1966-67 309. 0 574. 6 883. 6 838. 7 145. 7 129. 2 274. 9 248. 6 143. 3 115. 7 
1967-68 367. 0 865. 0 1232. 0 1052. 0 181. 0 349. 0 530. 0 422. 0 282. 0 206. 0 
1968-69 538.0 867.01405.01254.0 214.0 123.0 337.0 318.0 209.0 178.0 

～甘n可4t町～一-----------------------------------------------------------------------
Plan Target 
1973-74 3139.0 3730.0 1189. 0 1735. 0 1105. 0 

a) There is no indigenous production of potassic fertilizers. 

Source: Fertilizer Association of India, New Delhi. 
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Table 23. Gold and F'orign Exchange Reserves 1) 

----.. ・・---、一-~匹-----. -.. ----------------. ● - --ヽ---心～。-------------・---コ,.----'',. --・-----,,. ・-心,_
Amount in Millions 

End of Year . End of Year 
Amount in Millions 

of lL S. Dollars of U, S, Dollars 

----------―•»-••--------如が～一--·---心,_____匹. ------心----------・・・.・------・・・ 心..----心・-----
1951 1,945 1964 498 
1952 1,796 1965 599 
1953 1,862 1966 608 
1954 1,967 1967 663 
1955 1,881 1968 682 
1956 1,463 冗ndof January 1969 678 
1957 942 11 February " 709 
1958 722 " March t, 769 

1959 814 日 April " 839 
1960 670 日 May " 854 
1961 665 日 June □ 838 

1962 512 日 July " 860 
1963 607 日 August " 869 

---・ ・--------心......., ................ ぺ...........℃ - ---_ ........  ----------・・・.,,,  _____、....--・--・――...-吟..-
1) Includes government balances held abroad l.nd borrowing frりm

a's rrserves beid by the Reserve Barぷ這Ind望 included
gol己 til〗:「anuary? , 196 b, 7, 4 rniJJ.lo恥 mmcesti:しlJmrna.rヽ;2.l 
ounce出 iHlFeb,・uary HL. l'::iilり， 8.0ふ.nillion
ぃillionouncBs theres.ft言．了he? .. 0 

:;ource: Varim:1r, iEぶ重這 c,ft『wResc:,ve「いnk

Tableこ生. Balance . 

～匹～と-、--. 如.、-----令マ・4ー--・・--・・・'"'や・・・・・・・-・・・・・・・・・・・・・・—··----•-·••-Net Invisible Earnings l>
Fiscal Year Irnports Exports Trade 

(Ap叫髯arch) c. i. f、 ' 

(Exciuding Offiua1 (Before Official 
1. o. u. Balance 

Grant 
ベ....-• 心心・・-・・・が・・・・・・・・・・-・・-・・-・べ....--心-•.. が9心心→や・-叫・・・-心.-.. ベ咬如心-・・--・---・-・、・・・-------------

lVIHl.ion Rupees 3) 

1950-51 6, 503 6,468 35 キ 403 ,， - 368 
1951-52 9,629 7, 301 -2, 328 ＋ 649 - 1,679 

1952-53 6,330 6,019 311 ＋ 805 ＋ 494 

1953-54 5, 918 5,397 521 十 805 ＋ 284 

1954-55 6,838 !5, 966 872 ＋ 774 98 

1955-56 7, 731 6,403 ー1,328 ＋ 876 452 

1956-57 11, 021 6, 352 一生 669 + 1, 171 - 3,498 

1957-58 12,332 6,686 -5, 646 + 1,003 -4,643 

1958-59 10,293 5, 763 -4, 530 ＋ 904 - 3,626 

1959-60 9,323 6,274 -3, 049 ＋ 813 - 2,236 

1960-61 10,815 6,305 -4, 510 7 -4,517 
1961-62 9,963 6,683 -3,280 295 - 3,575 
1962-63 10, 79Q 6,809 -3,981 486 -4,467 
1963-64 12,168 8,016 -4, 152 431 -4,583 
1964-65 ;., 13,878 8,009 -5, 869 847 - 6,556 

1965-66':'13,500 7,833 -5,667 - 726 - 6, 393 
4) 

1966-67 ,:,,:, 18,856 10,793 -8, 063 - 1,522 - 9,585 

1967-68':o:, 20,428 12,546 -7,882 - 1,601 - 9,483 
1968-69 ,:":'17. 858 13,535 -4, 323 N. A. N. A. 

~---------心―-----------------------一---------------------匹-----------------------
1) Net invisible earnings comprise income from such sources as tourism, foreign in-

vestment income, etc. 
2) Net current account is the net balance of payments derived by deducting the net in-
visible earnings from the trade balances (all deficits). 

3) Rupee was valued at 21 U.S. cents prior to June 6, 1966. Since then it has been 

devalued to 13. 33 U.S. cents. 
4) DataforApril-May1966wasvaluedat21U.S. cents. After June 6, 1966rupee 

was valued at 13. 33 U.S. cents. April-May data as follows: Imports 2,605, ex-
ports 1, 277 trade balance 1, 328. 

;., Revised. ,:,,:, P・  rellmmary N. A. Not available. 
::,ource: Economic Surve and Reserve Bank of India Bulletin. y 
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Table 25, Index Numbers (Offictal) -¥Vholesale Prices, 
All lndia (Base 1952-53~100) 

.. ーA-v-e-r-a・□ g-e --o-f -M--o-n-th-s-! 心、一 .. - .. -ベ-- --------・ 事い. -------匹---------------------------------
Average of Weeks Wheat Rice All Cereal All Food All 

--Ended Saturdays ----―----. ゞ.--------・ロ--・・-・-----ぺ・--Grams ---A.rtrcles ---Commod:ltres --
Calendar Year 

1953 94 103 100 109 106 

1954 79 86 84 98 100 

1955 70 76 73 85 92 

1956 86 93 92 99 103 

1957 90 104 102 107 109 

1958 96 108 105 112 111 

1959 102 102 l 04 118 116 

1960 91 109 105 120 123 

1961 89 l 04 102 120 126 

1 962 92 109 106 125 127 

1963 91 122 111 133 132 

1964 124 133 134 155 148 

1965 140 135 145 166 161 

1966 146 164 165 189 183 

1967 198 200 207 238 212 

1968 188 211 205 235 210 

1968 
January 212 200 208 238 210 

February 202 204 206 233 206 

March 191 206 202 225 200 

April 182 212 202 233 205 

May ベ~IーI。~ 217 203 234 206 

June 172 221 206 234 206 

,July 176 219 206 233 206 

August 181 221 209 244 216 

September 192 220 214 250 221 

October 191 219 212 246 220 

Noven1ber 190 203 201 229 212 

December 189 191 192 218 206 

1969 

January 193 188 192 217 207 

February 193 187 191 215 206 

March 190 190 192 220 210 

April 183 19G 194 222 212 

May 178 202 197 226 214 

.June 189 210 207 240 223 

July 194 214 211 244 22!3 

August 214 244 22fi 

September 212 244 22召

竺:This price index covers a total of 112 co冗 moditieswith 555 individual price 
quotations scattered over 143 markets. The group of''Food Articles" is assigned 
a weightage of 504 out of a total of 1,000 for all. commodities. Cereals a.re 
assigned a weight age of 192 within the''Food Articles" group. 

Source・Office of the Econor・,jぃ八dviserto the Government of fodia. 
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